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１ はじめに 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の規定において、教

育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出すると

ともに、公表しなければならないことが定められています。 

亀山市教育委員会では、令和５年度における市の施策評価対象事業及び事務

事業評価対象事業について、事務局において評価を行い、その内容について学

識経験者２名から意見をいただき、課題と今後の取組について、「令和５年度

教育に関する事務の点検・評価報告書」としてまとめました。 

 

【参考】 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第三項の規定によ

り事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況につ

いて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出す

るとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。 
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２ 点検・評価の対象となる事務 

（１）対象事務及び評価 

点検及び評価の対象は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２１

条各号の規定のうち、「亀山市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例」に

規定された事務（「スポーツに関すること」及び「文化に関すること」）を除く事務で

す。また、「文化財の保護に関すること」、「歴史博物館に関すること」、「市

立幼稚園の管理運営に関すること」等については、補助執行により市長部局にお

いて実施していますので、対象外とします。 

評価については、第２次亀山市総合計画後期基本計画実施計画において教育委

員会事務局が所管する基本施策及びその施策の方向に伴う事業のうち令和５年度

における取組状況などについて、実施しました。 

【対象の基本施策】 

 ・学びによる生きがいの創出 

（基本施策の大綱：健康で生きがいを持てる暮らしの充実） 

 ・子どもたちの豊かな学びと成長を支える環境の充実 

  （基本施策の大綱：子育てと子どもの成長を支える環境の充実） 

【対象の主要事業】 

施策の方向 事業名 

地域課題の解決に生かせる学

びの展開 
地域の学び推進事業 

学びを支える温かさあふれる

学校づくり 
放課後子ども教室推進事業 

学びの環境の充実 

学校施設長寿命化計画策定事業 

中学校デリバリー給食実施事業 

中学校全員喫食制給食実施事業 

希望をもって新しい時代に活

躍できる子どもの育成 

学力向上推進事業 

学校図書館支援事業 

ＧＩＧＡスクール構想推進事業 

英語教育推進事業 

一人ひとりの学びを支えるき

め細かな教育の推進 

 

個の学び支援事業（小学校） 

個の学び支援事業（中学校） 

生活困窮者自立支援事業（学習支援事業） 

少人数教育推進事業 

校務支援システム事業 
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【対象の標準事業】 

施策の方向 事業名 

学びを支える温かさあふれる学

校づくり 

特色ある学校づくり事業（小学校費） 

特色ある学校づくり事業（中学校費） 

コミュニティスクール推進事業 

学びの環境の充実 

施設整備費（小学校費） 

施設整備費（中学校費） 

地場農畜産物利用推進事業 

希望をもって新しい時代に活躍

できる子どもの育成 

体育・文化活動支援事業（小学校費） 

体育・文化活動支援事業（中学校費） 

中学校体験活動支援事業 

幼児教育推進事業 

教職員研修事業 

道徳・人権教育推進事業 

家庭・地域の教育力の向上 子育て学習展開事業 

一人ひとりの学びを支えるきめ

細かな教育の推進 

 

適応指導教室事業 

生徒指導充実事業 

特別支援教育推進事業 

外国人児童生徒教育支援事業 

青少年の健全育成と青少年活動

の促進 

青少年健全育成費 

青少年総合支援センター費 

二十歳の集い開催費 

青少年自立支援事業 

市民活動の活性化と協働の推進 婦人団体育成費 

 

（２）点検・評価に使用するシート  

点検・評価において使用するシートは、市の行政評価との整合を図り、施策評

価シート及び事務事業評価シートを活用します。 
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（３）評価基準 

①施策評価シートにおける総合判定及び個別判定の基準は次のとおりです。 

  

 

 

 

 

②事務事業評価シートにおける活動及び成果の判定の評価基準は次のとおりで

す。 

・成果評価 

 

 

 

 

 

 

 

     ＊評価分類Ｂ１の事業（事業完了時など、一定期間後に効果が出る事業のうち実

施中の段階の事業）の成果評価は下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

    

Ａ ･･･ 順調に進んでいる 

Ｂ ･･･ まずまず進んでいる 

Ｃ ･･･ あまり進んでいない 

Ｄ ･･･ 進んでいない 

 

Ａ ･･･ 十分な成果を得た 

Ｂ ･･･ まずまず成果を得た 

Ｃ ･･･ あまり成果を得られなかった 

Ｄ ･･･ 成果を得られなかった 

Ａ ･･･ 計画どおり進んでいる 

Ｂ ･･･ 概ね計画どおり進んでいる 

Ｃ ･･･ あまり進んでいない 

Ｄ ･･･ ほとんど進んでいない 
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３ 教育委員会事務局による自己評価 

  令和５年度における第２次亀山市総合計画後期基本計画に基づく基本施

策及びその施策の方向に伴う事業について、点検・評価を実施した結果は次の

とおりです。 

（１）第２次亀山市総合計画施策体系図 

（２）施策評価 ２件 

（３）事務事業評価 

実施計画／R４・５・６・７年度 主要事業１４件 

令和４年度決算における評価 標準事業２２件 
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（１）第２次亀山市
総合計画施策体系図
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ま
ち
づ
く
り
編

快適さを支える生活基盤の向上 魅力的な都市空間の形成

住環境の向上

上下水道の充実

道路の保全・ 整備

 地域公共交通の充実

防災・ 減災対策の強化

脱炭素社会の実現に向けた取り組みの

推進と循環型社会の構築

計画的な土地利用の推進

活力ある市街地の形成

安らぎのある都市の形成

住宅セーフティ ネット の確保

安全・ 快適な住環境の整備

空き家・ 空き地の対策・ 利活用

安全でおいしい水の安定供給

生活排水対策の推進

上下水道事業の健全経営

幹線道路の整備

生活道路の充実

安全に配慮した道路施設の充実

道路の適切な維持管理

地域公共交通ネット ワークの強化

公共交通機関の利便性向上と利用促進

危機管理体制の強化

防災環境の充実

自助・ 共助を基本とした防災対策の推進

災害に強いまちづく りの推進

消防体制の充実強化

防火対策の強化

救命率の向上

防犯・ 交通安全対策の推進

高度な低炭素社会の構築

生活環境の保全

ごみの減量化とリサイクルの推進

廃棄物処理施設の適正管理

鈴鹿川等源流域の保全・ 継承

森林・ 里山・ 農地の保全

多様な生態系の保全

環境教育の推進

東海道を基軸とした歴史的風致の維持向上

関宿重要伝統的建造物群保存地区の保護の推進 

鈴鹿関跡等の文化財の保存と活用

歴史資料の公開・ 活用による地域や学校との連携

基 本 施 策施策の大綱 施 策 の 方 向

消防力・ 地域安全の充実

自然との共生

歴史文化を生かしたまちづく りの推進
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健康で生きがいを持てる暮らしの充実 健康づく りの推進と地域医療の充実

基 本 施 策施策の大綱 施 策 の 方 向

スポーツの推進

文化芸術の推進

学びによる生きがいの創出

障がい者の自立と社会参加の促進

高齢者の地域生活支援の充実

地域福祉力の向上

「 健康都市」の推進

健康な暮らしの支援

疾病予防と重症化予防の推進

地域医療体制の強化

感染症対策の推進

医療センターの機能強化と経営健全化

安心できる公的医療保険制度の運営

地域福祉を支える人と組織の育成

安心して福祉サービスを利用できる環境づく り

地域での助け合い・ 支え合いの促進

生活困窮者の支援と自立の促進

地域包括ケアシステムの推進

介護予防の推進

高齢者の生活と生きがいづく りの支援

認知症高齢者等対策の推進

障がい者の自立支援

障がい者の福祉サービスの充実

誰もが暮らしやすい社会の実現に向けた取り組み

地域課題の解決に生かせる学びの展開

新図書館を核とした読書活動・ 市民活動の推進

誰もが学べる環境づく り

文化芸術施策の推進

文化芸術の拠点づく り

文化芸術活動の活性化

スポーツ活動の推進

スポーツ団体の育成と競技力の向上

スポーツ文化の浸透

スポーツの拠点づく り

施
策

体
系

図
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交通拠点性を生かした都市活力の向上

子育てと子どもの成長を支える環境の充実

企業活動の促進・ 働く 場の充実

地域に根ざした商工業の活性化

農林業の振興

まちづく り観光の活性化

 広域的な交通拠点性の強化

子どもたちの豊かな学びと成長を支える環境の充実

基 本 施 策施策の大綱 施 策 の 方 向

安心して子どもを産み育てられる環境づく りの推進

多様な産業集積の促進

既存企業の活性化

雇用の創出と働きやすい環境づく り

企業との連携によるまちづく りの推進

にぎわいのある商業地域の形成

多様な主体による一体的な商工業活性化の促進

事業者の経営安定化と事業活動の活性化

新たなビジネスの創出

農業経営体の育成・ 確保

農業経営の安定化

中山間地域の活性化・ 魅力化

林業経営の安定化

地域資源を生かした持続可能な観光政策の推進

観光プロモーショ ンの強化

まちづく り観光を支える人材と組織の育成・ 確保

快適に滞在できる受け入れ環境の充実

リニア中央新幹線市内停車駅の誘致の推進

広域道路網の強化

学びを支える温かさあふれる学校づく り

学びの環境の充実

希望をもって新しい時代に活躍できる子どもの育成

家庭・ 地域の教育力の向上

一人ひとりの学びを支えるきめ細かな教育の推進

青少年の健全育成と青少年活動の促進

就学前教育・ 保育施設の受入機能の強化

魅力ある幼児教育・ 保育の提供

子育て世代が孤立しない環境づく り

子育て世帯の自立した生活への支援 

子育ての希望をつなぐ支援の充実 

子どもの居場所づく りときめ細かな子育て支援の推進

施
策

体
系

図
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市民力・ 地域力の活性化

行政経営

自立した地域まちづく り活動の促進

市民参画・ 交流活動の促進と協働の推進

移住・ 定住の促進

人権の尊重とダイバーシティ社会の推進

 行政ＤＸ の推進

組織力の強化と働き方改革の推進

 持続性を保つ健全な財政運営

基 本 施 策施策の大綱 施 策 の 方 向

財産・ 情報の適正な管理・ 活用

地域まちづく り活動の活性化

地域まちづく り活動拠点施設の充実

地域まちづく り協議会の組織強化

地域まちづく り協議会との連携強化

市民活動の活性化と協働の推進

市民交流・ 地域間交流の促進

広報・ 広聴の充実

戦略的なシティ プロモーショ ンの推進

若者・ 子育て世帯の定住促進

移住交流の促進

人権を尊重し合えるまちづく りの推進

男女共同参画の推進

多文化共生の推進

[ 施策の方向 ]

地方創生を推進する職員の能力の向上と人材育成の強化

行政課題に的確に対応する組織体制とマネジメント機能の強化

市役所働き方改革の推進

行政情報の適切な管理

公有財産の効率的・ 効果的な活用

新庁舎整備の推進

行政ＤＸ の推進基盤の整備

行政ＤＸ による市民サービスの向上

多様な手法による安定した財源の確保

財源の有効活用

企業会計及び外郭団体の自立した経営の推進

地方分権と広域連携の推進

基 本 施 策 施 策 の 方 向

施

策
体

系
図
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（２）施策評価シート
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基本施策の大綱 基本施策

2 健康で生きがいを持てる暮らしの充実 学びによる生きがいの創出

4 子育てと子どもの成長を支える環境の充実 子どもたちの豊かな学びと成長を支える環境の充実
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■ＳＤＧｓ

■関連する主な事業 （単位：千円）

目指す姿 市民が豊かに学び、それぞれの学びの成果によって、地域社会で活躍しています。

関連する分野別計画 亀山市生涯学習計画

基本施策に関連する
ＳＤＧｓのゴール

ＳＤＧｓ推進の考察
「社会的包摂」の視点から、誰もが均質に学ぶ環境創出に向けての取り組みであると認識している。また、個々の
学びはその個人に回帰するものではなく、その成果が社会の中で生かされ、地域連帯を深めていくものと認識して
おり、SDGｓ推進に寄与するものと考えられる。

令和５年度 施策評価シート

施策の大綱 ２．健康で生きがいを持てる暮らしの充実 評価担当者

基本施策 （５） 学びによる生きがいの創出 教育部長　亀山　隆

施策
の方向

事業名
上段：予算額

実績・成果等
下段：決算額

① 地域の学び推進事業
15,800 中央公民館講座は、学びの機会を提供し、多種多様な講座を実施した。また、

かめやま人キャンパスは、地域の学びの担い手を養成する講座を設定し、展開
することができた。14,685

②
亀山市立図書館施設管理事業
亀山市立図書館運営事業

169,450 令和５年度は276,338人の入館者数があった。また、きめ細やかなサービスの
提供に努め、読書に親しんでもらうためのイベント開催や環境を整備することに
より、読書活動の推進ができた。143,728

太字：主要事業
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■成果指標

1

2

3

4

5

6

7

8

■市民アンケート調査

■施策推進　[施策の方向]

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

指標 現状値
実績値

目標値
単位 R4 R5 R6 R7

20

図書館入館者数 人 61,500 Ｒ２ 90,583 276,338

デジタル技術を活用した講座の開催数 回 8 Ｒ２ 1 6

230,000

いずれの調査項目においても令和２年度調査時よ
りも重要度・満足度が向上している。コロナ禍を経
過した学びの展開と新図書館開館が市民の生涯
学習意識に反映したものと考えられる。

満足度 0.15 0.23

項目
現状値
[R2]

１次
[R5]

２次
[R6]

市民アンケートの考察

1 生涯学習講座が充実している
重要度 0.81 0.85

2
公民館などの施設や行事内容が充実して
いる

重要度 0.68 0.75
満足度 0.04 0.07

3 図書館が充実している
重要度 0.91 1.07
満足度 ▲ 0.14 0.90

4
重要度
満足度

誰もが学べる環境づくり
学びの情報を一元化した学びのガイドブックを発行するとともに、中央公民館講座等を開催し、
市民に学びの機会を提供した。今後も、学びの機会の充実を図る。

施策の方向 施策推進に関する考察

地域課題の解決に生かせる学びの展
開

「かめやま人キャンパス」を開催するとともに、「かめやま人」認定者の支援を行い、人材育成を
展開している。今後も、更なる学びの循環による人材育成を展開していく。

新図書館を核とした読書活動・市民
活動の推進

ボランティアの協力等により、市民の読書活動の推進を図った。図書館が市民交流の場となる
利用しやすい環境を創出し、きめ細やかな図書館サービスの提供を進める。

今後の展開方針

「学びのカタチ」が確立されている中で、自己完結型とならないように学びの目的を明確にしたうえで、かめやま健康都市大学との連携や中央
公民館での学びの構成を精査していく。この中で、これまでの学びの提供数に固執せずに公が提供する学びとは何かに立ち返って次年度の
学びの企画を進めていく。また、図書館については若年層に的を絞った市民読書活動推進とともに、子どもの図書館での学びと体験活動が
読書活動に結びついていくようにその具体的な方策についてプロジェクトチームでの共有を図りながら進めていく。さらに図書館利用状況の実
態に即した管理運営の在り方を構築するために、地域課題に対応した蔵書計画や図書館サービス計画の改定、委託業務などの更新を見据
えて曜日や時間ごとの利用動向や休館日における休憩コーナーなど具体のデータ収集を行います。

総合評価
地域課題の解決に生かせる学びの展開については、「かめやま人キャンパス」の第２期への展開を図ることができた。
この中で、「まちのインフルエンサー養成講座」「まちのせんせい養成講座」は地域情報の発信と地域資源の掘り起こし
をテーマとしたものであり、地域に直結する学びとして地域活動への展開が期待できる。また、すでに認定された「かめ
やま人」の交流とフォローアップのためのミーテングなどを通じて、行政委員や中央公民館講座講師への登用も行われ
ている。このように、「かめやま人」が実際に地域づくりに寄与する学びが展開できたことは大きな成果であったと考えて
いる。成果指標としているデジタル技術を活用した講座は、誰もが等しく学べる「社会的包摂」の視点での学びの環境
づくりについて、引き続き模索を重ねていく必要がある。コロナ禍で激減した学びの参加者総数については順調に復活
しているが、その流れの中で学びの成果により地域の課題解決に参画し、地域における自己有用感によって生きがい
を見出すことをより強く打ち出していくための実践的検証が必要である。図書館については、令和5年度で276,000名を
超える入館を得て、学びと交流の中核拠点であるとともに誰もが利用できる市民の居場所空間としての定着ができて
いる。図書館独自に構築した管理運営評価では、より良質のサービス提供と市民の居場所として評価できる一方で、
地域情報発信や子どもの読書活動推進に改善の余地がある。また、中・高校生の利用は旧館と比べて大幅に増加し
ているが、学習や同世代交流の場としての利用が多いとみられ、読書活動や地域への参画促進の視点からの展開が
必要である。

Ａ
順調に進んだ
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■ ＳＤＧｓ

■ 関連する主な事業 （単位：千円）

目指す姿 子どもたちが、豊かな学びのもと、未来を創るための力を身に付けています。

関連する分野別計画 亀山市学校教育ビジョン

基本施策に関連する
ＳＤＧｓのゴール

ＳＤＧｓ推進の考察

個の学び支援事業や学習支援事業は「誰も取り残さない学びの保証」に直結する取組であり、均質な学びの提供
が公正な社会構築の起点になるものである。また、家庭・地域と連携した地域における子どもの居場所づくりや学
校運営協議会の展開は「地域学校協働活動」につながるものであり、地域全体が主体者となる取組をめざしてい
るものである。

令和５年度 施策評価シート

施策の大綱 ４．子育てと子どもの成長を支える環境の充実 評価担当者

基本施策 （１） 子どもたちの豊かな学びと成長を支える環境の充実 教育部長　亀山　隆

施策
の方向

事業名
上段：予算額

実績・成果等
下段：決算額

① 放課後子ども教室推進事業
13,319 全小学校で放課後子ども教室を実施することができた。地域で子どもの体験学

習や地域の大人の交流活動を通じて、地域の中で子どもが育まれる居場所を
つくることができた。11,896

②
学校施設長寿命化計画策定
事業

4,990 各学校等施設の劣化状況等について概ね把握することができ、今後の施設の
適正管理と計画的な修繕や改修等を実施する目安となる計画を策定すること
ができた。4,989

②
中学校デリバリー給食実施事
業

47,400 年間181回の実施により、必要な回数の給食を実施することができた。生徒対
象のアンケートを実施し、委託業者との打合せと新メニューの取り入れにより、
献立内容の改善を図った。47,254

②
中学校全員喫食制給食実施
事業

0 昨年度の検討内容を踏まえて再調査・再検討を行い「中学校全員喫食制給食
実施に係る基本的な計画」を策定し、当該事業の方向性を示すことができた。0

③ 学力向上推進事業
1,800 教職員の授業力向上を図る研修会を行い、プリント等で児童生徒への学習理

解を深めた。運動部活動支援員の登録により、教職員の研究等ができた。1,549

③ 学校図書館支援事業
14,629 図書館活用アドバイザーの配置により、児童生徒の読書習慣の確立や読書の

質の向上につながる取組ができた。園や小中学校で、親子読書リレーや読書
チャレンジの取組も実施した。14,182

③ ＧＩＧＡスクール構想推進事業
61,079 学校の情報教育環境を整備できた。家庭学習でのタブレット端末の活用が向上

した。情報モラルに関する授業の指導・助言を行った。児童生徒の情報活用能
力が向上した。60,156

③ 英語教育推進事業
29,575 ALTの配置により、児童生徒にネイティブな英語に触れる機会を設定することが

できた。英語キャンプを実施した。英語外部試験等を実施し結果を分析し、授
業改善を図った。28,859

⑤ 個の学び支援事業（小学校）
82,550 小学校において、介助員、看護師及び生活支援員を継続配置し、児童の学習

面、生活面、活動面において必要な支援を行うことができた。81,995

⑤ 個の学び支援事業（中学校）
17,600 中学校において、介助員及び学習生活相談員を適切に配置し、特別な支援が

必要な生徒に丁寧に対応することができた。16,976

⑤
生活困窮者自立支援事業（学
習支援事業）

4,144 定期的な学習教室の開催や不定期のテスト対策教室の開催等により、児童生
徒の学習環境が整い学習習慣の確立と学習内容の定着につなげた。3,321

⑤ 少人数教育推進事業
20,210 少人数教育推進教員の配置により、習熟度別授業やティームティーチング、個

別支援等、児童生徒の実態に応じた指導の充実を図ることができた。19,502

⑤ 校務支援システム事業
3,806 各小中学校において、校務支援システムを活用して業務を行うことができた。シ

ステム活用に係る研修会を７回実施し効率的に業務が進められるようにした。3,806

※ 標準事業は別紙参照

太字：主要事業
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■ 成果指標

1

2

3

4

5

6

7

8

■ 市民アンケート調査

■ 施策推進　[施策の方向]

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

指標 現状値
実績値

目標値
単位 R4 R5 R6 R7

14

学校評価アンケートにおける授業理解度
（小学校）

％ 90.0 Ｒ３ 90.0 90.2

コミュニティ・スクールだより等を作成し、地域への
情報発信を年間３回以上行っている学校の数

校 8 Ｒ２ 11 13

92.0

学校評価アンケートにおける授業理解度
（中学校）

％ 85.8 Ｒ３ 87.2 88.3 89.0

「かめやまお茶の間１０選（実践）」アンケートにお
ける取り組んだと回答した保護者割合

％ 52.0 Ｒ２ 66.0 64.7 70.0

95.0

学校評価アンケートにおける学校満足度
（中学校）

％ 91.2 Ｒ３ 94.1 93.1

学校評価アンケートにおける学校満足度
（小学校）

％ 93.4 Ｒ３ 91.1 92.4

95.0

「亀山っ子」市民宣言についてのアンケートにおける目指
す子ども像について実感があると回答した割合 ％ 24.4 Ｒ２ 28.9 31.1 30.0

各項目の重要度が上がっている一方で満足
度は若干下降している。個々 の理由は想定
できるが保護者層を中心として多様な見方
がある中で要求レベルが上がったことから現
状に対しての認識変化と捉えることができる。

満足度 0.43 0.32

項目
現状値
[R2]

１次
[R5]

２次
[R6]

市民アンケートの考察

1 小中学校の施設や設備が整っている
重要度 1.40 1.46

2 学校教育の内容や取組が充実している
重要度 1.42 1.51
満足度 0.26 0.24

3
青少年を見守り応援する活動が行われてい
る

重要度 1.34 1.38
満足度 0.52 0.43

4
重要度
満足度

希望をもって新しい時代に活躍できる
子どもの育成

児童生徒一人ひとりが学ぶ楽しさや分かる喜びを実感できる授業改善を図った。今後も子どもた
ちの社会的自立を目指した取組を推進していく。

家庭・地域の教育力の向上
「かめやまお茶の間10選（実践）」の取組を行い、家庭生活を通じて基本的な生活習慣を身に付
けられるよう意識啓発を図った。今後も継続して意識啓発を図る。

一人ひとりの学びを支えるきめ細かな
教育の推進

子どもの特性や事情に配慮した学びの機会の確保に努めた。今後も一人ひとりの悩み等に配慮
したきめ細かな指導を行っていく。

施策の方向 施策推進に関する考察

学びを支える温かさあふれる学校づく
り

学校運営協議会を核として、地域と協働し学校づくりをすすめた。今後も地域や学校の特性をい
かし、安心して学べる環境を整えていく。

学びの環境の充実
学校施設等の実態調査の結果を基に学校施設等長寿命化計画の策定を行うとともに、中学校
全員喫食制給食実施に係る基本的な計画の策定を行った。

今後の展開方針

教育環境の整備、教職員の働き方改革、多様な居場所づくり、新しい枠組みでの青少年支援の体制づくりなど、様々 な教育課題に対しての
方向性を示しえた。これまでの取組を踏まえてこれらの教育課題を実効的に展開するために改めて教育施策全般の優先度を抽出し、これに
即して注力を行う。この過程においては、教育に対しての市民理解を深め、児童・生徒・保護者のニーズを的確に把握する手法を確立すると
ともに、学校の統廃合を行わない方向性の下で学校をまたいだ授業や交流活動などの実証的試行を重ねていく。同時に一つひとつの教育課
題に対して地域や関係機関、学校間の連携体制を構築し子ども未来部と一体的な施策展開を図っていく。この中で、地域の教育力の再構
築を図り児童生徒の生活習慣などの文化的貧困に起因する教育格差解消など中長期的な教育展望を見据えていく。

青少年の健全育成と青少年活動の
促進

地域・福祉・教育の連携による青少年の自立支援や見守り体制の強化に取り組んだ。今後も関
係機関等との連携を強化し、青少年の自立支援や見守り体制の強化を図る。

総合評価
学びを支える温かさあふれる学校づくりでは、学校運営協議会が実効的に地域と共にある学校づくりに関わることで地
域全体で子どもを育む亀山市の特性が生かされたと考える。学びの環境の充実では、学校施設の長寿命化計画を策
定し、中・長期的な展望での学校施設改修に向けた優先度の把握が可能となった。中学校全員喫食制給食実施につ
いては基本的な計画を策定し、外部調理委託食缶搬入方式により実現を目指す方向が決定できたことは大きな画期
となった。希望をもって新しい時代に活躍できる子どもの育成では、一人一台端末を学びの場における活用の実践を通
じて各校が工夫して個別最適な学びの展開を進めたことが、微増ながら授業理解度が向上したと考えられる。家庭・地
域の教育力の向上では、「かめやまお茶の間10選（実践）」の定着が地域全体で子どもの育みを取り巻く視点につなが
りつつあると考えられる。一人ひとりの学びを支えるきめ細かな教育の推進では、多様化する教育課題に対して部活動
の地域移行も含め教職員の負担軽減が継続的な課題となっているが、個の学び支援事業やいじめを許さない学校風
土の醸成とその早期の対応の強化、外国籍児童生徒への取組など誰ひとり取り残さない学びの保証が進められてい
る。一方で、依然として不登校児童生徒数が増加しているが、図書館でのサークルルームの開始や各校でのふれあい
教室の設置推進による居場所づくりが進められた。青少年の健全育成と青少年活動の促進は、令和６年度こども未来
部の創設に向けて青少年総合支援センターのあり方を検証し福祉と連携した実効的な青少年支援体制の構築を行っ
た。総体としていくつかの大きな教育課題の取組の方向性は示しえたが成果については途上にある。

Ｂ
まずまず進んだ
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■ 関連する主な事業 （単位：千円）

施策
の方向

事業名
上段：予算額

実績・成果等
下段：決算額

①
特色ある学校づくり事業（小学校
費）

3,903 学校運営協議会を中心に、地域や学校ならではの創意工夫をいかした特色あ
る学校づくりを推進した。また、ゲストティーチャーを招いて体験学習活動や学力
向上など多岐にわたる内容の取組を進めた。3,793

①
特色ある学校づくり事業（中学校
費）

760 学校運営協議会を中心に地域や学校ならではの創意工夫をいかした特色ある
学校づくりを推進した。ゲストティーチャーを招いて体験学習活動や学力向上な
ど多岐にわたる内容の取組を進めた。734

① コミュニティスクール推進事業
1,060 定期的に学校運営協議会を開催し、たよりを発行することで、活動内容等を周

知することができた。818

② 施設整備費（小学校費）
37,033 亀山東小学校体育館屋根改修や関小学校防犯カメラ改修等、予定していた工

事を執行し、学校生活環境の向上を図った。37,001

② 施設整備費（中学校費）
615 中部中学校体育館電源増設工事及び関中学校留守番電話取付工事を執行

し、学校生活環境の向上を図った。615

② 施設整備費（幼稚園費）
8,788 土壌整備工事（井田川）、ログハウス設置工事（亀山・井田川・みずほ台）等、公

立幼稚園の施設改修等を実施することで、保育環境の向上を図ることができ
た。8,788

② 地場農畜産物利用推進事業
290 市内・県内産の食材を多用した「かめやまっ子給食」を22回実施した。また、給

食調理員対象に衛生管理と調理実習の研修会を2回実施し、研修後は作業工
程や調理器具の点検を行い、各学校現場での改善につなげることができた。259

③
体育・文化活動支援事業（小学
校費）

1,289 亀山市文化会館と連携し専門家を招聘し合唱指導の機会や様々 な文化公演
を行った。また、幼児や児童の体力向上をめざし、各園・各校に専門性のある外
部講師を派遣した。1,208

③
体育・文化活動支援事業（中学
校費）

291 亀山市文化会館と連携し専門家を招聘し合唱指導の機会や様々 な文化公演
を行った。また、幼児や児童の体力向上をめざし、各園・各校に専門性のある外
部講師を派遣した。262

③ 中学校体験活動支援事業
980 全ての中学校で就労体験を実施した。亀山中学校と岡山県高梁中学校との交

流を行った。899

③ 幼児教育推進事業
2,080 保幼認小間の切れ目のない教育をめざし、教職員が連携し、情報共有すること

で、きめ細やかな支援体制を整えた。
各園の若年職員等の指導のための園訪問や研修会を行った。1,776

③ 教職員研修事業
1,430 基本研修を12回、授業力向上研修を16回、教育課題別研修を14回開催し

た。各校への外部講師や市教推各研究部の講師を計画的に派遣し、教職員の
主体的な研修を支援した。1,095

③ 道徳・人権教育推進事業
490

差別事象の把握や人権・道徳に関わる各校への助言等、従来の取組に加え、
亀山市人権教育推進協議会の組織体制の確立、県の人権校育アライメント事
業を受け、研究指定した中学校区と県立学校が協働して人権教育の実践研究
を進めた。

347

④ 子育て学習展開事業
917 保育園等において、保護者対象の家庭教育出前講座を行った。また、小中学

校では、家庭・地域の教育力事業として、家庭での学習に関する指導・啓発に
関する講演を実施した。652

⑤ 適応指導教室事業
11,030 適応指導教室で児童生徒と保護者への相談を行った。教職員のスキル向上の

ため、研修会を開催した。子どもの居場所づくりのために「かめっ子サポート」に委
託し体制強化を図った。10,967

⑤ 生徒指導充実事業
2,050 学校からの要請により、指導主事やスクールカウンセラー。スクールソーシャル

ワーカーを学校に派遣し、児童生徒の心のケアや関係機関との連携を進めた。1,910

⑤ 障がい児支援事業
14,462 公立幼稚園に在籍する支援が必要な園児に対し、介助員等の職員を加配する

ことで、教育環境の充実を図ることができた。10,362

⑤ 特別支援教育推進事業
336 亀山市教育支援委員会を年間4回開催し、特別支援学校や特別支援学級、通

級指導教室など、個に応じた学びの場への就学について、就学先の決定につな
げることができた。331

⑤ 外国人児童生徒教育支援事業
2,990 外国人児童生徒のいる学校へ外国人児童生徒支援員の配置とボランティアの

派遣を行った。就学前の幼児や保護者に向けてプレスクールを開催したり、中
学校卒業後の進路ガイダンスを開催したりした。2,836

⑥ 青少年健全育成費
4,710 令和5年8月23日～25日に青少年体験活動サマーキャンプを実施した他、各

社会教育団体の事業のサポート及び補助金を交付手続きを行った。3,951

⑥ 青少年総合支援センター費
13,720 補導員により児童・生徒の登下校時等のパトロールを実施し、不審者情報などに

ついて、迅速に特別パトロール対応とした。また、各地域の非行防止部会等と合
同パトロールを実施した。13,164

⑥ 二十歳の集い開催費
600 令和6年1月7日に「二十歳の集い」を開催し、青少年の社会へ踏み出す第一歩

のきっかけづくりに寄与した。543

⑥ 青少年自立支援事業
4,566 支援員による地域・学校など関係機関と連携した活動により、青少年の相談や

自立に向けた支援を行った。4,500
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（３）事務事業評価シート
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体系コード 計画ｺｰﾄﾞ 事業名 課グループ名

020501 22057    地域の学び推進事業 生涯学習課社会教育Ｇ

040101 22073 放課後子ども教室推進事業 生涯学習課社会教育Ｇ

22074 学校施設長寿命化計画策定事業 教育総務課教育総務Ｇ

040102 22075 中学校デリバリー給食実施事業 教育総務課保健給食Ｇ

22076 中学校全員喫食制給食実施事業 教育総務課教育総務G保健給食Ｇ

22077 学力向上推進事業 学校教育課教育支援Ｇ

22078 学校図書館支援事業 学校教育課教育支援Ｇ

22079 GIGAスクール構想推進事業 学校教育課教育研究Ｇ

22080 英語教育推進事業 学校教育課教育支援Ｇ

22081 個の学び支援事業（小学校） 学校教育課学事教職員Ｇ

22082 個の学び支援事業（中学校） 学校教育課学事教職員Ｇ

22083 生活困窮者自立支援事業（学習支援事業） 学校教育課教育支援Ｇ

22084 少人数教育推進事業 学校教育課学事教職員Ｇ

22085 校務支援システム事業 学校教育課学事教職員Ｇ

19148-1 特色ある学校づくり事業（小学校費） 学校教育課教育支援Ｇ

19149-1 特色ある学校づくり事業（中学校費） 学校教育課教育支援Ｇ

19182-1 コミュニティスクール推進事業 学校教育課学事教職員Ｇ

19008-1 施設整備費（小学校費） 教育総務課教育総務Ｇ

19027-1 施設整備費（中学校費） 教育総務課教育総務Ｇ

19273-1 地場農畜産物利用推進事業 教育総務課保健給食Ｇ

19015-1 体育・文化活動支援事業（小学校費） 学校教育課教育支援Ｇ

19030-1 体育・文化活動支援事業（中学校費） 学校教育課教育支援Ｇ

19033-1 中学校体験活動支援事業 学校教育課教育研究Ｇ

19105-1 幼児教育推進事業 学校教育課教育支援Ｇ

19106-1 教職員研修事業 学校教育課教育研究Ｇ

19271-1 道徳・人権教育推進事業 学校教育課教育研究Ｇ

040104 19132-1 子育て学習展開事業 生涯学習課社会教育Ｇ

19111-1 適応指導教室事業 学校教育課教育研究Ｇ

19116-1 生徒指導充実事業 学校教育課教育研究Ｇ

19259-1 特別支援教育推進事業 学校教育課教育研究Ｇ

19286-1 外国人児童生徒教育支援事業 学校教育課教育支援Ｇ

19099-1 青少年健全育成費 生涯学習課社会教育Ｇ

19100-1 青少年総合支援センター費 生涯学習課社会教育Ｇ

19101-1 二十歳の集い開催費 生涯学習課社会教育Ｇ

19289-1 青少年自立支援事業 生涯学習課社会教育Ｇ

050201 19047-2 婦人団体育成費 生涯学習課社会教育Ｇ

040105

040106

主
　
要
　
事
　
業

040103

040105

標
　
準
　
事
　
業

040101

040102

040103
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令
和

5
年

度
　

主
要

事
業

評
価

シ
ー

ト

　
　
　

Ｈ
年

度
～

Ｒ
年

度

① 基 本 事 項

施 策 体 系

2
2
0
5
7

-

市
民

地
域

の
学

び
推

進
事

業

0
1
：
一

般
会

計

事
業

手
法

施
策

の
方

向

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

0
5
：
学

び
に

よ
る

生
き

が
い

の
創

出

0
1
：
地

域
課

題
の

解
決

に
生

か
せ

る
学

び
の

展
開

0
1
：
「
健

都
さ

ぷ
り
＋

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

0
2
:健

康
で

生
き

が
い

を
持

て
る

暮
ら

し
の

充
実

計
画

コ
ー

ド

施
策

の
大

綱

基
本

施
策

② 事 業 概 要 （ P ）

事
業

の
必

要
性

（
経

緯
・
背

景
等

）

令
和

元
年

度
か

ら
、

か
め

や
ま

人
キ

ャ
ン

パ
ス

を
核

と
し

て
、
学

び
の

循
環

に
よ

る
人

材
育

成
を

展
開

し
て

お
り
、

持
続

的
な

地
域

づ
く
り
を

推
進

す
る

た
め

に
は

、
地

域
課

題
に

取
り
組

む
人

材
の

育
成

が
不

可
欠

で
あ

る
。

直
営

1
0
：
教

育
費

一
部

委
託

全
部

委
託

部 課

予 算 科 目

会
計

担
当

部
署

教
育

委
員

会
事

務
局

0
5
：
社

会
教

育
費

0
3
：
公

民
館

費

事
業

名
評

価
分

類

款 項 目

A
1

生
涯

学
習

課
社

会
教

育
Ｇ

補
助

等
そ

の
他

（
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

）

事
業

の
対

象
（
誰

に
、

何
に

対
し

て
）

事
業

期
間

主
な

根
拠

法
令

等
-

2
9

事
業

の
目

的
（
ど

の
よ

う
な

状
態

に
し

た
い

の
か

）
事

業
の

内
容

（
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
の

か
）

市
民

一
人

ひ
と

り
が

学
び

を
通

し
て

新
た

な
生

き
が

い
を

得
る

と
と

も
に

、
学

び
の

成
果

を
生

か
し

て
地

域
課

題
の

解
決

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
持

続
的

な
地

域
づ

く
り
を

推
進

し
て

い
く
。

公
民

館
に

お
い

て
は

、
学

び
の

入
り
口

と
し

て
、
市

民
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

多
種

多
様

な
講

座
を

実
施

す
る

。
か

め
や

ま
人

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
は

、
3
年

を
1
期

と
し

た
実

践
的

な
学

習
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

通
し

て
、
地

域
課

題
に

取
り
組

む
「
か

め
や

ま
人

」
の

育
成

を
行

う
と

と
も

に
、
「
か

め
や

ま
人

」
に

対
す

る
活

動
の

支
援

を
行

う
。

ま
た

、
学

び
の

情
報

の
一

元
的

な
発

信
や

、
IC

T
等

を
活

用
し

た
誰

も
が

参
加

で
き

る
学

び
の

環
境

の
整

備
を

行
う

。

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

事
業

費

計 画 額

4
2
3
千

円

1
3
,5

3
0
千

円

1
6
,4

0
0
千

円

8
2
0
千

円

1
5
,5

8
0
千

円

1
6
,3

0
0
千

円

0
千

円

0
千

円

8
2
0
千

円

1
5
,4

8
0
千

円

1
6
,4

0
0
千

円
1
5
,8

0
0
千

円

国
・
県

支
出

金

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

6
1
9
千

円

①
期

間
内

計
画

額
（
R
4
-
7
）

6
5
,8

0
0
千

円
②

期
間

外
計

画
額

（
R
8
-
）

0
千

円
 ①

＋
②

総
計

画
額

0
千

円

1
3
,9

5
3
千

円

0
千

円

1
6
,5

0
0
千

円

6
5
,8

0
0
千

円

③ 事 業 の 実 施 状 況 （ P ・ D ）

1
4
,0

6
6
千

円

活
動

実
績

（
計

画
通

り
実

施
で

き
た

か
）

中
央

公
民

館
講

座
等

及
び

か
め

や
ま

人
キ

ャ
ン

パ
ス

講
座

を
実

施
し

、
学

び
の

機
会

を
提

供
し

た
。

〇
中

央
公

民
館

活
動

事
業

　
・
中

央
講

座
の

開
催

　
  

8
2
回

　
・
出

前
教

室
の

開
催

　
1
1
9
回

〇
か

め
や

ま
人

キ
ャ

ン
パ

ス
展

開
事

業
　

・
か

め
や

ま
人

キ
ャ

ン
パ

ス
講

座
の

開
催

　
　

開
催

数
　
1
9
回

　
　

か
め

や
ま

人
認

定
者

　
７

人

中
央

公
民

館
講

座
等

及
び

か
め

や
ま

人
キ

ャ
ン

パ
ス

講
座

を
実

施
し

、
学

び
の

機
会

を
提

供
し

た
。

〇
中

央
公

民
館

活
動

事
業

　
・
中

央
講

座
の

開
催

  
1
3
2
回

　
・
出

前
教

室
の

開
催

　
  
8
6
回

〇
か

め
や

ま
人

キ
ャ

ン
パ

ス
展

開
事

業
　
・
か

め
や

ま
人

キ
ャ

ン
パ

ス
講

座
の

開
催

　
　

開
催

数
　
1
5
回

　
（
第

１
期

：
か

め
や

ま
人

認
定

者
　

1
7
人

）

事
業

計
画

〇
か

め
や

ま
人

キ
ャ

ン
パ

ス
講

座
の

実
施

〇
公

民
館

講
座

の
実

施
〇

亀
山

学
び

の
ガ

イ
ド
ブ

ッ
ク

の
発

行
〇

学
び

の
環

境
の

整
備

〇
か

め
や

ま
人

キ
ャ

ン
パ

ス
講

座
の

実
施

〇
公

民
館

講
座

の
実

施
〇

亀
山

学
び

の
ガ

イ
ド
ブ

ッ
ク

の
発

行
〇

学
び

の
環

境
の

整
備

〇
か

め
や

ま
人

キ
ャ

ン
パ

ス
講

座
の

実
施

〇
公

民
館

講
座

の
実

施
〇

亀
山

学
び

の
ガ

イ
ド
ブ

ッ
ク

の
発

行
〇

学
び

の
環

境
の

整
備

〇
か

め
や

ま
人

キ
ャ

ン
パ

ス
講

座
の

実
施

〇
公

民
館

講
座

の
実

施
〇

亀
山

学
び

の
ガ

イ
ド
ブ

ッ
ク

の
発

行
〇

学
び

の
環

境
の

整
備

令
和

４
年

度
年

度

決 算 額

事
業

費

国
・
県

支
出

金

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

予 算 額
8
2
0
千

円
8
2
0
千

円
8
2
0
千

円
8
2
0
千

円

1
5
,5

8
0
千

円
1
4
,9

8
0
千

円
1
5
,6

8
0
千

円
1
5
,6

8
0
千

円

1
4
,6

8
5
千

円

1
6
,5

0
0
千

円
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（
令

和
5
年

度
予

算
額

の
内

訳
） 令

和
4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度

事
業

展
開

成
果

判
定

A

継
続

（
現

状
維

持
）

A

継
続

（
現

状
維

持
）

（ 再 掲 ）

実
績

値

事
業

の
対

象
市

民
市

民
一

人
ひ

と
り
が

学
び

を
通

し
て

新
た

な
生

き
が

い
を

得
る

と
と

も
に

、
学

び
の

成
果

を
生

か
し

て
地

域
課

題
の

解
決

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
持

続
的

な
地

域
づ

く
り
を

推
進

し
て

い
く
。

事
業

の
目

的

生
涯

学
習

講
座

　
受

講
者

数

7

成
果

計
画

値

実
績

値

説
明

等

公
民

館
及

び
か

め
や

ま
人

キ
ャ

ン
パ

ス
講

座
の

中
で

、
高

等
教

育
機

関
（
大

学
や

高
校

な
ど

）
と

連
携

し
た

講
座

数

公
民

館
・
か

め
や

ま
人

キ
ャ

ン
パ

ス
・
行

政
出

前
講

座
等

の
受

講
者

数
2
,2

6
3

1
9
,3

1
8

高
等

教
育

機
関

と
連

携
し

た
講

座
数

指
標

名

人

区
分

単
位

1
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0

令
和

4
年

度
種

別

活
動

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

⑥ 課 題 （ Ｃ ） ⑦ 事 業 の 展 開 （ Ａ ）

事
業

の
達

成
状

況
等

を
踏

ま
え

た
課

題
事

項

か
め

や
ま

人
の

今
後

の
活

動
を

支
援

す
る

た
め

、
中

央
公

民
館

や
行

政
関

連
部

署
・
各

関
係

団
体

と
連

携
す

る
と

と
も

に
、
か

め
や

ま
人

キ
ャ

ン
パ

ス
の

諸
活

動
の

発
信

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、
か

め
や

ま
人

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

講
座

に
つ

い
て

も
継

続
し

て
行

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

方
向

性

改
善

・
見

直
し

内
容

令
和

7
年

度
以

降
で

対
応

す
る

も
の

令
和

6
年

度
で

対
応

す
る

（
し

た
）
も

の

１
次

評
価

者

最
終

評
価

者

継
続

（
現

状
維

持
）

現
状

ど
お

り
事

業
を

継
続

す
る

【 履 歴 】

か
め

や
ま

人
を

対
象

に
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

講
座

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、
行

政
関

連
部

署
や

各
関

係
団

体
と

連
携

し
や

す
い

土
壌

を
形

成
す

る
た

め
、
か

め
や

ま
人

キ
ャ

ン
パ

ス
や

中
央

公
民

館
講

座
な

ど
の

展
開

の
他

、
か

め
や

ま
人

の
活

動
を

周
知

し
活

動
の

場
を

広
げ

て
い

く
。

か
め

や
ま

人
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

継
続

し
て

行
う
と

と
も

に
、
か

め
や

ま
人

キ
ャ

ン
パ

ス
と

公
民

館
事

業
を

基
軸

に
様

々
な

学
び

を
提

供
し

、
各

講
座

の
充

実
を

図
る

。

⑤ 成 果 （ C )

A
十

分
な

成
果

を
得

た

事
業

実
施

に
よ

り
得

ら
れ

た
成

果
（
誰

に
（
何

に
）
対

し
て

ど
の

よ
う
な

効
果

が
あ

っ
た

か

第
２
期

か
め

や
ま

人
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
学

ぶ
内

容
が

深
ま

っ
て

い
く
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

方
式

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
「
ま

ち
の

イ
ン

フ
ル

エ
ン

サ
ー

」
「
ま

ち
の

せ
ん

せ
い

」
養

成
講

座
の

３
年

間
を

１
期

と
す

る
初

年
度

に
当

た
り
、
S
N
S
を

活
用

し
た

情
報

発
信

方
法

や
、
Y
o
ut

ub
e
を

使
っ

た
指

導
方

法
等

の
講

座
を

展
開

す
る

こ
と

に
よ

り
、
現

代
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

即
応

し
た

新
し

い
学

び
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、
第

１
期

「
か

め
や

ま
人

」
認

定
者

を
中

央
公

民
館

講
座

の
講

師
や

、
行

政
委

員
と

し
て

登
用

す
る

と
と

も
に

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

講
座

に
つ

い
て

も
実

施
し

、
学

び
を

通
し

た
生

き
が

い
づ

く
り
と

、
地

域
課

題
の

解
決

に
取

り
組

む
人

材
の

育
成

・
確

保
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。

④ 指 標 （ Ｃ ）

教
育

委
員

会
事

務
局

　
生

涯
学

習
課

　
社

会
教

育
Ｇ

Ｌ
　
草

川
　
正

富

教
育

委
員

会
事

務
局

　
生

涯
学

習
課

長
　
落

合
　
努

計
画

値

講
座

計
画

値

前
年

度
か

ら
の

繰
越

額

当
年

度
の

最
終

予
算

額

次
年

度
へ

の
繰

越
額

0
千

円

1
5
,8

0
0
千

円

0
千

円

令
和

7
年

度

1
6
,0

0
0

4

1
4
,0

0
0

実
績

値
3

5 5

6
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令
和

5
年

度
　

主
要

事
業

評
価

シ
ー

ト

　
　
　

Ｈ
年

度
～

Ｒ
年

度

① 基 本 事 項

施 策 体 系

2
2
0
7
3

-

小
学

生

放
課

後
子

ど
も

教
室

推
進

事
業

0
1
：
一

般
会

計

事
業

手
法

施
策

の
方

向

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

0
1
：
子

ど
も

た
ち

の
豊

か
な

学
び

と
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

0
1
：
学

び
を

支
え

る
温

か
さ

あ
ふ

れ
る

学
校

づ
く
り

-0
4
:子

育
て

と
子

ど
も

の
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

計
画

コ
ー

ド

施
策

の
大

綱

基
本

施
策

② 事 業 概 要 （ P ）

事
業

の
必

要
性

（
経

緯
・
背

景
等

）

次
代

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
全

て
の

就
学

児
童

が
放

課
後

を
安

心
・
安

全
に

過
ご

し
、

多
様

な
体

験
・

活
動

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、
地

域
住

民
の

参
画

を
得

て
総

合
的

な
放

課
後

対
策

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

直
営

1
0
：
教

育
費

一
部

委
託

全
部

委
託

部 課

予 算 科 目

会
計

担
当

部
署

教
育

委
員

会
事

務
局

0
5
：
社

会
教

育
費

0
1
：
社

会
教

育
総

務
費

事
業

名
評

価
分

類

款 項 目

A
1

生
涯

学
習

課
社

会
教

育
Ｇ

補
助

等
そ

の
他

（
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

）

事
業

の
対

象
（
誰

に
、

何
に

対
し

て
）

事
業

期
間

主
な

根
拠

法
令

等
-

1
9

事
業

の
目

的
（
ど

の
よ

う
な

状
態

に
し

た
い

の
か

）
事

業
の

内
容

（
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
の

か
）

地
域

で
の

子
ど

も
の

体
験

学
習

や
地

域
の

大
人

と
の

交
流

活
動

な
ど

を
通

じ
て

、
地

域
の

中
で

子
ど

も
が

安
心

し
て

過
ご

す
こ

と
が

で
き

る
居

場
所

づ
く
り
の

た
め

、
「
放

課
後

子
ど

も
教

室
」
を

継
続

的
に

実
施

し
て

い
く
。

全
小

学
校

区
に

お
い

て
、
放

課
後

子
ど

も
教

室
の

持
続

的
な

運
営

を
行

う
と

と
も

に
、
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
と

十
分

な
連

携
を

図
り
、
体

験
学

習
や

地
域

の
人

と
の

交
流

活
動

を
通

じ
て

、
児

童
が

安
心

し
て

過
ご

す
こ

と
が

で
き

る
場

を
創

出
す

る
。

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

事
業

費

計 画 額

0
千

円

3
,4

8
7
千

円

1
5
,1

0
0
千

円

1
0
,0

0
0
千

円

5
,1

0
0
千

円

1
2
,8

8
4
千

円

8
,5

8
8
千

円

0
千

円

0
千

円

4
,2

9
6
千

円

1
5
,1

0
0
千

円
1
3
,3

1
9
千

円

1
0
,0

0
0
千

円
8
,8

7
9
千

円
1
0
,0

0
0
千

円
1
0
,0

0
0
千

円

国
・
県

支
出

金

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

①
期

間
内

計
画

額
（
R
4
-
7
）

6
0
,4

0
0
千

円
②

期
間

外
計

画
額

（
R
8
-
）

0
千

円
 ①

＋
②

総
計

画
額

0
千

円

1
0
,2

5
0
千

円

6
,7

6
3
千

円

1
5
,1

0
0
千

円

6
0
,4

0
0
千

円

③ 事 業 の 実 施 状 況 （ P ・ D ）

4
,0

9
1
千

円

活
動

実
績

（
計

画
通

り
実

施
で

き
た

か
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
も

あ
っ

た
が

、
各

小
学

校
の

実
情

に
応

じ
、

全
小

学
校

区
に

お
い

て
計

画
ど

お
り
実

施
で

き
た

。
　

開
催

回
数

　
1
,0

9
6
回

　
参

加
者

人
数

　
1
3
,1

2
3
人

各
小

学
校

の
実

情
に

応
じ

、
全

小
学

校
区

に
お

い
て

実
施

で
き

た
。

　
開

催
回

数
　

1
,3

2
9
回

　
参

加
者

人
数

　
1
6
,1

6
6
人

事
業

計
画

○
放

課
後

子
ど

も
教

室
の

運
営

○
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
と

の
連

携
○

放
課

後
子

ど
も

教
室

の
運

営
○

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

と
の

連
携

○
放

課
後

子
ど

も
教

室
の

運
営

○
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
と

の
連

携
○

放
課

後
子

ど
も

教
室

の
運

営
○

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

と
の

連
携

令
和

４
年

度
年

度

決 算 額

事
業

費

国
・
県

支
出

金

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

予 算 額

7
,8

0
5
千

円

5
,1

0
0
千

円
4
,4

4
0
千

円
5
,1

0
0
千

円
5
,1

0
0
千

円

1
1
,8

9
6
千

円

1
5
,1

0
0
千

円
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（
令

和
5
年

度
予

算
額

の
内

訳
） 令

和
4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度

事
業

展
開

成
果

判
定

A

継
続

（
現

状
維

持
）

A

継
続

（
現

状
維

持
）

（ 再 掲 ）

実
績

値

事
業

の
対

象
小

学
生

地
域

で
の

子
ど

も
の

体
験

学
習

や
地

域
の

大
人

と
の

交
流

活
動

な
ど

を
通

じ
て

、
地

域
の

中
で

子
ど

も
が

安
心

し
て

過
ご

す
こ

と
が

で
き

る
居

場
所

づ
く
り
の

た
め

、
「
放

課
後

子
ど

も
教

室
」

を
継

続
的

に
実

施
し

て
い

く
。

事
業

の
目

的

放
課

後
子

ど
も

教
室

参
加

児
童

数

5
,7

0
0

成
果

計
画

値

実
績

値

説
明

等

放
課

後
子

ど
も

教
室

に
参

画
し

た
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

の
延

べ
人

数
（
年

間
）

放
課

後
子

ど
も

教
室

に
参

加
し

た
児

童
の

延
べ

人
数

（
年

間
）

1
3
,1

2
3

1
6
,1

6
6

放
課

後
子

ど
も

教
室

参
画

者
数

指
標

名

人

区
分

単
位

1
3
,5

0
0

1
4
,0

0
0

令
和

4
年

度
種

別

活
動

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

⑥ 課 題 （ Ｃ ） ⑦ 事 業 の 展 開 （ Ａ ）

事
業

の
達

成
状

況
等

を
踏

ま
え

た
課

題
事

項

地
域

の
中

で
子

ど
も

が
安

全
・
安

心
に

過
ご

す
こ

と
が

で
き

る
環

境
づ

く
り
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
や

Ｐ
Ｔ

Ａ
、
子

ど
も

会
な

ど
の

地
域

団
体

と
協

力
す

る
と

と
も

に
、
情

報
共

有
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、
一

部
の

小
学

校
区

で
は

、
運

営
に

関
わ

る
人

の
高

齢
化

や
人

材
不

足
が

あ
り
、
今

後
は

ど
の

よ
う
に

人
材

の
確

保
し

て
い

く
か

の
課

題
が

あ
る

。

方
向

性

改
善

・
見

直
し

内
容

令
和

7
年

度
以

降
で

対
応

す
る

も
の

令
和

6
年

度
で

対
応

す
る

（
し

た
）
も

の

１
次

評
価

者

最
終

評
価

者

継
続

（
現

状
維

持
）

現
状

ど
お

り
事

業
を

継
続

す
る

【 履 歴 】

放
課

後
子

ど
も

プ
ラ

ン
運

営
委

員
会

等
で

、
関

係
団

体
間

の
情

報
共

有
を

図
り
、
地

域
一

体
と

な
っ

て
子

ど
も

が
安

全
・
安

心
に

育
ま

れ
る

居
場

所
づ

く
り
の

充
実

を
図

る
。
各

校
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
交

流
で

き
る

場
を

設
け

、
運

営
に

必
要

な
人

材
の

確
保

等
に

必
要

な
情

報
共

有
に

努
め

る
。

今
後

も
継

続
し

て
、
地

域
一

体
と

な
っ

て
子

ど
も

が
安

全
・
安

心
に

育
ま

れ
る

居
場

所
づ

く
り
の

充
実

を
図

る
。

⑤ 成 果 （ C )

A
十

分
な

成
果

を
得

た

事
業

実
施

に
よ

り
得

ら
れ

た
成

果
（
誰

に
（
何

に
）
対

し
て

ど
の

よ
う
な

効
果

が
あ

っ
た

か

各
小

学
校

内
で

は
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
の

感
染

症
に

よ
る

学
級

閉
鎖

等
に

よ
り
、
一

部
中

止
と

な
っ

た
放

課
後

子
ど

も
教

室
も

あ
っ

た
が

、
全

小
学

校
区

で
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
こ

と
か

ら
、
地

域
で

子
ど

も
の

体
験

学
習

や
地

域
の

大
人

の
交

流
活

動
を

通
じ

て
、
地

域
の

中
で

子
ど

も
が

育
ま

れ
る

居
場

所
を

構
築

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

④ 指 標 （ Ｃ ）

教
育

委
員

会
事

務
局

　
生

涯
学

習
課

　
社

会
教

育
Ｇ

Ｌ
　
草

川
　
正

富

教
育

委
員

会
事

務
局

　
生

涯
学

習
課

長
　
落

合
　
努

計
画

値

人

計
画

値

前
年

度
か

ら
の

繰
越

額

当
年

度
の

最
終

予
算

額

次
年

度
へ

の
繰

越
額

0
千

円

1
3
,3

1
9
千

円

0
千

円

令
和

7
年

度

1
5
,0

0
0

5
,4

0
0

1
4
,5

0
0

実
績

値
6
,3

4
7

5
,5

0
0

6
,2

2
4

5
,6

0
0
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令
和

5
年

度
　

主
要

事
業

評
価

シ
ー

ト

　
　
　

Ｒ
年

度
～

Ｒ
年

度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

予 算 額

0
千

円

0
千

円

6
,9

0
0
千

円
4
,9

9
0
千

円

4
,9

8
9
千

円

8
,9

0
0
千

円

③ 事 業 の 実 施 状 況 （ P ・ D ）

4
,9

8
9
千

円

活
動

実
績

（
計

画
通

り
実

施
で

き
た

か
）

令
和

４
年

1
0
月

に
業

務
委

託
を

締
結

し
、

現
地

調
査

を
含

む
対

象
施

設
の

実
態

把
握

を
行

い
、

建
物

情
報

一
覧

表
に

取
り
ま

と
め

た
。

【
対

象
施

設
】

小
中

学
校

1
4
施

設
、

関
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
【
取

り
ま

と
め

事
項

】
建

築
年

度
、

構
造

、
建

築
年

度
、

耐
震

安
全

性
、

外
壁

・
内

部
仕

上
・
電

気
・
機

械
の

劣
化

状
況

、
各

調
査

記
録

　
等

昨
年

度
実

施
し

た
劣

化
状

況
調

査
を

基
に

、
課

題
等

を
洗

い
出

し
、

対
象

施
設

整
備

の
基

本
的

な
方

針
、

方
向

性
、
実

施
計

画
案

等
を

取
り
ま

と
め

た
学

校
施

設
等

長
寿

命
化

計
画

を
策

定
し

た
。

事
業

計
画

〇
学

校
施

設
長

寿
命

化
計

画
（
個

別
計

画
）

策
定

〇
学

校
施

設
長

寿
命

化
計

画
（
個

別
計

画
）

策
定

令
和

４
年

度
年

度

決 算 額

事
業

費

国
・
県

支
出

金

0
千

円

1
,4

6
8
千

円

0
千

円

0
千

円

国
・
県

支
出

金

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

0
千

円

①
期

間
内

計
画

額
（
R
4
-
7
）

8
,9

0
0
千

円
②

期
間

外
計

画
額

（
R
8
-
）

0
千

円
 ①

＋
②

総
計

画
額

0
千

円

0
千

円
計 画 額

0
千

円

1
,4

6
8
千

円

2
,0

0
0
千

円

2
,0

0
0
千

円

1
,4

6
8
千

円

0
千

円

0
千

円

0
千

円

1
,4

6
8
千

円

6
,9

0
0
千

円
4
,9

9
0
千

円

事
業

の
対

象
（
誰

に
、

何
に

対
し

て
）

事
業

期
間

主
な

根
拠

法
令

等
-

4

事
業

の
目

的
（
ど

の
よ

う
な

状
態

に
し

た
い

の
か

）
事

業
の

内
容

（
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
の

か
）

各
学

校
施

設
の

状
況

等
か

ら
中

長
期

に
わ

た
る

整
備

の
内

容
や

時
期

等
を

予
め

把
握

す
る

こ
と

に
よ

り
、
学

校
施

設
の

適
切

な
管

理
と

計
画

的
な

修
繕

、
改

築
等

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
校

施
設

の
老

朽
化

等
に

関
す

る
実

態
把

握
を

行
っ

た
上

で
、

改
築

等
の

基
本

的
な

方
針

や
施

設
の

維
持

管
理

に
関

す
る

手
法

等
を

立
案

し
、

修
繕

、
改

築
等

の
優

先
順

位
を

設
定

す
る

等
、

中
長

期
的

な
長

寿
命

化
計

画
を

策
定

す
る

。

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

事
業

費

部 課

予 算 科 目

会
計

担
当

部
署

教
育

委
員

会
事

務
局

0
1
：
教

育
総

務
費

0
2
：
事

務
局

費

事
業

名
評

価
分

類

款 項 目

B
2

教
育

総
務

課
教

育
総

務
Ｇ

補
助

等
そ

の
他

（
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

）
① 基 本 事 項

施 策 体 系

2
2
0
7
4

5

小
中

学
校

施
設

学
校

施
設

長
寿

命
化

計
画

策
定

事
業

0
1
：
一

般
会

計

事
業

手
法

施
策

の
方

向

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

0
1
：
子

ど
も

た
ち

の
豊

か
な

学
び

と
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

0
2
：
学

び
の

環
境

の
充

実
 

0
4
：
「
未

来
へ

の
ト
ビ

ラ
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

0
4
:子

育
て

と
子

ど
も

の
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

計
画

コ
ー

ド

施
策

の
大

綱

基
本

施
策

② 事 業 概 要 （ P ）

事
業

の
必

要
性

（
経

緯
・
背

景
等

）

法
的

耐
用

年
数

を
迎

え
る

学
校

施
設

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

耐
用

年
数

を
延

伸
す

る
こ

と
を

前
提

と
し

た
予

防
保

全
型

管
理

を
行

う
た

め
、
計

画
的

に
改

修
等

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

直
営

1
0
：
教

育
費

一
部

委
託

全
部

委
託

28



（
令

和
5
年

度
予

算
額

の
内

訳
）

0
千

円

4
,9

9
0
千

円

0
千

円

令
和

7
年

度

実
績

値

策
定

策
定

教
育

委
員

会
事

務
局

　
教

育
総

務
課

　
教

育
総

務
Ｇ

Ｌ
　
中

野
　
貴

晶

教
育

委
員

会
事

務
局

　
教

育
総

務
課

長
　
麻

生
　
俊

哉

計
画

値

計
画

値

前
年

度
か

ら
の

繰
越

額

当
年

度
の

最
終

予
算

額

次
年

度
へ

の
繰

越
額

⑤ 成 果 （ C )

B
ま

ず
ま

ず
成

果
を

得
た

事
業

実
施

に
よ

り
得

ら
れ

た
成

果
（
誰

に
（
何

に
）
対

し
て

ど
の

よ
う
な

効
果

が
あ

っ
た

か

各
学

校
等

施
設

の
劣

化
状

況
等

に
つ

い
て

概
ね

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
、

今
後

の
施

設
の

適
正

管
理

と
計

画
的

な
修

繕
や

改
修

等
を

実
施

す
る

目
安

と
な

る
計

画
を

策
定

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

④ 指 標 （ Ｃ ） ⑥ 課 題 （ Ｃ ） ⑦ 事 業 の 展 開 （ Ａ ）

事
業

の
達

成
状

況
等

を
踏

ま
え

た
課

題
事

項

長
寿

命
化

改
修

工
事

等
の

実
施

に
つ

い
て

は
、

更
な

る
詳

細
な

建
築

物
の

調
査

結
果

に
加

え
、

現
在

の
市

財
政

状
況

及
び

マ
ン

パ
ワ

ー
を

踏
ま

え
た

実
施

計
画

の
立

案
が

必
要

で
あ

り
、

劣
化

状
況

等
に

基
づ

く
望

ま
し

い
改

修
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

則
る

こ
と

が
難

し
い

可
能

性
が

あ
る

。

方
向

性

改
善

・
見

直
し

内
容

令
和

7
年

度
以

降
で

対
応

す
る

も
の

令
和

6
年

度
で

対
応

す
る

（
し

た
）
も

の

１
次

評
価

者

最
終

評
価

者

完
了

目
的

の
達

成
又

は
終

期
の

到
達

等
に

よ
り
事

業
を

完
了

す
る

。
【 履 歴 】

区
分

単
位

令
和

4
年

度
種

別

成
果

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

計
画

値

実
績

値

説
明

等

学
校

施
設

長
寿

命
化

計
画

の
策

定

指
標

名

（ 再 掲 ）

実
績

値

事
業

の
対

象
小

中
学

校
施

設
各

学
校

施
設

の
状

況
等

か
ら

中
長

期
に

わ
た

る
整

備
の

内
容

や
時

期
等

を
予

め
把

握
す

る
こ

と
に

よ
り
、
学

校
施

設
の

適
切

な
管

理
と

計
画

的
な

修
繕

、
改

築
等

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

事
業

の
目

的

令
和

4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度

事
業

展
開

成
果

判
定

継
続

（
現

状
維

持
）

B

完
了
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令
和

5
年

度
　

主
要

事
業

評
価

シ
ー

ト

　
　
　

Ｈ
年

度
～

Ｒ
年

度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

予 算 額

0
千

円

0
千

円

4
6
,0

0
0
千

円
4
7
,4

0
0
千

円
4
6
,0

0
0
千

円
4
6
,0

0
0
千

円

4
7
,2

5
4
千

円

4
6
,0

0
0
千

円
4
6
,0

0
0
千

円

1
8
4
,0

0
0
千

円

③ 事 業 の 実 施 状 況 （ P ・ D ）

4
7
,2

5
4
千

円

活
動

実
績

（
計

画
通

り
実

施
で

き
た

か
）

年
間

1
7
8
回

の
実

施
に

よ
り
、

必
要

な
回

数
の

給
食

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

生
徒

対
象

の
ア

ン
ケ

ー
ト
を

実
施

し
、

委
託

業
者

と
の

打
合

せ
と

新
メ

ニ
ュ

ー
の

取
り
入

れ
に

よ
り
、

献
立

内
容

の
改

善
を

図
っ

た
。

年
間

1
8
1
回

の
実

施
に

よ
り
、

必
要

な
回

数
の

給
食

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

生
徒

対
象

の
ア

ン
ケ

ー
ト
を

実
施

し
、

委
託

業
者

と
の

打
合

せ
と

新
メ

ニ
ュ

ー
の

取
り
入

れ
に

よ
り
、

献
立

内
容

の
改

善
を

図
っ

た
。

事
業

計
画

○
デ

リ
バ

リ
ー

方
式

に
よ

る
給

食
実

施
○

デ
リ
バ

リ
ー

方
式

に
よ

る
給

食
実

施
○

デ
リ
バ

リ
ー

方
式

に
よ

る
給

食
実

施
○

デ
リ
バ

リ
ー

方
式

に
よ

る
給

食
実

施

令
和

４
年

度
年

度

決 算 額

事
業

費

国
・
県

支
出

金

0
千

円

4
2
,0

8
8
千

円

0
千

円

0
千

円

国
・
県

支
出

金

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

0
千

円

①
期

間
内

計
画

額
（
R
4
-
7
）

1
8
4
,0

0
0
千

円
②

期
間

外
計

画
額

（
R
8
-
）

0
千

円
 ①

＋
②

総
計

画
額

0
千

円

0
千

円
計 画 額

0
千

円

4
2
,0

8
8
千

円

4
6
,0

0
0
千

円

4
6
,0

0
0
千

円

4
3
,7

0
0
千

円

0
千

円

0
千

円

0
千

円

4
3
,7

0
0
千

円

4
6
,0

0
0
千

円
4
7
,4

0
0
千

円

事
業

の
対

象
（
誰

に
、

何
に

対
し

て
）

事
業

期
間

主
な

根
拠

法
令

等
-

2
0

事
業

の
目

的
（
ど

の
よ

う
な

状
態

に
し

た
い

の
か

）
事

業
の

内
容

（
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
の

か
）

家
庭

弁
当

の
持

参
と

デ
リ
バ

リ
ー

給
食

の
選

択
が

で
き

る
方

式
を

通
し

て
、
生

徒
が

自
ら

の
昼

食
に

関
心

を
示

し
、

食
へ

の
関

り
を

持
つ

機
会

を
与

え
る

と
と

も
に

、
心

身
の

成
長

が
著

し
い

中
学

生
に

対
し

、
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

考
え

ら
れ

た
昼

食
を

提
供

す
る

。

亀
山

中
学

校
・
中

部
中

学
校

に
お

け
る

生
徒

の
昼

食
を

、
家

庭
弁

当
の

持
参

と
給

食
の

調
理

・
予

約
注

文
・
集

金
業

務
等

を
外

部
委

託
す

る
デ

リ
バ

リ
ー

給
食

と
の

選
択

制
と

し
、
各

家
庭

の
ニ

ー
ズ

や
生

徒
の

嗜
好

・
栄

養
摂

取
を

考
慮

し
た

昼
食

の
提

供
を

実
施

す
る

。

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

事
業

費

部 課

予 算 科 目

会
計

担
当

部
署

教
育

委
員

会
事

務
局

0
3
：
中

学
校

費

0
1
：
学

校
管

理
費

事
業

名
評

価
分

類

款 項 目

A
1

教
育

総
務

課
保

健
給

食
Ｇ

補
助

等
そ

の
他

（
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

）
① 基 本 事 項

施 策 体 系

2
2
0
7
5

-

亀
山

中
学

校
及

び
中

部
中

学
校

の
生

徒

中
学

校
デ

リ
バ

リ
ー

給
食

実
施

事
業

0
1
：
一

般
会

計

事
業

手
法

施
策

の
方

向

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

0
1
：
子

ど
も

た
ち

の
豊

か
な

学
び

と
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

0
2
：
豊

か
な

学
び

を
支

え
る

教
育

環
境

の
充

実

0
4
：
「
未

来
へ

の
ト
ビ

ラ
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

0
4
:子

育
て

と
子

ど
も

の
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

計
画

コ
ー

ド

施
策

の
大

綱

基
本

施
策

② 事 業 概 要 （ P ）

事
業

の
必

要
性

（
経

緯
・
背

景
等

）

亀
山

中
学

校
・
中

部
中

学
校

の
生

徒
が

、
正

し
い

食
生

活
を

身
に

付
け

、
食

育
に

関
す

る
指

導
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、
栄

養
に

配
慮

し
た

食
事

を
提

供
す

る
こ

と
と

し
て

、
平

成
2
0
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
。直

営

1
0
：
教

育
費

一
部

委
託

全
部

委
託
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（
令

和
5
年

度
予

算
額

の
内

訳
）

0
千

円

4
7
,4

0
0
千

円

0
千

円

令
和

7
年

度

1
0

7
0

1
0

実
績

値
7
5

7
0

7
4

7
0

教
育

委
員

会
事

務
局

　
教

育
総

務
課

　
保

健
給

食
Ｇ

Ｌ
　
渡

邉
　
尚

也

教
育

委
員

会
事

務
局

　
教

育
総

務
課

長
　
麻

生
　
俊

哉

計
画

値

％

計
画

値

前
年

度
か

ら
の

繰
越

額

当
年

度
の

最
終

予
算

額

次
年

度
へ

の
繰

越
額

⑤ 成 果 （ C )

A
十

分
な

成
果

を
得

た

事
業

実
施

に
よ

り
得

ら
れ

た
成

果
（
誰

に
（
何

に
）
対

し
て

ど
の

よ
う
な

効
果

が
あ

っ
た

か

生
徒

対
象

の
ア

ン
ケ

ー
ト
に

お
け

る
肯

定
的

回
答

（
お

い
し

い
・
ど

ち
ら

か
と

言
え

ば
お

い
し

い
）
の

割
合

は
計

画
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

ま
た

、
利

用
者

の
過

半
数

が
、

栄
養

バ
ラ

ン
ス

が
良

い
こ

と
や

メ
ニ

ュ
ー

を
選

択
で

き
る

こ
と

を
良

い
点

と
し

て
お

り
、
生

徒
自

ら
の

昼
食

へ
の

関
心

を
高

め
つ

つ
、
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

考
え

ら
れ

た
昼

食
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

④ 指 標 （ Ｃ ） ⑥ 課 題 （ Ｃ ） ⑦ 事 業 の 展 開 （ Ａ ）

事
業

の
達

成
状

況
等

を
踏

ま
え

た
課

題
事

項

生
徒

対
象

の
ア

ン
ケ

ー
ト
に

お
い

て
、

利
用

者
か

ら
は

、
デ

ザ
ー

ト
を

増
や

し
て

ほ
し

い
と

い
う

回
答

が
半

数
を

超
え

、
ま

た
、
利

用
し

て
い

な
い

理
由

と
し

て
は

、
量

の
多

寡
や

好
き

嫌
い

へ
の

対
応

に
関

す
る

意
見

が
多

か
っ

た
。

一
方

で
は

、
不

安
定

な
国

際
情

勢
等

に
よ

る
物

価
高

騰
が

続
い

て
い

る
こ

と
か

ら
、

こ
う

し
た

要
望

等
へ

の
対

応
に

つ
い

て
、
費

用
面

も
考

慮
し

な
が

ら
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

方
向

性

改
善

・
見

直
し

内
容

令
和

7
年

度
以

降
で

対
応

す
る

も
の

令
和

6
年

度
で

対
応

す
る

（
し

た
）
も

の

１
次

評
価

者

最
終

評
価

者

継
続

（
現

状
維

持
）

現
状

ど
お

り
事

業
を

継
続

す
る

【 履 歴 】

材
料

費
の

物
価

高
騰

に
対

応
す

る
た

め
、
４

月
分

か
ら

保
護

者
負

担
金

額
を

改
定

し
た

。
生

徒
対

象
の

ア
ン

ケ
ー

ト
や

新
メ

ニ
ュ

ー
の

取
り
入

れ
と

併
せ

て
、
献

立
内

容
の

改
善

を
行

っ
て

い
く
。

中
学

校
全

員
喫

食
制

給
食

実
施

事
業

の
進

捗
に

よ
り
、

令
和

８
年

度
第

２
学

期
か

ら
食

缶
搬

入
方

式
に

よ
る

全
員

喫
食

制
給

食
に

移
行

す
る

。

回

区
分

単
位

1
0

1
0

令
和

4
年

度
種

別

成
果

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

新
メ

ニ
ュ

ー
の

取
り
入

れ

7
0

活
動

計
画

値

実
績

値

説
明

等

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
け

る
肯

定
的

回
答

の
割

合

新
メ

ニ
ュ

ー
取

り
入

れ
回

数
1
1

1
1

生
徒

の
デ

リ
バ

リ
ー

給
食

満
足

度

指
標

名

（ 再 掲 ）

実
績

値

事
業

の
対

象
亀

山
中

学
校

及
び

中
部

中
学

校
の

生
徒

家
庭

弁
当

の
持

参
と

デ
リ
バ

リ
ー

給
食

の
選

択
が

で
き

る
方

式
を

通
し

て
、
生

徒
が

自
ら

の
昼

食
に

関
心

を
示

し
、
食

へ
の

関
り
を

持
つ

機
会

を
与

え
る

と
と

も
に

、
心

身
の

成
長

が
著

し
い

中
学

生
に

対
し

、
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

考
え

ら
れ

た
昼

食
を

提
供

す
る

。

事
業

の
目

的

令
和

4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度

事
業

展
開

成
果

判
定

A

継
続

（
現

状
維

持
）

A

継
続

（
現

状
維

持
）
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令
和

5
年

度
　

主
要

事
業

評
価

シ
ー

ト

　
　
　

Ｒ
年

度
～

Ｒ
年

度

① 基 本 事 項

施 策 体 系

2
2
0
7
6

7

亀
山

中
学

校
及

び
中

部
中

学
校

に
在

籍
す

る
生

徒
及

び
教

職
員

中
学

校
全

員
喫

食
制

給
食

実
施

事
業

0
1
：
一

般
会

計

事
業

手
法

施
策

の
方

向

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

0
1
：
子

ど
も

た
ち

の
豊

か
な

学
び

と
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

0
2
：
豊

か
な

学
び

を
支

え
る

教
育

環
境

の
充

実

0
4
：
「
未

来
へ

の
ト
ビ

ラ
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

0
4
:子

育
て

と
子

ど
も

の
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

計
画

コ
ー

ド

施
策

の
大

綱

基
本

施
策

② 事 業 概 要 （ P ）

事
業

の
必

要
性

（
経

緯
・
背

景
等

）

亀
山

中
学

校
・
中

部
中

学
校

に
お

い
て

は
、
現

在
、
弁

当
ま

た
は

デ
リ
バ

リ
ー

給
食

の
選

択
制

と
し

て
い

る
が

、
家

庭
環

境
の

多
様

化
や

生
徒

間
の

公
平

性
を

考
慮

し
、

全
員

喫
食

制
給

食
の

早
期

実
現

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

直
営

1
0
：
教

育
費

一
部

委
託

全
部

委
託

部 課

予 算 科 目

会
計

担
当

部
署

教
育

委
員

会
事

務
局

0
3
：
中

学
校

費

0
1
：
学

校
管

理
費

事
業

名
評

価
分

類

款 項 目

B
1

教
育

総
務

課
教

育
総

務
Ｇ

・
保

健
給

食
Ｇ

補
助

等
そ

の
他

（
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

）

事
業

の
対

象
（
誰

に
、

何
に

対
し

て
）

事
業

期
間

主
な

根
拠

法
令

等
-

4

事
業

の
目

的
（
ど

の
よ

う
な

状
態

に
し

た
い

の
か

）
事

業
の

内
容

（
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
の

か
）

亀
山

中
学

校
及

び
中

部
中

学
校

に
お

い
て

、
全

て
の

生
徒

が
同

じ
給

食
を

一
緒

に
食

べ
る

こ
と

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

。

亀
山

中
学

校
及

び
中

部
中

学
校

に
お

け
る

全
員

喫
食

制
給

食
の

実
施

に
向

け
、
外

部
調

理
委

託
に

よ
る

食
缶

搬
入

方
式

の
体

制
を

整
え

る
と

と
も

に
、

中
学

校
2
校

の
給

食
受

け
入

れ
環

境
の

整
備

を
行

う
。

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

事
業

費

0
千

円
計 画 額

0
千

円

0
千

円

0
千

円

0
千

円

0
千

円

0
千

円

0
千

円

1
,2

0
0
千

円
0
千

円

0
千

円

国
・
県

支
出

金

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

0
千

円

①
期

間
内

計
画

額
（
R
4
-
7
）

2
5
6
,9

0
0
千

円
②

期
間

外
計

画
額

（
R
8
-
）

0
千

円
 ①

＋
②

総
計

画
額

0
千

円

0
千

円

0
千

円

1
6
,0

0
0
千

円
1
6
0
,0

0
0
千

円

0
千

円

2
3
4
,0

0
0
千

円

2
5
6
,9

0
0
千

円

③ 事 業 の 実 施 状 況 （ P ・ D ）

0
千

円

活
動

実
績

（
計

画
通

り
実

施
で

き
た

か
）

給
食

調
理

施
設

の
建

設
候

補
地

、
調

理
能

力
、

施
設

規
模

、
事

業
手

法
に

つ
い

て
、

教
育

委
員

会
に

お
い

て
９

回
に

わ
た

り
検

討
を

重
ね

、
課

題
を

整
理

し
た

。
し

か
し

、
必

要
面

積
、

法
規

制
や

イ
ン

フ
ラ

等
の

立
地

条
件

を
満

た
す

候
補

地
が

な
く
、

ま
た

、
物

価
高

騰
及

び
事

業
内

容
精

査
に

よ
り
事

業
費

が
増

加
し

、
財

源
確

保
が

困
難

と
な

る
見

通
し

か
ら

、
建

設
地

・
事

業
手

法
の

決
定

に
至

ら
な

か
っ

た
。

昨
年

度
の

検
討

結
果

を
受

け
て

、
財

政
面

及
び

用
地

確
保

の
課

題
か

ら
、
事

業
手

法
等

を
含

め
再

調
査

・
再

検
討

を
実

施
し

た
。

結
果

、
引

き
続

き
給

食
調

理
施

設
の

整
備

に
よ

る
給

食
実

施
を

目
指

し
つ

つ
も

、
現

段
階

に
お

い
て

は
外

部
調

理
委

託
に

よ
る

食
缶

搬
入

方
式

で
の

給
食

実
施

を
行

う
こ

と
と

手
法

を
変

更
し

、
そ

の
内

容
を

以
て

、
令

和
5
年

1
1
月

に
「
中

学
校

全
員

喫
食

制
給

食
実

施
に

係
る

基
本

的
な

計
画

」
を

策
定

し
た

。

事
業

計
画

○
建

設
地

、
運

営
方

法
等

の
検

討
・
決

定
○

敷
地

整
理

・
イ

ン
フ

ラ
調

整
○

用
地

測
量

○
設

計
業

者
選

定
○

埋
蔵

文
化

財
調

査

○
外

部
調

理
委

託
業

務
業

者
選

定
○

2
中

学
校

配
膳

室
等

整
備

工
事

設
計

○
2
中

学
校

配
膳

室
等

整
備

工
事

○
埋

蔵
文

化
財

調
査

○
配

膳
室

備
品

購
入

令
和

４
年

度
年

度

決 算 額

事
業

費

国
・
県

支
出

金

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

予 算 額

0
千

円

0
千

円

1
,2

0
0
千

円
0
千

円
5
,7

0
0
千

円
7
4
,0

0
0
千

円

0
千

円

2
1
,7

0
0
千

円
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（
令

和
5
年

度
予

算
額

の
内

訳
） 令

和
4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度

事
業

展
開

進
捗

度
合

継
続

（
現

状
維

持
）

B

継
続

（
現

状
維

持
）

（ 再 掲 ）

実
績

値

事
業

の
対

象
亀

山
中

学
校

及
び

中
部

中
学

校
に

在
籍

す
る

生
徒

及
び

教
職

員
亀

山
中

学
校

及
び

中
部

中
学

校
に

お
い

て
、
全

て
の

生
徒

が
同

じ
給

食
を

一
緒

に
食

べ
る

こ
と

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

。

事
業

の
目

的

2
中

学
校

配
膳

室
整

備
工

事
成

果

計
画

値

実
績

値

説
明

等

外
部

調
理

委
託

業
者

の
選

定

指
標

名
区

分
単

位
令

和
4
年

度
種

別

成
果

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

⑥ 課 題 （ Ｃ ） ⑦ 事 業 の 展 開 （ Ａ ）

事
業

の
進

捗
度

合
を

踏
ま

え
た

課
題

事
項

中
学

校
に

お
け

る
全

員
喫

食
制

給
食

の
開

始
に

向
け

て
、

「
中

学
校

全
員

喫
食

制
給

食
実

施
に

係
る

基
本

的
な

計
画

」
に

基
づ

く
給

食
の

実
現

の
た

め
、
そ

の
内

容
を

網
羅

し
た

仕
様

書
を

作
成

し
、
外

部
調

理
委

託
の

業
者

選
定

を
速

や
か

に
行

う
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

亀
山

中
学

校
及

び
中

部
中

学
校

に
お

け
る

配
膳

室
等

設
置

に
つ

い
て

、
学

校
運

営
や

、
生

徒
及

び
業

者
に

よ
る

給
食

配
送

等
、

様
々

な
状

況
を

把
握

し
つ

つ
、

適
切

な
設

置
箇

所
等

に
つ

い
て

検
討

・
決

定
す

る
必

要
が

あ
る

。

方
向

性

改
善

・
見

直
し

内
容

令
和

7
年

度
以

降
で

対
応

す
る

も
の

令
和

6
年

度
で

対
応

す
る

（
し

た
）
も

の

１
次

評
価

者

最
終

評
価

者

継
続

（
現

状
維

持
）

現
状

ど
お

り
事

業
を

継
続

す
る

【 履 歴 】

公
募

型
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
方

式
に

よ
り
外

部
調

理
委

託
の

業
者

選
定

及
び

業
務

委
託

の
締

結
を

行
う

と
と

も
に

、
亀

山
中

学
校

及
び

中
部

中
学

校
に

お
け

る
配

膳
室

等
設

置
に

係
る

設
計

業
務

を
行

う
。

亀
山

中
学

校
及

び
中

部
中

学
校

に
お

け
る

配
膳

室
等

設
置

工
事

の
実

施
に

併
せ

て
、

工
事

に
付

随
す

る
監

理
業

務
委

託
、
地

質
調

査
等

も
実

施
す

る
。

ま
た

、
令

和
８

年
度

か
ら

の
給

食
実

施
に

向
け

、
配

膳
室

等
に

必
要

な
備

品
購

入
等

を
行

う
。

⑤ 進 捗 度 合 （ C )

B
概

ね
計

画
ど

お
り
進

ん
で

い
る

評
価

理
由

令
和

５
年

１
１

月
に

策
定

し
た

「
中

学
校

全
員

喫
食

制
給

食
実

施
に

係
る

基
本

的
な

計
画

」
に

基
づ

き
、

事
業

計
画

を
見

直
し

た
上

で
、

そ
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
沿

っ
て

、
外

部
調

理
委

託
の

業
者

選
定

手
続

き
（
選

定
委

員
会

要
綱

の
策

定
手

続
き

、
業

務
委

託
仕

様
書

案
の

作
成

）
、

必
要

予
算

の
計

上
等

を
実

施
し

た
。

④ 指 標 （ Ｃ ）

教
育

委
員

会
事

務
局

 教
育

総
務

課
 教

育
総

務
Ｇ

Ｌ
中

野
 貴

晶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保

健
給

食
Ｇ

Ｌ
 渡

邊
 尚

也

教
育

委
員

会
事

務
局

 教
育

総
務

課
長

　
麻

生
　
俊

哉

成
果

計
画

値

計
画

値

前
年

度
か

ら
の

繰
越

額

当
年

度
の

最
終

予
算

額

次
年

度
へ

の
繰

越
額

0
千

円

0
千

円

0
千

円

令
和

7
年

度

完
了

実
績

値

完
了
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令
和

5
年

度
　

主
要

事
業

評
価

シ
ー

ト

　
　

　

Ｈ
年

度
～

Ｒ
年

度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

予 算 額

1
,8

0
0
千

円
1
,8

0
0
千

円
1
,8

0
0
千

円
2
,4

0
0
千

円

1
,5

4
9
千

円

1
,8

0
0
千

円
2
,4

0
0
千

円

8
,0

0
0
千

円

③ 事 業 の 実 施 状 況 （ P ・ D ）

1
,5

4
9
千

円

活
動

実
績

（
計

画
通

り
実

施
で

き
た

か
）

教
職

員
へ

の
学

力
向

上
研

修
会

を
2
回

開
催

し
た

。
国

語
科

共
通

テ
ス

ト
に

つ
い

て
小

3
～

小
6
の

単
元

ご
と

に
共

通
テ

ス
ト
を

作
成

し
、

各
校

当
該

学
年

で
実

施
し

た
。

（
年

2
0
回

程
度

）
運

動
部

活
動

支
援

員
と

し
て

5
名

の
登

録
が

あ
り
、

累
計

2
6
8
回

実
施

し
た

。
学

力
向

上
推

進
計

画
【
第

4
版

】
の

策
定

を
完

了
し

た
。

学
力

向
上

推
進

計
画

第
4
版

の
取

組
を

進
め

た
。

説
明

動
画

等
を

作
成

し
、

全
教

職
員

が
５

月
末

ま
で

に
各

校
研

修
会

で
視

聴
し

た
。

教
職

経
験

の
浅

い
教

職
員

が
主

体
的

に
研

修
を

行
う

機
会

を
年

間
6
回

行
っ

た
。

国
語

科
共

通
テ

ス
ト
に

つ
い

て
小

3
～

小
6
の

単
元

ご
と

に
「
読

む
・
読

み
取

る
力

」
に

重
点

を
置

い
た

共
通

テ
ス

ト
を

作
成

し
た

。
（
年

2
0
回

程
度

）
運

動
部

活
動

支
援

員
は

、
5
名

の
登

録
が

あ
り
、

累
計

3
9
5
回

実
施

し
た

。

事
業

計
画

○
教

職
員

へ
の

各
種

研
修

会
の

開
催

○
国

語
科

共
通

テ
ス

ト
等

の
実

施
○

運
動

部
活

動
支

援
員

の
派

遣
〇

学
力

向
上

推
進

計
画

【
第

4
版

】
の

策
定

○
教

職
員

へ
の

各
種

研
修

会
の

開
催

○
国

語
科

共
通

テ
ス

ト
等

の
実

施
○

運
動

部
活

動
支

援
員

の
派

遣

○
教

職
員

へ
の

各
種

研
修

会
の

開
催

○
国

語
科

共
通

テ
ス

ト
等

の
実

施
○

運
動

部
活

動
支

援
員

の
派

遣

○
教

職
員

へ
の

各
種

研
修

会
の

開
催

○
国

語
科

共
通

テ
ス

ト
等

の
実

施
○

運
動

部
活

動
支

援
員

の
派

遣
〇

学
力

向
上

推
進

計
画

【
第

5
版

】
の

策
定

令
和

４
年

度
年

度

決 算 額

事
業

費

国
・
県

支
出

金

0
千

円

1
,2

6
6
千

円

0
千

円
国

・
県

支
出

金

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

①
期

間
内

計
画

額
（
R
4
-
7
）

8
,0

0
0
千

円
②

期
間

外
計

画
額

（
R
8
-
）

0
千

円
 ①

＋
②

総
計

画
額

計 画 額

0
千

円

1
,2

6
6
千

円

2
,0

0
0
千

円

2
,0

0
0
千

円

1
,6

3
0
千

円

0
千

円

0
千

円

0
千

円

1
,6

3
0
千

円

1
,8

0
0
千

円
1
,8

0
0
千

円

事
業

の
対

象
（
誰

に
、

何
に

対
し

て
）

事
業

期
間

主
な

根
拠

法
令

等
第

3
期

教
育

振
興

基
本

計
画

2
7

事
業

の
目

的
（
ど

の
よ

う
な

状
態

に
し

た
い

の
か

）
事

業
の

内
容

（
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
の

か
）

教
職

員
の

指
導

力
の

向
上

と
授

業
改

善
を

行
い

、
児

童
生

徒
の

学
力

の
向

上
と

定
着

を
図

る
。

ま
た

、
中

学
校

へ
の

運
動

部
支

援
員

を
派

遣
し

、
教

職
員

の
授

業
準

備
や

研
修

の
時

間
を

確
保

す
る

。

教
職

員
へ

の
各

種
研

修
会

の
開

催
の

ほ
か

、
国

語
科

共
通

テ
ス

ト
や

「
か

め
や

ま
っ

子
チ

ャ
レ

ン
ジ

」
を

実
施

し
、

教
職

員
の

指
導

力
向

上
と

児
童

生
徒

の
学

力
向

上
を

図
る

。
ま

た
、

中
学

校
へ

運
動

部
活

動
支

援
員

を
派

遣
し

、
教

職
員

の
負

担
軽

減
を

図
る

。
さ

ら
に

、
「
学

力
向

上
推

進
計

画
」
の

改
訂

を
行

う
。

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

事
業

費

部 課

予 算 科 目

会
計

担
当

部
署

教
育

委
員

会
事

務
局

0
8
：
教

育
研

究
費

0
1
：
教

育
研

究
費

事
業

名
評

価
分

類

款 項 目

A
1

学
校

教
育

課
教

育
支

援
Ｇ

補
助

等
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

① 基 本 事 項

施 策 体 系

2
2
0
7
7

-

小
学

校
及

び
中

学
校

の
児

童
・
生

徒
・
教

員

学
力

向
上

推
進

事
業

0
1
：
一

般
会

計

事
業

手
法

施
策

の
方

向

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

0
1
：
子

ど
も

た
ち

の
豊

か
な

学
び

と
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

0
3
：
希

望
を

も
っ

て
新

し
い

時
代

に
活

躍
で

き
る

子
ど

も
の

育
成

0
4
：
「
未

来
へ

の
ト
ビ

ラ
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

0
4
:子

育
て

と
子

ど
も

の
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

計
画

コ
ー

ド

施
策

の
大

綱

基
本

施
策

② 事 業 概 要 （ P ）

事
業

の
必

要
性

（
経

緯
・
背

景
等

）

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
等

に
よ

っ
て

明
ら

か
に

な
っ

た
「
わ

か
っ

た
こ

と
や

考
え

た
こ

と
な

ど
を

ま
と

め
て

表
現

す
る

」
等

の
課

題
を

解
決

し
、

児
童

生
徒

一
人

ひ
と

り
の

学
力

向
上

を
図

る
た

め
、

「
亀

山
市

学
校

教
育

ビ
ジ

ョ
ン

」
「
亀

山
市

学
力

向
上

推
進

計
画

」
に

基
づ

い
た

取
組

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

直
営

1
0
：
教

育
費

一
部

委
託

全
部

委
託
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（
令

和
5
年

度
予

算
額

の
内

訳
）

0
千

円

1
,8

0
0
千

円

0
千

円

令
和

7
年

度

5
0

 
小

学
校

 9
4
中

学
校

 7
2

5
0

実
績

値
小

学
校

：
9
0
 /

中
学

校
：
6
4

 
小

学
校

 9
6
中

学
校

 7
4

小
学

校
6
6
／

中
学

校
5
3
.2

 
小

学
校

 9
8
中

学
校

 7
6

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

　
教

育
支

援
Ｇ

Ｌ
　
北

川
　
恵

美
子

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

長
　
武

居
　
政

敏

成
果

計
画

値

小
学

校
 9

１
　
中

学
校

 8
8

小
学

校
 9

1
　
中

学
校

 8
8

小
学

校
 9

2
　
中

学
校

 8
9

小
学

校
 9

2
　
中

学
校

 8
9

％％

計
画

値

前
年

度
か

ら
の

繰
越

額

当
年

度
の

最
終

予
算

額

次
年

度
へ

の
繰

越
額

⑤ 成 果 （ C )

B
ま

ず
ま

ず
成

果
を

得
た

事
業

実
施

に
よ

り
得

ら
れ

た
成

果
（
誰

に
（
何

に
）
対

し
て

ど
の

よ
う
な

効
果

が
あ

っ
た

か

亀
山

市
教

育
研

究
推

進
協

議
会

の
算

数
・
数

学
部

会
に

県
指

導
主

事
を

招
聘

し
研

修
会

を
開

催
し

、
指

導
力

の
向

上
と

授
業

改
善

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

「
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
」
と

「
み

え
ス

タ
デ

ィ
チ

ェ
ッ

ク
」
の

結
果

を
分

析
し

、
各

校
の

「
学

力
向

上
推

進
計

画
」
の

見
直

し
と

取
組

シ
ー

ト
の

報
告

を
２

回
行

い
、

授
業

改
善

の
た

め
の

具
体

的
な

取
組

に
つ

な
げ

児
童

生
徒

が
主

体
的

に
学

習
で

き
る

よ
う

に
取

り
組

ん
だ

。
授

業
理

解
度

に
成

果
が

見
ら

れ
た

。
運

動
部

活
動

支
援

員
の

配
置

に
よ

り
、

教
職

員
の

研
修

や
授

業
準

備
の

時
間

確
保

に
つ

な
が

っ
た

。

④ 指 標 （ Ｃ ）
授

業
理

解
度

⑥ 課 題 （ Ｃ ） ⑦ 事 業 の 展 開 （ Ａ ）

事
業

の
達

成
状

況
等

を
踏

ま
え

た
課

題
事

項

「
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
」
と

「
み

え
ス

タ
デ

ィ
チ

ェ
ッ

ク
」
の

結
果

に
よ

り
、

全
国

・
県

平
均

に
比

べ
て

小
中

と
も

に
、
複

数
の

領
域

（
デ

ー
タ

の
活

用
等

）
に

お
い

て
課

題
が

見
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
教

員
の

教
科

の
指

導
方

法
の

改
善

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
児

童
生

徒
へ

の
質

問
紙

調
査

よ
り
、

「
家

庭
学

習
の

時
間

が
少

な
い

」
こ

と
か

ら
、
家

庭
学

習
の

見
直

し
と

定
着

を
図

る
必

要
が

あ
る

。 方
向

性

改
善

・
見

直
し

内
容

令
和

7
年

度
以

降
で

対
応

す
る

も
の

令
和

6
年

度
で

対
応

す
る

（
し

た
）
も

の

１
次

評
価

者

最
終

評
価

者

継
続

（
現

状
維

持
）

現
状

ど
お

り
事

業
を

継
続

す
る

【 履 歴 】

学
力

向
上

推
進

計
画

【
第

4
版

】
を

着
実

に
進

め
、

学
力

向
上

強
化

週
間

と
し

て
「

K
am

e
y
am

a
S
tu

d
y

W
e
e
k
」
を

実
施

す
る

ほ
か

、
市

教
委

作
成

「
亀

ハ
タ

ド
リ

ル
」
を

対
象

児
童

生
徒

へ
毎

月
実

施
す

る
。

ま
た

、
一

人
一

台
端

末
の

持
ち

帰
り
を

促
進

し
、

家
庭

学
習

の
充

実
を

図
る

。
（
家

庭
学

習
の

見
直

し
、

e
ラ

イ
ブ

ラ
リ
の

活
用

）

令
和

6
年

度
の

実
施

状
況

を
鑑

み
、

必
要

に
応

じ
て

教
職

員
の

指
導

力
向

上
及

び
授

業
改

善
に

向
け

た
措

置
を

講
じ

て
い

く
。

回

区
分

単
位

5
0

5
0

令
和

4
年

度
種

別

成
果

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

運
動

部
活

動
支

援
員

の
派

遣
回

数

 
小

学
校

1
0
0
中

学
校

 7
8

活
動

計
画

値

実
績

値

説
明

等

全
国

平
均

と
比

較
し

て
－

5
ポ

イ
ン

ト
以

内
の

問
題

の
割

合

中
学

校
へ

の
運

動
部

活
動

支
援

員
の

派
遣

回
数

5
3

7
9

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
の

正
答

率

指
標

名

（ 再 掲 ）

小
学

校
9
0
.2

／
中

学
校

8
8
.3

実
績

値

事
業

の
対

象
小

学
校

及
び

中
学

校
の

児
童

・
生

徒
・
教

員
教

職
員

の
指

導
力

の
向

上
と

授
業

改
善

を
行

い
、
児

童
生

徒
の

学
力

の
向

上
と

定
着

を
図

る
。
ま

た
、
中

学
校

へ
の

運
動

部
支

援
員

を
派

遣
し

、
教

職
員

の
授

業
準

備
や

研
修

の
時

間
を

確
保

す
る

。

事
業

の
目

的

学
校

で
の

授
業

を
理

解
し

て
い

る
子

ど
も

の
割

合
(学

校
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト
）

小
学

校
9
0
/
中

学
校

8
7
.2

令
和

4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度

事
業

展
開

成
果

判
定

A

継
続

（
現

状
維

持
）

B

継
続

（
現

状
維

持
）
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令
和

5
年

度
　

主
要

事
業

評
価

シ
ー

ト

　
　
　

Ｈ
年

度
～

Ｒ
年

度

① 基 本 事 項

施 策 体 系

2
2
0
7
8

-

市
内

幼
稚

園
、

小
学

校
及

び
中

学
校

の
園

児
・
児

童
・
生

徒
・
保

護
者学

校
図

書
館

支
援

事
業

0
1
：
一

般
会

計

事
業

手
法

施
策

の
方

向

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

0
1
：
子

ど
も

た
ち

の
豊

か
な

学
び

と
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

0
3
：
希

望
を

も
っ

て
新

し
い

時
代

に
活

躍
で

き
る

子
ど

も
の

育
成

0
4
：
「
未

来
へ

の
ト
ビ

ラ
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

0
4
:子

育
て

と
子

ど
も

の
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

計
画

コ
ー

ド

施
策

の
大

綱

基
本

施
策

② 事 業 概 要 （ P ）

事
業

の
必

要
性

（
経

緯
・
背

景
等

）

子
ど

も
た

ち
の

読
書

離
れ

が
年

々
進

む
中

、
学

習
指

導
要

領
に

お
い

て
、

学
校

図
書

館
機

能
の

充
実

と
計

画
的

な
活

用
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

児
童

生
徒

が
自

主
的

・
自

発
的

に
本

に
親

し
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

校
司

書
等

と
連

携
し

て
読

書
活

動
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

直
営

1
0
：
教

育
費

一
部

委
託

全
部

委
託

部 課

予 算 科 目

会
計

担
当

部
署

教
育

委
員

会
事

務
局

0
8
：
教

育
研

究
費

0
1
：
教

育
研

究
費

事
業

名
評

価
分

類

款 項 目

A
1

学
校

教
育

課
教

育
支

援
Ｇ

補
助

等
そ

の
他

（
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

）

事
業

の
対

象
（
誰

に
、

何
に

対
し

て
）

事
業

期
間

主
な

根
拠

法
令

等
子

ど
も

の
読

書
活

動
の

推
進

に
よ

る
法

律
2
1

事
業

の
目

的
（
ど

の
よ

う
な

状
態

に
し

た
い

の
か

）
事

業
の

内
容

（
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
の

か
）

学
校

図
書

館
活

動
の

充
実

と
蔵

書
の

適
切

な
更

新
に

よ
り
、

児
童

生
徒

の
読

書
習

慣
の

確
立

と
、

読
書

の
質

の
向

上
が

図
ら

れ
る

。
ま

た
、

家
庭

に
お

け
る

読
書

習
慣

の
定

着
が

図
ら

れ
る

。

学
校

図
書

館
情

報
シ

ス
テ

ム
の

運
用

と
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
学

校
司

書
の

配
置

や
学

校
図

書
館

活
用

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
の

派
遣

を
行

う
。

ま
た

、
フ

ァ
ミ

リ
ー

読
書

リ
レ

ー
、
読

書
チ

ャ
レ

ン
ジ

を
実

施
す

る
。

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

事
業

費

計 画 額

0
千

円

1
3
,5

3
0
千

円

1
4
,6

0
0
千

円

1
4
,6

0
0
千

円

1
4
,5

0
0
千

円

0
千

円

0
千

円

0
千

円

1
4
,5

0
0
千

円

1
4
,0

0
0
千

円
1
4
,6

2
9
千

円

8
4
9
千

円

国
・
県

支
出

金

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

①
期

間
内

計
画

額
（
R
4
-
7
）

5
7
,3

0
0
千

円
②

期
間

外
計

画
額

（
R
8
-
）

0
千

円
 ①

＋
②

総
計

画
額

0
千

円

1
3
,5

3
0
千

円

0
千

円

1
4
,7

0
0
千

円

5
7
,3

0
0
千

円

③ 事 業 の 実 施 状 況 （ P ・ D ）

1
3
,3

3
3
千

円

活
動

実
績

（
計

画
通

り
実

施
で

き
た

か
）

学
校

図
書

館
情

報
シ

ス
テ

ム
を

適
切

に
運

用
し

た
。

学
校

司
書

6
名

を
1
4
校

全
て

の
小

中
学

校
に

配
置

す
る

と
と

も
に

、
図

書
館

活
用

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
を

配
置

し
、

各
校

に
月

1
,2

回
程

度
、

1
4
校

に
計

1
6
8
日

派
遣

し
た

。
読

書
リ
レ

ー
を

幼
稚

園
4
園

と
小

学
校

低
学

年
を

対
象

に
、

2
学

期
に

1
0
週

間
程

度
実

施
し

た
ほ

か
、

読
書

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

市
内

全
保

育
所

・
幼

稚
園

（
年

長
児

）
、

全
小

学
校

（
全

学
年

）
で

実
施

し
た

。

学
校

図
書

館
情

報
シ

ス
テ

ム
を

適
切

に
運

用
し

た
。

学
校

司
書

を
6
名

を
全

小
中

学
校

に
配

置
す

る
と

と
も

に
、

学
校

図
書

館
活

用
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

配
置

し
、

各
校

に
月

1
，

2
回

程
度

、
1
4

校
に

計
1
6
8
日

派
遣

し
た

。
読

書
リ
レ

ー
を

幼
稚

園
４

園
と

小
学

校
低

学
年

を
対

象
に

、
2
学

期
に

1
0
週

間
程

度
実

施
し

た
ほ

か
、

読
書

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

市
内

全
保

育
所

・
幼

稚
園

（
年

長
児

）
、

全
小

学
校

（
全

学
年

）
で

実
施

し
た

。
市

立
図

書
館

と
の

連
携

を
進

め
、
相

互
貸

借
事

業
「
ほ

ん
く
る

。
」
も

運
用

を
開

始
し

た
。

事
業

計
画

〇
学

校
図

書
館

情
報

シ
ス

テ
ム

管
理

〇
学

校
司

書
の

配
置

〇
学

校
図

書
館

活
用

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
の

派
遣

〇
読

書
リ
レ

ー
・
読

書
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
実

施

〇
学

校
図

書
館

情
報

シ
ス

テ
ム

管
理

〇
学

校
司

書
の

配
置

〇
学

校
図

書
館

活
用

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
の

派
遣

〇
読

書
リ
レ

ー
・
読

書
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
実

施

〇
学

校
図

書
館

情
報

シ
ス

テ
ム

管
理

〇
学

校
司

書
の

配
置

〇
学

校
図

書
館

活
用

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
の

派
遣

〇
読

書
リ
レ

ー
・
読

書
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
実

施

〇
学

校
図

書
館

情
報

シ
ス

テ
ム

管
理

〇
学

校
司

書
の

配
置

〇
学

校
図

書
館

活
用

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
の

派
遣

〇
読

書
リ
レ

ー
・
読

書
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
実

施

令
和

４
年

度
年

度

決 算 額

事
業

費

国
・
県

支
出

金

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

予 算 額

8
4
9
千

円

1
4
,0

0
0
千

円
1
3
,7

8
0
千

円
1
4
,0

0
0
千

円
1
4
,7

0
0
千

円

1
4
,1

8
2
千

円

1
4
,0

0
0
千

円
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（
令

和
5
年

度
予

算
額

の
内

訳
） 令

和
4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度

事
業

展
開

成
果

判
定

A

継
続

（
現

状
維

持
）

B

継
続

（
現

状
維

持
）

（ 再 掲 ）

小
学

校
 5

0
.6

　
中

学
校

 4
1
.8

実
績

値

事
業

の
対

象
市

内
幼

稚
園

、
小

学
校

及
び

中
学

校
の

園
児

・
児

童
・
生

徒
・
保

護
者

学
校

図
書

館
活

動
の

充
実

と
蔵

書
の

適
切

な
更

新
に

よ
り
、

児
童

生
徒

の
読

書
習

慣
の

確
立

と
、
読

書
の

質
の

向
上

が
図

ら
れ

る
。
ま

た
、
家

庭
に

お
け

る
読

書
習

慣
の

定
着

が
図

ら
れ

る
。

事
業

の
目

的

平
日

授
業

時
間

以
外

の
読

書
時

間
「
1
0
分

以
上

」
と

回
答

し
た

の
子

ど
も

の
割

合
（
全

国
学

力
学

習
状

況
調

査
　
児

童
生

徒
質

問
紙

）
小

学
校

 6
5
/
中

学
校

 4
2

児
童

生
徒

読
書

数

1
4

成
果

計
画

値

実
績

値

説
明

等

児
童

生
徒

１
か

月
の

一
人

当
た

り
の

図
書

貸
出

冊
数

8
8

学
校

図
書

館
を

活
用

し
た

授
業

を
、
全

学
年

が
月

１
回

以
上

実
施

し
た

学
校

数

指
標

名

冊

区
分

単
位

8
9

令
和

4
年

度
種

別

活
動

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

⑥ 課 題 （ Ｃ ） ⑦ 事 業 の 展 開 （ Ａ ）

事
業

の
達

成
状

況
等

を
踏

ま
え

た
課

題
事

項

学
校

図
書

館
に

お
け

る
蔵

書
数

や
貸

出
冊

数
等

は
満

た
し

て
い

る
も

の
の

、
児

童
生

徒
の

読
書

数
に

学
校

差
や

個
人

差
が

あ
る

た
め

、
各

校
の

図
書

担
当

者
が

、
図

書
館

司
書

や
学

校
図

書
館

活
用

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
と

連
携

し
、
児

童
生

徒
や

家
庭

に
多

様
な

図
書

館
活

用
方

法
や

貸
出

方
法

を
啓

発
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

方
向

性

改
善

・
見

直
し

内
容

令
和

7
年

度
以

降
で

対
応

す
る

も
の

令
和

6
年

度
で

対
応

す
る

（
し

た
）
も

の

１
次

評
価

者

最
終

評
価

者

継
続

（
現

状
維

持
）

現
状

ど
お

り
事

業
を

継
続

す
る

【 履 歴 】

引
き

続
き

、
学

校
図

書
館

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
を

各
校

に
月

２
回

程
度

派
遣

し
、
図

書
館

利
用

促
進

を
進

め
る

た
め

の
読

書
指

導
や

調
べ

方
学

習
指

導
等

を
増

や
し

た
り
、

教
職

員
へ

の
研

修
会

の
内

容
等

を
充

実
さ

せ
た

り
す

る
。

様
々

な
読

書
活

動
に

対
応

で
き

る
貸

出
方

法
（
相

互
貸

借
、
電

子
図

書
等

）
を

進
め

る
。

令
和

6
年

度
の

実
施

状
況

を
鑑

み
、
必

要
に

応
じ

て
児

童
生

徒
の

読
書

習
慣

の
確

立
や

読
書

の
質

の
向

上
に

向
け

た
改

善
・
見

直
し

を
講

じ
て

い
く
。

⑤ 成 果 （ C )

B
ま

ず
ま

ず
成

果
を

得
た

事
業

実
施

に
よ

り
得

ら
れ

た
成

果
（
誰

に
（
何

に
）
対

し
て

ど
の

よ
う
な

効
果

が
あ

っ
た

か

図
書

館
司

書
や

図
書

館
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

配
置

に
よ

り
、

読
書

指
導

の
充

実
や

図
書

館
活

用
指

導
に

取
り
組

み
、

児
童

生
徒

の
読

書
習

慣
の

確
立

及
び

読
書

の
質

の
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

ま
た

、
読

書
リ
レ

ー
や

読
書

チ
ャ

レ
ン

ジ
の

取
組

は
、

家
庭

に
お

け
る

読
書

習
慣

の
定

着
に

つ
な

が
っ

た
。

④ 指 標 （ Ｃ ）
授

業
時

間
以

外
で

の
読

書
状

況

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

　
教

育
支

援
Ｇ

Ｌ
　
北

川
　
恵

美
子

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

長
　
　
武

居
　
政

敏

成
果

計
画

値

小
学

校
 6

0
　
中

学
校

 4
6

小
学

校
 6

1
　
中

学
校

 4
7

小
学

校
 6

2
　
中

学
校

 4
8

小
学

校
 6

3
　
中

学
校

 4
9

％校

計
画

値

前
年

度
か

ら
の

繰
越

額

当
年

度
の

最
終

予
算

額

次
年

度
へ

の
繰

越
額

0
千

円

1
4
,6

2
9
千

円

0
千

円

令
和

7
年

度

1
1

1
4

1
0

実
績

値
1
4

1
4

1
4

1
4
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令
和

5
年

度
　

主
要

事
業

評
価

シ
ー

ト

　
　
　

Ｒ
年

度
～

Ｒ
年

度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

予 算 額

0
千

円

0
千

円

6
5
,8

0
0
千

円
6
1
,0

7
9
千

円
6
6
,2

0
0
千

円
4
6
,7

0
0
千

円

6
0
,1

5
6
千

円

6
6
,2

0
0
千

円
4
6
,7

0
0
千

円

3
6
0
,8

0
0
千

円

③ 事 業 の 実 施 状 況 （ P ・ D ）

6
0
,1

5
6
千

円

活
動

実
績

（
計

画
通

り
実

施
で

き
た

か
）

小
中

学
校

校
務

用
サ

ー
バ

の
契

約
期

限
が

令
和

4
年

8
月

末
ま

で
の

た
め

、
令

和
4
年

9
月

1
日

よ
り
校

務
用

サ
ー

バ
等

賃
貸

借
の

新
規

契
約

を
締

結
し

た
。

小
中

学
校

の
管

理
職

・
非

常
勤

講
師

等
用

の
端

末
を

6
2
台

追
加

配
当

す
る

と
と

も
に

、
情

報
通

信
技

術
支

援
員

を
1
名

配
置

し
た

。
ま

た
、

IC
T
に

係
る

教
職

員
研

修
及

び
先

進
校

視
察

を
行

っ
た

。

児
童

生
徒

用
端

末
の

持
ち

帰
り
学

習
の

増
加

に
備

え
、
フ

ィ
ル

タ
リ
ン

グ
ソ

フ
ト
の

更
新

を
行

う
と

と
も

に
、

平
成

2
8
・
2
9
年

度
導

入
の

教
職

員
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
の

老
朽

化
を

受
け

て
、
教

職
員

用
タ

ブ
レ

ッ
ト
P
C
を

5
9
台

追
加

更
新

し
た

。
ま

た
、
情

報
通

信
技

術
支

援
員

の
配

置
を

継
続

し
た

ほ
か

、
教

職
員

を
対

象
と

し
た

端
末

活
用

や
情

報
モ

ラ
ル

に
係

る
研

修
会

の
開

催
や

授
業

実
践

の
指

導
助

言
を

行
っ

た
。

事
業

計
画

〇
パ

ソ
コ

ン
教

室
関

連
機

器
等

賃
貸

借
〇

校
務

用
サ

ー
バ

ー
等

関
連

機
器

賃
貸

借
〇

情
報

機
器

の
導

入
（
教

員
用

）
、
保

守
等

〇
情

報
通

信
技

術
支

援
員

の
配

置
〇

教
員

研
修

、
視

察
等

〇
パ

ソ
コ

ン
教

室
関

連
機

器
等

賃
貸

借
〇

校
務

用
サ

ー
バ

ー
等

関
連

機
器

賃
貸

借
〇

情
報

機
器

の
導

入
（
教

員
用

）
、

保
守

等
〇

情
報

通
信

技
術

支
援

員
の

配
置

〇
教

員
研

修
、
視

察
等

〇
パ

ソ
コ

ン
教

室
関

連
機

器
等

賃
貸

借
〇

校
務

用
サ

ー
バ

ー
等

関
連

機
器

賃
貸

借
〇

情
報

機
器

の
保

守
等

〇
情

報
通

信
技

術
支

援
員

の
配

置
〇

教
員

研
修

、
視

察
等

〇
校

務
用

サ
ー

バ
ー

等
関

連
機

器
賃

貸
借

〇
校

務
用

P
C
等

関
連

機
器

更
新

〇
情

報
通

信
技

術
支

援
員

の
配

置
〇

教
員

研
修

、
視

察
等

令
和

４
年

度
年

度

決 算 額

事
業

費

国
・
県

支
出

金

0
千

円

5
3
,0

2
3
千

円

1
,5

9
6
千

円

0
千

円

国
・
県

支
出

金

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

0
千

円

①
期

間
内

計
画

額
（
R
4
-
7
）

2
4
2
,4

0
0
千

円
②

期
間

外
計

画
額

（
R
8
-
）

1
1
8
,4

0
0
千

円
 ①

＋
②

総
計

画
額

0
千

円

0
千

円
計 画 額

0
千

円

5
1
,4

2
7
千

円

6
3
,7

0
0
千

円

1
,7

7
0
千

円

6
1
,9

3
0
千

円

5
4
,7

0
0
千

円

1
,7

7
0
千

円

0
千

円

0
千

円

5
2
,9

3
0
千

円

6
5
,8

0
0
千

円
6
1
,0

7
9
千

円

事
業

の
対

象
（
誰

に
、

何
に

対
し

て
）

事
業

期
間

主
な

根
拠

法
令

等
学

校
教

育
の

情
報

化
の

推
進

に
関

す
る

法
律

　
第

３
期

教
育

振
興

基
本

計
画

4

事
業

の
目

的
（
ど

の
よ

う
な

状
態

に
し

た
い

の
か

）
事

業
の

内
容

（
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
の

か
）

「
令

和
の

日
本

型
学

校
教

育
」
が

目
指

す
「
個

別
最

適
な

学
び

」
と

「
協

働
的

な
学

び
」
の

実
現

に
向

け
、

国
が

示
し

た
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

に
沿

っ
た

環
境

の
整

備
を

行
う

と
と

も
に

、
教

員
の

IC
T
を

使
っ

た
授

業
の

指
導

力
向

上
を

図
り
、

子
ど

も
た

ち
の

情
報

活
用

能
力

を
育

成
す

る
。

1
人

１
台

の
タ

ブ
レ

ッ
ト
端

末
と

ク
ラ

ウ
ド
環

境
等

の
整

備
を

行
う

と
と

も
に

、
情

報
通

信
技

術
支

援
員

の
活

用
を

す
る

。
ま

た
、

教
職

員
の

指
導

技
術

の
向

上
の

た
め

の
教

職
員

研
修

を
実

施
す

る
。

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

事
業

費

部 課

予 算 科 目

会
計

担
当

部
署

教
育

委
員

会
事

務
局

0
8
：
教

育
研

究
費

0
1
：
教

育
研

究
費

事
業

名
評

価
分

類

款 項 目

A
1

学
校

教
育

課
教

育
研

究
Ｇ

補
助

等
そ

の
他

（
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

）
① 基 本 事 項

施 策 体 系

2
2
0
7
9

1
2

市
内

小
中

学
校

の
児

童
生

徒
及

び
教

職
員

Ｇ
ＩＧ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想
推

進
事

業

0
1
：
一

般
会

計

事
業

手
法

施
策

の
方

向

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

0
1
：
子

ど
も

た
ち

の
豊

か
な

学
び

と
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

0
3
：
希

望
を

も
っ

て
新

し
い

時
代

に
活

躍
で

き
る

子
ど

も
の

育
成

0
4
：
「
未

来
へ

の
ト
ビ

ラ
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

0
4
:子

育
て

と
子

ど
も

の
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

計
画

コ
ー

ド

施
策

の
大

綱

基
本

施
策

② 事 業 概 要 （ P ）

事
業

の
必

要
性

（
経

緯
・
背

景
等

）

Ｇ
ＩＧ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想
の

実
現

に
向

け
、

文
部

科
学

省
が

作
成

し
た

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
沿

っ
て

環
境

整
備

等
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

直
営

1
0
：
教

育
費

一
部

委
託

全
部

委
託
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（
令

和
5
年

度
予

算
額

の
内

訳
）

0
千

円

6
1
,0

7
9
千

円

0
千

円

令
和

7
年

度

7
0

7
0

5
0

実
績

値
8
4

7
2

8
9

7
4

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

　
教

育
研

究
Ｇ

Ｌ
　
谷

　
京

子

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

長
　
武

居
　
政

敏

成
果

計
画

値

7
0

7
2

7
4

7
6

％％

計
画

値

前
年

度
か

ら
の

繰
越

額

当
年

度
の

最
終

予
算

額

次
年

度
へ

の
繰

越
額

⑤ 成 果 （ C )

A
十

分
な

成
果

を
得

た

事
業

実
施

に
よ

り
得

ら
れ

た
成

果
（
誰

に
（
何

に
）
対

し
て

ど
の

よ
う
な

効
果

が
あ

っ
た

か

教
職

員
用

端
末

及
び

校
務

用
サ

ー
バ

を
更

新
し

、
学

校
に

お
け

る
情

報
教

育
環

境
を

整
備

し
た

ほ
か

、
情

報
通

信
技

術
支

援
員

の
配

置
や

IC
T
活

用
・
情

報
モ

ラ
ル

に
関

す
る

研
修

会
の

開
催

等
に

よ
り
、

教
職

員
の

IC
T
活

用
ス

キ
ル

が
向

上
し

、
IC

T
を

活
用

し
た

わ
か

り
や

す
い

授
業

づ
く
り
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

児
童

生
徒

用
タ

ブ
レ

ッ
ト
端

末
の

持
ち

帰
り
学

習
を

進
め

た
こ

と
に

よ
り
、

IC
T
機

器
の

活
用

が
学

習
の

役
に

立
っ

て
い

る
と

考
え

る
児

童
生

徒
の

割
合

も
増

え
、
児

童
生

徒
の

情
報

活
用

能
力

の
向

上
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。

④ 指 標 （ Ｃ ）
ＩＣ

Ｔ
機

器
の

活
用

が
学

習
の

役
に

立
っ

て
い

る
と

考
え

る
児

童
生

徒
の

割
合

⑥ 課 題 （ Ｃ ） ⑦ 事 業 の 展 開 （ Ａ ）

事
業

の
達

成
状

況
等

を
踏

ま
え

た
課

題
事

項

今
後

も
G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
の

実
現

に
向

け
、
文

部
科

学
省

が
作

成
し

た
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

に
沿

っ
て

環
境

整
備

を
行

う
必

要
が

あ
る

が
、
今

後
、
見

込
ま

れ
る

機
器

等
の

更
新

に
つ

い
て

は
、

機
器

の
機

能
性

に
加

え
、
経

済
性

も
考

慮
し

な
が

ら
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
こ

う
し

た
中

、
児

童
生

徒
用

端
末

に
つ

い
て

は
、

そ
の

更
新

を
見

据
え

、
県

主
催

の
「
G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
推

進
協

議
会

」
に

参
加

し
、

国
や

県
の

動
向

を
見

な
が

ら
市

と
し

て
の

方
向

性
を

定
め

る
必

要
が

あ
る

。

方
向

性

改
善

・
見

直
し

内
容

令
和

7
年

度
以

降
で

対
応

す
る

も
の

令
和

6
年

度
で

対
応

す
る

（
し

た
）
も

の

１
次

評
価

者

最
終

評
価

者

継
続

（
現

状
維

持
）

現
状

ど
お

り
事

業
を

継
続

す
る

【 履 歴 】

令
和

７
年

度
の

事
業

計
画

を
変

更
し

、
令

和
７
年

度
に

校
務

用
パ

ソ
コ

ン
の

更
新

の
た

め
の

準
備

を
行

う
。

県
主

催
の

「
G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
推

進
協

議
会

」
に

参
加

し
、

児
童

生
徒

用
端

末
更

新
に

係
る

市
教

育
委

員
会

と
し

て
の

方
向

性
を

検
討

す
る

。

校
務

用
パ

ソ
コ

ン
の

更
新

、
児

童
生

徒
用

端
末

の
更

新
な

ど
、

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
沿

っ
た

IC
T
環

境
整

備
を

適
切

に
行

う
。

必
要

に
応

じ
て

、
IC

T
の

活
用

を
通

じ
た

学
び

の
向

上
に

向
け

、
改

善
・
見

直
し

を
講

じ
る

。

回

区
分

単
位

1
5

3
5

令
和

4
年

度
種

別

成
果

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

家
庭

学
習

に
お

け
る

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
の

活
用

状
況

7
6

活
動

計
画

値

実
績

値

説
明

等

亀
山

市
の

ＩＣ
Ｔ

活
用

ス
キ

ル
表

の
ス

テ
ッ

プ
2
以

上
の

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

て
い

る
教

職
員

の
割

合

各
校

に
お

い
て

、
端

末
を

持
ち

帰
っ

て
の

学
習

の
回

数
（
年

間
）

1
7

5
3

ＩＣ
Ｔ

活
用

ス
キ

ル
を

身
に

付
け

て
い

る
教

職
員

の
割

合

指
標

名

（ 再 掲 ）

7
5

実
績

値

事
業

の
対

象
市

内
小

中
学

校
の

児
童

生
徒

及
び

教
職

員
「
令

和
の

日
本

型
学

校
教

育
」
が

目
指

す
「
個

別
最

適
な

学
び

」
と

「
協

働
的

な
学

び
」
の

実
現

に
向

け
、
国

が
示

し
た

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
沿

っ
た

環
境

の
整

備
を

行
う
と

と
も

に
、
教

員
の

IC
T

を
使

っ
た

授
業

の
指

導
力

向
上

を
図

り
、
子

ど
も

た
ち

の
情

報
活

用
能

力
を

育
成

す
る

。事
業

の
目

的

「
学

習
の

中
で

ＩＣ
Ｔ

機
器

を
使

う
の

は
勉

強
の

役
に

立
つ

と
思

い
ま

す
か

」
と

い
う
問

い
に

対
し

て
、
「
役

に
立

つ
」
（
強

肯
定

）
と

答
え

た
児

童
生

徒
の

割
合

6
9

令
和

4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度

事
業

展
開

成
果

判
定

A

継
続

（
現

状
維

持
）

A

継
続

（
現

状
維

持
）

39



令
和

5
年

度
　

主
要

事
業

評
価

シ
ー

ト

　
　
　

Ｈ
年

度
～

Ｒ
年

度

① 基 本 事 項

施 策 体 系

2
2
0
8
0

-

小
学

校
及

び
中

学
校

の
児

童
・
生

徒
・
教

員

英
語

教
育

推
進

事
業

0
1
：
一

般
会

計

事
業

手
法

施
策

の
方

向

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

0
1
：
子

ど
も

た
ち

の
豊

か
な

学
び

と
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

0
3
：
希

望
を

も
っ

て
新

し
い

時
代

に
活

躍
で

き
る

子
ど

も
の

育
成

0
4
：
「
未

来
へ

の
ト
ビ

ラ
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

0
4
:子

育
て

と
子

ど
も

の
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

計
画

コ
ー

ド

施
策

の
大

綱

基
本

施
策

② 事 業 概 要 （ P ）

事
業

の
必

要
性

（
経

緯
・
背

景
等

）

学
習

指
導

要
領

で
は

、
英

語
に

お
け

る
4
技

能
を

系
統

的
・
実

践
的

に
身

に
付

け
さ

せ
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

お
り
、

A
L
T
の

配
置

等
に

よ
り
、

児
童

生
徒

の
総

合
的

な
英

語
力

の
向

上
と

、
教

員
の

指
導

力
の

向
上

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

直
営

1
0
：
教

育
費

一
部

委
託

全
部

委
託

部 課

予 算 科 目

会
計

担
当

部
署

教
育

委
員

会
事

務
局

0
8
：
教

育
研

究
費

0
1
：
教

育
研

究
費

事
業

名
評

価
分

類

款 項 目

A
1

学
校

教
育

課
教

育
支

援
Ｇ

補
助

等
そ

の
他

（
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

）

事
業

の
対

象
（
誰

に
、

何
に

対
し

て
）

事
業

期
間

主
な

根
拠

法
令

等
-

1
9

事
業

の
目

的
（
ど

の
よ

う
な

状
態

に
し

た
い

の
か

）
事

業
の

内
容

（
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
の

か
）

教
員

と
A

L
T
が

協
力

し
て

、
実

践
的

で
魅

力
あ

る
授

業
づ

く
り
を

行
う

と
と

も
に

、
ネ

イ
テ

ィ
ブ

な
英

語
に

触
れ

る
機

会
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り
、
児

童
生

徒
が

総
合

的
な

英
語

力
を

身
に

付
け

て
い

る
。

ま
た

、
児

童
生

徒
の

英
語

力
を

確
実

に
把

握
し

、
そ

の
結

果
が

授
業

改
善

に
活

か
さ

れ
て

い
る

。

J
E
T
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
派

遣
委

託
に

よ
る

A
L
T
を

小
中

学
校

に
配

置
す

る
ほ

か
、

子
ど

も
た

ち
の

4
技

能
を

客
観

的
に

把
握

す
る

た
め

、
外

部
試

験
を

行
う
。

ま
た

、
小

学
生

が
楽

し
く
英

語
に

親
し

む
機

会
を

つ
く
る

た
め

、
英

語
デ

イ
キ

ャ
ン

プ
を

行
う

。
さ

ら
に

は
、
教

員
の

英
語

指
導

力
向

上
の

た
め

、
英

語
教

育
研

修
会

を
行

う
。

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

事
業

費

計 画 額

9
9
3
千

円

3
0
,1

1
1
千

円

3
3
,4

0
0
千

円

1
,0

5
0
千

円

3
2
,3

5
0
千

円

3
1
,7

6
9
千

円

0
千

円

0
千

円

1
,0

2
9
千

円

3
0
,7

4
0
千

円

3
2
,3

0
0
千

円
2
9
,5

7
5
千

円

国
・
県

支
出

金

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

1
,1

0
7
千

円

①
期

間
内

計
画

額
（
R
4
-
7
）

1
3
1
,9

0
0
千

円
②

期
間

外
計

画
額

（
R
8
-
）

0
千

円
 ①

＋
②

総
計

画
額

0
千

円

3
1
,1

0
4
千

円

0
千

円

3
3
,4

0
0
千

円

1
3
1
,9

0
0
千

円

③ 事 業 の 実 施 状 況 （ P ・ D ）

2
7
,7

5
2
千

円

活
動

実
績

（
計

画
通

り
実

施
で

き
た

か
）

年
度

末
時

点
で

A
L
T
（
J
E
T
・
派

遣
委

託
）
は

、
5
名

を
任

用
し

、
各

校
へ

配
置

し
た

。
英

語
試

験
に

つ
い

て
は

、
3
中

共
通

テ
ス

ト
を

中
１

・
2
年

生
対

象
に

１
回

実
施

し
た

。
ま

た
、

中
2
・
3
年

生
に

お
い

て
、

外
部

試
験

を
実

施
し

た
。

英
語

デ
イ

キ
ャ

ン
プ

を
実

施
し

、
2
8
名

の
児

童
が

参
加

し
た

。
教

職
員

対
象

の
英

語
教

育
研

修
会

も
実

施
で

き
た

。

年
度

末
時

点
で

A
L
T
（
J
E
T
・
派

遣
委

託
）
は

、
5
名

を
任

用
し

、
各

校
へ

配
置

し
た

。
英

語
試

験
に

つ
い

て
は

、
中

2
・
3
年

生
に

お
い

て
、

外
部

試
験

を
実

施
し

た
。

英
語

デ
イ

キ
ャ

ン
プ

を
実

施
し

、
2
2
名

の
児

童
が

参
加

し
た

。
教

職
員

対
象

の
英

語
教

育
研

修
会

も
実

施
で

き
た

。

事
業

計
画

〇
A
L
T
の

配
置

（
J
E
T
・
派

遣
委

託
）

〇
英

語
試

験
の

実
施

〇
英

語
デ

イ
キ

ャ
ン

プ
の

実
施

〇
英

語
教

育
研

修
会

の
実

施

〇
A

L
T
の

配
置

（
J
E
T
・
派

遣
委

託
）

〇
英

語
試

験
の

実
施

〇
英

語
デ

イ
キ

ャ
ン

プ
の

実
施

〇
英

語
教

育
研

修
会

の
実

施

〇
A
L
T
の

配
置

（
J
E
T
・
派

遣
委

託
）

〇
英

語
試

験
の

実
施

〇
英

語
デ

イ
キ

ャ
ン

プ
の

実
施

〇
英

語
教

育
研

修
会

の
実

施

〇
A

L
T
の

配
置

（
J
E
T
・
派

遣
委

託
）

〇
英

語
試

験
の

実
施

〇
英

語
デ

イ
キ

ャ
ン

プ
の

実
施

〇
英

語
教

育
研

修
会

の
実

施

令
和

４
年

度
年

度

決 算 額

事
業

費

国
・
県

支
出

金

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

予 算 額
1
,1

5
0
千

円
1
,1

1
5
千

円
1
,1

5
0
千

円
1
,1

5
0
千

円

3
1
,1

5
0
千

円
2
8
,4

6
0
千

円
3
1
,6

5
0
千

円
3
2
,2

5
0
千

円

2
8
,8

5
9
千

円

3
2
,8

0
0
千

円
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（
令

和
5
年

度
予

算
額

の
内

訳
） 令

和
4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度

事
業

展
開

成
果

判
定

A

継
続

（
現

状
維

持
）

B

継
続

（
現

状
維

持
）

（ 再 掲 ）

8
9

実
績

値

事
業

の
対

象
小

学
校

及
び

中
学

校
の

児
童

・
生

徒
・
教

員
教

員
と

A
L
T
が

協
力

し
て

、
実

践
的

で
魅

力
あ

る
授

業
づ

く
り

を
行

う
と

と
も

に
、
ネ

イ
テ

ィ
ブ

な
英

語
に

触
れ

る
機

会
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り
、
児

童
生

徒
が

総
合

的
な

英
語

力
を

身
に

付
け

て
い

る
。

ま
た

、
児

童
生

徒
の

英
語

力
を

確
実

に
把

握
し

、
そ

の
結

果
が

授
業

改
善

に
活

か
さ

れ
て

い
る

。

事
業

の
目

的

外
国

語
活

動
に

対
す

る
肯

定
評

価
の

割
合

7
2

英
語

で
や

り
と

り
で

き
る

中
学

生
の

割
合

3

成
果

計
画

値

実
績

値

説
明

等

英
語

研
修

会
の

実
施

回
数

外
部

試
験

に
お

い
て

、
C
E
F
R
 A

1
レ

ベ
ル

相
当

以
上

を
達

成
し

た
中

学
生

の
割

合
7
0

6
1

英
語

研
修

会
の

実
施

回
数

指
標

名

％

区
分

単
位

8
0

8
0

令
和

4
年

度
種

別

活
動

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

⑥ 課 題 （ Ｃ ） ⑦ 事 業 の 展 開 （ Ａ ）

事
業

の
達

成
状

況
等

を
踏

ま
え

た
課

題
事

項

「
話

す
・
聞

く
・
読

む
・
書

く
」
の

4
技

能
を

客
観

的
に

把
握

す
る

た
め

に
、

単
元

ご
と

の
評

価
を

行
う

な
ど

の
詳

し
い

英
語

力
の

実
態

を
把

握
す

る
必

要
が

あ
る

。
担

当
教

員
や

担
任

が
A
L
T
と

協
力

し
て

魅
力

あ
る

授
業

づ
く
り
を

す
る

た
め

の
研

修
会

を
行

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

方
向

性

改
善

・
見

直
し

内
容

令
和

7
年

度
以

降
で

対
応

す
る

も
の

令
和

6
年

度
で

対
応

す
る

（
し

た
）
も

の

１
次

評
価

者

最
終

評
価

者

継
続

（
現

状
維

持
）

現
状

ど
お

り
事

業
を

継
続

す
る

【 履 歴 】

単
元

ご
と

の
評

価
を

行
い

、
児

童
生

徒
の

英
語

力
を

詳
し

く
把

握
し

、
A
L
T
と

連
携

し
た

授
業

作
り
や

評
価

に
関

す
る

研
修

を
行

う
。

令
和

6
年

度
の

実
施

状
況

を
鑑

み
、

必
要

に
応

じ
て

、
児

童
生

徒
が

総
合

的
な

英
語

力
を

身
に

付
け

る
た

め
の

改
善

・
見

直
し

を
講

じ
て

い
く
。

⑤ 成 果 （ C )

B
ま

ず
ま

ず
成

果
を

得
た

事
業

実
施

に
よ

り
得

ら
れ

た
成

果
（
誰

に
（
何

に
）
対

し
て

ど
の

よ
う
な

効
果

が
あ

っ
た

か

A
L
T
の

全
校

配
置

に
よ

り
、

学
校

生
活

の
一

日
を

ネ
イ

テ
ィ

ブ
な

英
語

に
触

れ
る

機
会

が
増

え
、

外
国

語
の

授
業

の
満

足
度

が
高

ま
っ

た
。

英
語

キ
ャ

ン
プ

で
は

、
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

等
を

通
し

て
、

英
語

に
親

し
む

こ
と

が
で

き
た

。
生

徒
の

英
語

力
を

把
握

し
、

検
証

す
る

た
め

の
研

修
会

を
行

い
、
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
授

業
改

善
に

つ
な

げ
た

。

④ 指 標 （ Ｃ ）
子

ど
も

た
ち

の
満

足
度

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

　
教

育
支

援
Ｇ

Ｌ
　
北

川
　
恵

美
子

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

長
　
武

居
　
政

敏

成
果

計
画

値

8
0

8
0

8
0

8
0

％回

計
画

値

前
年

度
か

ら
の

繰
越

額

当
年

度
の

最
終

予
算

額

次
年

度
へ

の
繰

越
額

0
千

円

2
9
,5

7
5
千

円

0
千

円

令
和

7
年

度

8
0

2

8
0

実
績

値
2

2 2

3
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令
和

5
年

度
　

主
要

事
業

評
価

シ
ー

ト

　
　
　

Ｈ
年

度
～

Ｒ
年

度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

予 算 額

1
,1

0
1
千

円

0
千

円

8
0
,9

0
0
千

円
8
1
,3

5
0
千

円
8
1
,4

0
0
千

円
8
0
,6

5
0
千

円

8
1
,9

9
5
千

円

8
2
,7

0
0
千

円
8
1
,3

0
0
千

円

3
2
6
,4

0
0
千

円

③ 事 業 の 実 施 状 況 （ P ・ D ）

8
0
,8

9
4
千

円

活
動

実
績

（
計

画
通

り
実

施
で

き
た

か
）

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
が

安
心

安
全

に
学

校
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
介

助
員

等
を

適
切

に
配

置
し

た
。

〇
介

助
員

：
9
小

学
校

　
3
6
人

配
置

〇
生

活
支

援
員

：
2
小

学
校

　
2
人

配
置

〇
学

習
生

活
相

談
員

：
8
小

学
校

　
8
人

配
置

〇
看

護
師

：
1
小

学
校

　
2
人

配
置

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
が

安
心

し
て

安
全

に
学

校
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
介

助
員

等
を

適
切

に
配

置
し

た
。

○
介

助
員

：
1
0
小

学
校

　
4
2
人

配
置

○
生

活
支

援
員

：
2
小

学
校

　
2
人

配
置

○
学

習
生

活
相

談
員

：
8
小

学
校

　
8
人

配
置

○
看

護
師

：
1
小

学
校

　
2
人

配
置

事
業

計
画

〇
介

助
員

の
配

置
〇

生
活

支
援

員
の

配
置

〇
学

習
生

活
相

談
員

の
配

置
〇

看
護

師
の

配
置

〇
介

助
員

の
配

置
〇

生
活

支
援

員
の

配
置

〇
学

習
生

活
相

談
員

の
配

置
〇

看
護

師
の

配
置

〇
介

助
員

の
配

置
〇

生
活

支
援

員
の

配
置

〇
学

習
生

活
相

談
員

の
配

置
〇

看
護

師
の

配
置

〇
介

助
員

の
配

置
〇

生
活

支
援

員
の

配
置

〇
学

習
生

活
相

談
員

の
配

置
〇

看
護

師
の

配
置

令
和

４
年

度
年

度

決 算 額

事
業

費

国
・
県

支
出

金

0
千

円

7
2
,1

6
1
千

円

1
,1

2
5
千

円

0
千

円

国
・
県

支
出

金

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

0
千

円

①
期

間
内

計
画

額
（
R
4
-
7
）

3
2
6
,4

0
0
千

円
②

期
間

外
計

画
額

（
R
8
-
）

0
千

円
 ①

＋
②

総
計

画
額

1
,3

0
0
千

円
1
,2

0
0
千

円
1
,3

0
0
千

円
6
5
0
千

円

0
千

円
計 画 額

0
千

円

7
1
,0

3
6
千

円

8
0
,2

0
0
千

円

1
,3

0
0
千

円

7
8
,9

0
0
千

円

7
3
,9

0
0
千

円

1
,1

2
5
千

円

0
千

円

0
千

円

7
2
,7

7
5
千

円

8
2
,2

0
0
千

円
8
2
,5

5
0
千

円

事
業

の
対

象
（
誰

に
、

何
に

対
し

て
）

事
業

期
間

主
な

根
拠

法
令

等
-

2
0

事
業

の
目

的
（
ど

の
よ

う
な

状
態

に
し

た
い

の
か

）
事

業
の

内
容

（
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
の

か
）

学
習

上
又

は
生

活
上

の
困

難
を

改
善

・
克

服
す

る
た

め
に

必
要

な
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
が

、
安

心
安

全
に

、
か

つ
自

立
し

た
学

校
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。

各
学

校
の

状
況

に
応

じ
て

、
介

助
員

、
生

活
支

援
員

、
学

習
生

活
相

談
員

、
看

護
師

を
配

置
す

る
。

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

事
業

費

部 課

予 算 科 目

会
計

担
当

部
署

教
育

委
員

会
事

務
局

0
2
：
小

学
校

費

0
1
：
学

校
管

理
費

事
業

名
評

価
分

類

款 項 目

A
1

学
校

教
育

課
学

事
教

職
員

Ｇ

補
助

等
そ

の
他

（
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

）
① 基 本 事 項

施 策 体 系

2
2
0
8
1

-

小
学

校
の

特
別

支
援

学
級

に
在

籍
す

る
児

童
お

よ
び

通
常

学
級

に
在

籍
し

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童

個
の

学
び

支
援

事
業

（
小

学
校

）

0
1
：
一

般
会

計

事
業

手
法

施
策

の
方

向

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

0
1
：
子

ど
も

た
ち

の
豊

か
な

学
び

と
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

0
5
：
一

人
ひ

と
り
の

学
び

を
支

え
る

き
め

細
か

な
教

育
の

推
進

0
4
：
「
未

来
へ

の
ト
ビ

ラ
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

0
4
:子

育
て

と
子

ど
も

の
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

計
画

コ
ー

ド

施
策

の
大

綱

基
本

施
策

② 事 業 概 要 （ P ）

事
業

の
必

要
性

（
経

緯
・
背

景
等

）

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
が

増
加

し
て

お
り
、

医
療

行
為

や
別

室
で

の
個

別
対

応
な

ど
、

支
援

の
内

容
も

多
様

化
し

て
い

る
中

、
児

童
の

実
態

把
握

を
丁

寧
に

行
い

、
個

々
の

状
況

に
応

じ
た

適
切

な
支

援
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

直
営

1
0
：
教

育
費

一
部

委
託

全
部

委
託
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（
令

和
5
年

度
予

算
額

の
内

訳
）

0
千

円

8
2
,5

5
0
千

円

0
千

円

令
和

7
年

度 1
0
0

1
0
0

1
0
0

実
績

値
9
2

1
0
0

9
8

1
0
0

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

　
学

事
教

職
員

Ｇ
Ｌ
　
加

藤
　
剛

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

長
　
武

居
　
政

敏

成
果

計
画

値

9
2

9
2

9
3

9
3

％％

計
画

値

前
年

度
か

ら
の

繰
越

額

当
年

度
の

最
終

予
算

額

次
年

度
へ

の
繰

越
額

⑤ 成 果 （ C )

A
十

分
な

成
果

を
得

た

事
業

実
施

に
よ

り
得

ら
れ

た
成

果
（
誰

に
（
何

に
）
対

し
て

ど
の

よ
う
な

効
果

が
あ

っ
た

か

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
の

個
々

の
状

況
に

合
わ

せ
て

、
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

児
童

に
は

介
助

員
又

は
看

護
師

を
、

特
別

支
援

学
級

以
外

に
在

籍
す

る
児

童
に

は
生

活
支

援
員

又
は

学
習

生
活

相
談

員
を

配
置

し
、
必

要
な

支
援

や
サ

ポ
ー

ト
を

行
う
こ

と
に

よ
り
、
各

児
童

が
安

心
安

全
に

学
校

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

た
。

④ 指 標 （ Ｃ ）
学

校
生

活
の

満
足

度

⑥ 課 題 （ Ｃ ） ⑦ 事 業 の 展 開 （ Ａ ）

事
業

の
達

成
状

況
等

を
踏

ま
え

た
課

題
事

項

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
が

増
加

す
る

中
、

多
様

な
学

び
の

実
現

に
向

け
た

支
援

の
必

要
性

は
高

ま
っ

て
お

り
、

教
育

支
援

委
員

会
で

の
判

定
や

学
校

か
ら

の
要

望
も

踏
ま

え
た

上
で

、
介

助
員

等
を

適
切

に
配

置
す

る
と

と
も

に
、

小
学

校
入

学
か

ら
中

学
校

卒
業

ま
で

の
９

年
間

を
見

通
し

た
、

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
行

う
た

め
の

体
制

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

。

方
向

性

改
善

・
見

直
し

内
容

令
和

7
年

度
以

降
で

対
応

す
る

も
の

令
和

6
年

度
で

対
応

す
る

（
し

た
）
も

の

１
次

評
価

者

最
終

評
価

者

継
続

（
現

状
維

持
）

現
状

ど
お

り
事

業
を

継
続

す
る

【 履 歴 】

教
育

支
援

委
員

会
に

お
い

て
個

々
の

児
童

の
実

態
を

把
握

し
、

必
要

な
支

援
を

検
討

し
、

継
続

的
な

支
援

を
行

う
。

多
様

な
学

び
に

対
応

す
る

た
め

に
必

要
な

人
材

を
確

保
し

、
特

別
支

援
学

級
在

籍
児

童
だ

け
で

な
く
、

不
登

校
児

童
や

外
国

に
ル

ー
ツ

を
も

つ
児

童
を

含
め

た
様

々
な

児
童

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
行

う
た

め
、
介

助
員

、
生

活
支

援
員

等
の

人
材

確
保

に
努

め
る

。

％

区
分

単
位

1
0
0

1
0
0

令
和

4
年

度
種

別

成
果

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

支
援

情
報

の
引

継
ぎ

の
割

合

1
0
0

成
果

計
画

値

実
績

値

説
明

等

教
育

支
援

委
員

会
の

判
定

に
基

づ
く
介

助
員

数
に

対
す

る
配

置
率

個
別

の
指

導
計

画
等

を
作

成
し

引
継

ぎ
が

で
き

て
い

る
児

童
の

割
合

1
0
0

1
0
0

介
助

員
の

配
置

率

指
標

名

（ 再 掲 ）

9
3

実
績

値

事
業

の
対

象
小

学
校

の
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

児
童

お
よ

び
通

常
学

級
に

在
籍

し
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

児
童

学
習

上
又

は
生

活
上

の
困

難
を

改
善

・
克

服
す

る
た

め
に

必
要

な
支

援
を

行
う
こ

と
で

、
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

児
童

が
、
安

心
安

全
に

、
か

つ
自

立
し

た
学

校
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。

事
業

の
目

的

学
校

満
足

度
調

査
に

お
け

る
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
の

保
護

者
の

満
足

度
9
1

令
和

4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度

事
業

展
開

成
果

判
定

A

継
続

（
現

状
維

持
）

A

継
続

（
現

状
維

持
）
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令
和

5
年

度
　

主
要

事
業

評
価

シ
ー

ト

　
　
　

Ｈ
年

度
～

Ｒ
年

度

① 基 本 事 項

施 策 体 系

2
2
0
8
2

-

中
学

校
の

特
別

支
援

学
級

に
在

籍
す

る
生

徒
お

よ
び

通
常

学
級

に
在

籍
し

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
生

徒

個
の

学
び

支
援

事
業

（
中

学
校

）

0
1
：
一

般
会

計

事
業

手
法

施
策

の
方

向

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

0
1
：
子

ど
も

た
ち

の
豊

か
な

学
び

と
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

0
5
：
一

人
ひ

と
り
の

学
び

を
支

え
る

き
め

細
か

な
教

育
の

推
進

0
4
：
「
未

来
へ

の
ト
ビ

ラ
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

0
4
:子

育
て

と
子

ど
も

の
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

計
画

コ
ー

ド

施
策

の
大

綱

基
本

施
策

② 事 業 概 要 （ P ）

事
業

の
必

要
性

（
経

緯
・
背

景
等

）

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
生

徒
が

増
加

し
て

お
り
、

別
室

で
の

個
別

対
応

な
ど

、
支

援
の

内
容

も
多

様
化

し
て

い
る

中
、

生
徒

の
実

態
把

握
を

丁
寧

に
行

い
、

個
々

の
状

況
に

応
じ

た
適

切
な

支
援

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

直
営

1
0
：
教

育
費

一
部

委
託

全
部

委
託

部 課

予 算 科 目

会
計

担
当

部
署

教
育

委
員

会
事

務
局

0
3
：
中

学
校

費

0
1
：
学

校
管

理
費

事
業

名
評

価
分

類

款 項 目

A
1

学
校

教
育

課
学

事
教

職
員

Ｇ

補
助

等
そ

の
他

（
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

）

事
業

の
対

象
（
誰

に
、

何
に

対
し

て
）

事
業

期
間

主
な

根
拠

法
令

等
-

2
0

事
業

の
目

的
（
ど

の
よ

う
な

状
態

に
し

た
い

の
か

）
事

業
の

内
容

（
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
の

か
）

学
習

上
又

は
生

活
上

の
困

難
を

改
善

・
克

服
す

る
た

め
に

必
要

な
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
生

徒
が

、
安

心
安

全
に

、
か

つ
自

立
し

た
学

校
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。

各
学

校
の

状
況

に
応

じ
て

、
介

助
員

、
学

習
生

活
相

談
員

、
看

護
師

を
配

置
す

る
。

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

事
業

費

0
千

円
計 画 額

0
千

円

1
5
,7

5
3
千

円

1
7
,8

0
0
千

円

1
7
,8

0
0
千

円

1
7
,6

0
0
千

円

0
千

円

0
千

円

0
千

円

1
7
,6

0
0
千

円

1
9
,4

0
0
千

円
1
7
,6

0
0
千

円

0
千

円
6
5
0
千

円
1
,3

0
0
千

円

国
・
県

支
出

金

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

0
千

円

①
期

間
内

計
画

額
（
R
4
-
7
）

8
6
,8

0
0
千

円
②

期
間

外
計

画
額

（
R
8
-
）

0
千

円
 ①

＋
②

総
計

画
額

0
千

円

1
5
,7

5
3
千

円

0
千

円

0
千

円

2
6
,6

0
0
千

円

8
6
,8

0
0
千

円

③ 事 業 の 実 施 状 況 （ P ・ D ）

1
6
,9

7
6
千

円

活
動

実
績

（
計

画
通

り
実

施
で

き
た

か
）

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
生

徒
が

安
心

安
全

に
学

校
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
介

助
員

及
び

学
習

生
活

相
談

員
を

適
切

に
配

置
し

た
。

〇
介

助
員

：
3
中

学
校

　
8
人

配
置

〇
学

習
生

活
相

談
員

：
3
中

学
校

　
3
人

配
置

特
別

に
支

援
を

必
要

と
す

る
生

徒
が

安
心

し
て

安
全

に
学

校
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
介

助
員

及
び

学
習

生
活

相
談

員
を

適
切

に
配

置
し

た
。

○
介

助
員

：
3
中

学
校

  
7
人

配
置

○
学

習
生

活
相

談
員

：
3
中

学
校

 3
人

配
置

事
業

計
画

〇
介

助
員

の
配

置
〇

学
習

生
活

相
談

員
の

配
置

〇
介

助
員

の
配

置
〇

学
習

生
活

相
談

員
の

配
置

〇
介

助
員

の
配

置
〇

学
習

生
活

相
談

員
の

配
置

〇
看

護
師

の
配

置

〇
介

助
員

の
配

置
〇

学
習

生
活

相
談

員
の

配
置

〇
看

護
師

の
配

置

令
和

４
年

度
年

度

決 算 額

事
業

費

国
・
県

支
出

金

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

予 算 額

0
千

円

0
千

円

1
9
,4

0
0
千

円
1
7
,6

0
0
千

円
2
2
,3

5
0
千

円
2
5
,3

0
0
千

円

1
6
,9

7
6
千

円

2
3
,0

0
0
千

円
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（
令

和
5
年

度
予

算
額

の
内

訳
） 令

和
4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度

事
業

展
開

成
果

判
定

A

継
続

（
現

状
維

持
）

A

継
続

（
現

状
維

持
）

（ 再 掲 ）

9
0

実
績

値

事
業

の
対

象
中

学
校

の
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

生
徒

お
よ

び
通

常
学

級
に

在
籍

し
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

生
徒

学
習

上
又

は
生

活
上

の
困

難
を

改
善

・
克

服
す

る
た

め
に

必
要

な
支

援
を

行
う
こ

と
で

、
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

生
徒

が
、
安

心
安

全
に

、
か

つ
自

立
し

た
学

校
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。

事
業

の
目

的

学
校

満
足

度
調

査
に

お
け

る
支

援
を

必
要

と
す

る
生

徒
の

保
護

者
の

満
足

度
9
4

支
援

情
報

の
引

継
ぎ

の
割

合

1
0
0

成
果

計
画

値

実
績

値

説
明

等

教
育

支
援

委
員

会
の

判
定

に
基

づ
く
介

助
員

数
に

対
す

る
配

置
率

個
別

の
指

導
計

画
等

を
作

成
し

引
継

ぎ
が

で
き

て
い

る
生

徒
の

割
合

1
0
0

1
0
0

介
助

員
の

配
置

率

指
標

名

％

区
分

単
位

1
0
0

1
0
0

令
和

4
年

度
種

別

成
果

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

⑥ 課 題 （ Ｃ ） ⑦ 事 業 の 展 開 （ Ａ ）

事
業

の
達

成
状

況
等

を
踏

ま
え

た
課

題
事

項

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
生

徒
が

増
加

す
る

中
、

多
様

な
学

び
の

実
現

に
向

け
た

支
援

の
必

要
性

は
高

ま
っ

て
お

り
、

教
育

支
援

委
員

会
で

の
判

定
や

学
校

か
ら

の
要

望
も

踏
ま

え
た

上
で

、
介

助
員

等
を

適
切

に
配

置
す

る
と

と
も

に
、

小
学

校
入

学
か

ら
中

学
校

卒
業

ま
で

の
９

年
間

を
見

通
し

た
、

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
行

う
た

め
の

体
制

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

。

方
向

性

改
善

・
見

直
し

内
容

令
和

7
年

度
以

降
で

対
応

す
る

も
の

令
和

6
年

度
で

対
応

す
る

（
し

た
）
も

の

１
次

評
価

者

最
終

評
価

者

継
続

（
現

状
維

持
）

現
状

ど
お

り
事

業
を

継
続

す
る

【 履 歴 】

教
育

支
援

委
員

会
に

お
い

て
個

々
の

生
徒

の
実

態
を

把
握

し
、

必
要

な
支

援
を

検
討

し
、

継
続

的
な

支
援

を
行

う
。

多
様

な
学

び
に

対
応

す
る

た
め

に
必

要
な

人
材

を
確

保
し

、
特

別
支

援
学

級
在

籍
生

徒
だ

け
で

な
く
、

不
登

校
生

徒
や

外
国

に
ル

ー
ツ

を
も

つ
生

徒
を

含
め

た
様

々
な

生
徒

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
行

う
た

め
、

介
助

員
や

学
習

生
活

相
談

員
等

の
人

材
を

確
保

す
る

。

⑤ 成 果 （ C )

A
十

分
な

成
果

を
得

た

事
業

実
施

に
よ

り
得

ら
れ

た
成

果
（
誰

に
（
何

に
）
対

し
て

ど
の

よ
う
な

効
果

が
あ

っ
た

か

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
生

徒
の

個
々

の
状

況
に

合
わ

せ
て

、
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

生
徒

に
は

介
助

員
を

、
特

別
支

援
学

級
以

外
に

在
籍

す
る

生
徒

に
は

学
習

生
活

相
談

員
を

配
置

し
、
必

要
な

支
援

や
サ

ポ
ー

ト
を

行
う
こ

と
に

よ
り
、
各

生
徒

が
安

心
安

全
に

学
校

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

た
。

④ 指 標 （ Ｃ ）
学

校
生

活
の

満
足

度

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

　
学

事
教

職
員

Ｇ
Ｌ
　
加

藤
　
剛

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

長
　
武

居
　
政

敏

成
果

計
画

値

9
5

9
5

9
5

9
5

％％

計
画

値

前
年

度
か

ら
の

繰
越

額

当
年

度
の

最
終

予
算

額

次
年

度
へ

の
繰

越
額

0
千

円

1
7
,6

0
0
千

円

0
千

円

令
和

7
年

度 1
0
0

1
0
0

1
0
0

実
績

値
1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0
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令
和

5
年

度
　

主
要

事
業

評
価

シ
ー

ト

　
　
　

Ｈ
年

度
～

Ｒ
年

度

① 基 本 事 項

施 策 体 系

2
2
0
8
3

-

経
済

的
理

由
で

家
庭

で
の

学
習

環
境

が
整

い
に

く
い

小
中

学
生

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
事

業
（
学

習
支

援
事

業
）

0
1
：
一

般
会

計

事
業

手
法

施
策

の
方

向

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

0
1
：
子

ど
も

た
ち

の
豊

か
な

学
び

と
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

0
5
：
一

人
ひ

と
り
の

学
び

を
支

え
る

き
め

細
か

な
教

育
の

推
進

0
4
：
「
未

来
へ

の
ト
ビ

ラ
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

0
4
:子

育
て

と
子

ど
も

の
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

計
画

コ
ー

ド

施
策

の
大

綱

基
本

施
策

② 事 業 概 要 （ P ）

事
業

の
必

要
性

（
経

緯
・
背

景
等

）

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
法

に
お

い
て

「
子

ど
も

の
学

習
支

援
の

強
化

」
が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
中

、
家

庭
生

活
が

困
窮

し
て

い
た

り
、

家
庭

で
の

学
習

環
境

が
厳

し
か

っ
た

り
す

る
児

童
生

徒
の

学
習

・
生

活
習

慣
の

改
善

や
基

礎
学

力
の

定
着

を
図

り
、
生

徒
の

意
思

に
沿

っ
た

進
学

を
支

援
す

る
必

要
が

あ
る

。

直
営

1
0
：
教

育
費

一
部

委
託

全
部

委
託

部 課

予 算 科 目

会
計

担
当

部
署

教
育

委
員

会
事

務
局

0
8
：
教

育
研

究
費

0
1
：
教

育
研

究
費

事
業

名
評

価
分

類

款 項 目

A
1

学
校

教
育

課
教

育
支

援
Ｇ

補
助

等
そ

の
他

（
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

）

事
業

の
対

象
（
誰

に
、

何
に

対
し

て
）

事
業

期
間

主
な

根
拠

法
令

等
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

法
2
7

事
業

の
目

的
（
ど

の
よ

う
な

状
態

に
し

た
い

の
か

）
事

業
の

内
容

（
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
の

か
）

家
庭

の
経

済
状

況
に

よ
っ

て
子

ど
も

た
ち

の
学

び
に

差
が

生
じ

な
い

よ
う
学

習
の

支
援

を
行

い
、
学

習
習

慣
の

確
立

と
学

力
向

上
を

目
指

す
と

と
も

に
、
主

体
的

に
進

路
を

選
択

で
き

る
力

を
身

に
付

け
さ

せ
る

。

講
師

及
び

ス
タ

ッ
フ

を
配

置
し

、
集

合
型

の
学

習
支

援
を

行
う
ほ

か
、

集
合

型
の

教
室

に
通

う
手

段
が

な
い

児
童

生
徒

に
対

す
る

訪
問

型
の

学
習

支
援

を
行

う
。

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

事
業

費

計 画 額

0
千

円

1
,4

5
7
千

円

3
,9

0
0
千

円

1
,8

0
0
千

円

2
,1

0
0
千

円

3
,2

0
0
千

円

1
,6

0
0
千

円

0
千

円

0
千

円

1
,6

0
0
千

円

3
,9

0
0
千

円
4
,1

4
4
千

円

1
,8

0
0
千

円
1
,8

0
0
千

円
1
,8

0
0
千

円
1
,8

0
0
千

円

国
・
県

支
出

金

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

①
期

間
内

計
画

額
（
R
4
-
7
）

1
5
,6

0
0
千

円
②

期
間

外
計

画
額

（
R
8
-
）

0
千

円
 ①

＋
②

総
計

画
額

0
千

円

2
,9

1
4
千

円

1
,4

5
7
千

円

3
,9

0
0
千

円

1
5
,6

0
0
千

円

③ 事 業 の 実 施 状 況 （ P ・ D ）

1
,4

2
1
千

円

活
動

実
績

（
計

画
通

り
実

施
で

き
た

か
）

講
師

・
ス

タ
ッ

フ
の

登
録

・
配

置
に

つ
い

て
は

、
受

講
者

数
に

応
じ

た
人

数
を

配
置

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
（
年

度
末

時
点

で
2
3
名

登
録

）
毎

週
土

曜
日

の
通

常
開

催
に

加
え

て
、

テ
ス

ト
対

策
教

室
、

夏
休

み
お

試
し

体
験

教
室

な
ど

、
合

計
1
6
8
回

開
催

し
た

。
学

習
指

導
に

つ
い

て
は

、
基

本
的

に
自

学
自

習
で

進
め

て
い

る
が

、
ど

の
教

室
も

1
対

1
の

丁
寧

な
個

別
指

導
が

で
き

た
。

対
象

者
を

就
学

援
助

家
庭

だ
け

で
な

く
、

長
期

欠
席

者
・
外

国
人

児
童

生
徒

も
対

象
に

加
え

た
。
受

講
者

に
対

し
て

、
十

分
な

講
師

・
ス

タ
ッ

フ
の

登
録

・
配

置
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
（
年

度
末

時
点

で
3
2
名

登
録

）
毎

週
土

曜
日

の
通

常
開

催
に

加
え

て
、

テ
ス

ト
対

策
教

室
や

体
験

教
室

な
ど

3
教

室
で

合
計

1
7
1
回

開
催

し
た

。

事
業

計
画

〇
講

師
・
ス

タ
ッ

フ
の

配
置

〇
学

習
教

室
の

実
施

、
学

習
指

導
〇

講
師

・
ス

タ
ッ

フ
の

配
置

〇
学

習
教

室
の

実
施

、
学

習
指

導
〇

講
師

・
ス

タ
ッ

フ
の

配
置

〇
学

習
教

室
の

実
施

、
学

習
指

導
〇

講
師

・
ス

タ
ッ

フ
の

配
置

〇
学

習
教

室
の

実
施

、
学

習
指

導

令
和

４
年

度
年

度

決 算 額

事
業

費

国
・
県

支
出

金

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

予 算 額

1
,9

0
0
千

円

2
,1

0
0
千

円
2
,3

4
4
千

円
2
,1

0
0
千

円
2
,1

0
0
千

円

3
,3

2
1
千

円

3
,9

0
0
千

円
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（
令

和
5
年

度
予

算
額

の
内

訳
） 令

和
4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度

事
業

展
開

成
果

判
定

A

継
続

（
現

状
維

持
）

A

継
続

（
現

状
維

持
）

（ 再 掲 ）

3
実

績
値

事
業

の
対

象
経

済
的

理
由

で
家

庭
で

の
学

習
環

境
が

整
い

に
く
い

小
中

学
生

家
庭

の
経

済
状

況
に

よ
っ

て
子

ど
も

た
ち

の
学

び
に

差
が

生
じ

な
い

よ
う
学

習
の

支
援

を
行

い
、
学

習
習

慣
の

確
立

と
学

力
向

上
を

目
指

す
と

と
も

に
、
主

体
的

に
進

路
を

選
択

で
き

る
力

を
身

に
付

け
さ

せ
る

。

事
業

の
目

的

対
象

家
庭

へ
の

参
加

を
働

き
か

け
し

た
回

数
3

学
習

教
室

実
施

回
数

3
0

活
動

計
画

値

実
績

値

説
明

等

学
習

教
室

へ
の

申
込

者
数

の
合

計

実
施

回
数

（
集

合
型

）
の

合
計

1
6
8

1
7
1

学
習

教
室

へ
の

参
加

人
数

指
標

名

回

区
分

単
位

1
2
0

1
2
0

令
和

4
年

度
種

別

成
果

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

⑥ 課 題 （ Ｃ ） ⑦ 事 業 の 展 開 （ Ａ ）

事
業

の
達

成
状

況
等

を
踏

ま
え

た
課

題
事

項

引
き

続
き

、
対

象
と

な
る

児
童

・
生

徒
や

対
象

家
庭

へ
の

案
内

や
チ

ラ
シ

等
配

付
し

て
啓

発
を

行
い

、
受

講
者

を
増

や
し

、
児

童
生

徒
へ

の
学

び
の

保
障

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

方
向

性

改
善

・
見

直
し

内
容

令
和

7
年

度
以

降
で

対
応

す
る

も
の

令
和

6
年

度
で

対
応

す
る

（
し

た
）
も

の

１
次

評
価

者

最
終

評
価

者

継
続

（
現

状
維

持
）

現
状

ど
お

り
事

業
を

継
続

す
る

【 履 歴 】

教
室

の
状

況
に

応
じ

て
、

該
当

中
学

校
区

の
受

講
者

や
家

庭
に

チ
ラ

シ
を

配
布

し
、
周

知
・
啓

発
を

行
っ

て
い

く
。

令
和

6
年

度
の

実
施

状
況

を
鑑

み
、
必

要
に

応
じ

て
対

象
児

童
・
生

徒
の

学
習

習
慣

の
確

立
や

学
力

向
上

に
向

け
た

改
善

・
見

直
し

を
講

じ
て

い
く
。

⑤ 成 果 （ C )

A
十

分
な

成
果

を
得

た

事
業

実
施

に
よ

り
得

ら
れ

た
成

果
（
誰

に
（
何

に
）
対

し
て

ど
の

よ
う
な

効
果

が
あ

っ
た

か

落
ち

着
い

て
学

習
で

き
る

環
境

を
整

え
た

上
で

、
参

加
児

童
生

徒
に

は
、

少
人

数
で

の
学

習
指

導
が

行
わ

れ
、

学
習

習
慣

を
身

に
付

け
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

テ
ス

ト
対

策
教

室
に

は
、

中
学

生
の

参
加

が
多

い
が

、
小

学
生

の
受

講
生

も
増

加
し

て
お

り
、

週
末

の
家

庭
学

習
の

定
着

に
つ

な
が

っ
た

。
さ

ら
に

、
小

中
学

校
と

各
教

室
を

つ
な

ぐ
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
会

議
を

開
催

し
、

情
報

共
有

や
連

携
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

、
結

果
と

し
て

、
中

学
３

年
生

の
受

講
者

は
、

希
望

す
る

進
学

が
で

き
た

。

④ 指 標 （ Ｃ ）
対

象
家

庭
へ

の
勧

誘
回

数

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

　
教

育
支

援
Ｇ

Ｌ
　
北

川
　
恵

美
子

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

長
　
武

居
　
政

敏

活
動

計
画

値

3
3

3
3

回人

計
画

値

前
年

度
か

ら
の

繰
越

額

当
年

度
の

最
終

予
算

額

次
年

度
へ

の
繰

越
額

0
千

円

4
,1

4
4
千

円

0
千

円

令
和

7
年

度 1
2
0

2
5

1
2
0

実
績

値
4
5

2
5

4
9

3
0
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令
和

5
年

度
　

主
要

事
業

評
価

シ
ー

ト

　
　
　

Ｈ
年

度
～

Ｒ
年

度

① 基 本 事 項

施 策 体 系

2
2
0
8
4

-

過
密

学
級

（
1
学

級
3
5
人

以
上

）
と

な
る

学
校

及
び

少
人

数
教

育
に

取
り
組

む
学

校

少
人

数
教

育
推

進
事

業

0
1
：
一

般
会

計

事
業

手
法

施
策

の
方

向

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

0
1
：
子

ど
も

た
ち

の
豊

か
な

学
び

と
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

0
5
：
一

人
ひ

と
り
の

学
び

を
支

え
る

き
め

細
か

な
教

育
の

推
進

0
4
：
「
未

来
へ

の
ト
ビ

ラ
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

0
4
:子

育
て

と
子

ど
も

の
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

計
画

コ
ー

ド

施
策

の
大

綱

基
本

施
策

② 事 業 概 要 （ P ）

事
業

の
必

要
性

（
経

緯
・
背

景
等

）

児
童

生
徒

へ
の

き
め

細
か

な
指

導
と

授
業

理
解

度
の

向
上

を
図

る
た

め
、

過
密

学
級

（
1
学

級
3
5
人

以
上

）
を

解
消

し
、

少
人

数
教

育
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

直
営

1
0
：
教

育
費

一
部

委
託

全
部

委
託

部 課

予 算 科 目

会
計

担
当

部
署

教
育

委
員

会
事

務
局

0
8
：
教

育
研

究
費

0
1
：
教

育
研

究
費

事
業

名
評

価
分

類

款 項 目

A
1

学
校

教
育

課
学

事
教

職
員

Ｇ

補
助

等
そ

の
他

（
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

）

事
業

の
対

象
（
誰

に
、

何
に

対
し

て
）

事
業

期
間

主
な

根
拠

法
令

等
-

2
1

事
業

の
目

的
（
ど

の
よ

う
な

状
態

に
し

た
い

の
か

）
事

業
の

内
容

（
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
の

か
）

児
童

・
生

徒
の

実
態

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
指

導
に

よ
り
、

授
業

理
解

度
が

向
上

し
て

い
る

。
少

人
数

教
育

推
進

教
員

と
し

て
、
常

勤
講

師
、
非

常
勤

講
師

を
各

学
校

の
状

況
に

応
じ

て
配

置
し

、
過

密
学

級
を

解
消

す
る

と
と

も
に

、
少

人
数

教
育

（
学

級
分

割
、
テ

ィ
ー

ム
・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
、

少
人

数
単

独
指

導
、
個

別
支

援
、
専

科
指

導
）
を

行
う

。

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

事
業

費

0
千

円
計 画 額

0
千

円

2
0
,9

4
4
千

円

2
6
,7

0
0
千

円

2
6
,7

0
0
千

円

2
2
,4

0
0
千

円

0
千

円

0
千

円

0
千

円

2
2
,4

0
0
千

円

2
6
,7

0
0
千

円
2
0
,2

1
0
千

円

0
千

円

国
・
県

支
出

金

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

0
千

円

①
期

間
内

計
画

額
（
R
4
-
7
）

8
4
,0

0
0
千

円
②

期
間

外
計

画
額

（
R
8
-
）

0
千

円
 ①

＋
②

総
計

画
額

0
千

円

2
0
,9

4
4
千

円

0
千

円

0
千

円

1
1
,7

0
0
千

円

8
4
,0

0
0
千

円

③ 事 業 の 実 施 状 況 （ P ・ D ）

1
9
,5

0
2
千

円

活
動

実
績

（
計

画
通

り
実

施
で

き
た

か
）

少
人

数
教

育
推

進
教

員
と

し
て

、
常

勤
講

師
4

名
を

3
小

学
校

に
、

非
常

勤
講

師
を

5
名

を
１

小
学

校
と

３
中

学
校

に
そ

れ
ぞ

れ
配

置
し

た
。

少
人

数
教

育
推

進
教

員
と

し
て

、
常

勤
講

師
4

名
を

4
小

学
校

に
、
非

常
勤

講
師

4
名

を
1
小

学
校

と
3
中

学
校

に
そ

れ
ぞ

れ
配

置
し

た
。

事
業

計
画

〇
少

人
数

教
育

推
進

教
員

（
講

師
）
の

配
置

〇
少

人
数

教
育

推
進

教
員

（
講

師
）
の

配
置

〇
少

人
数

教
育

推
進

教
員

（
講

師
）
の

配
置

〇
少

人
数

教
育

推
進

教
員

（
講

師
）
の

配
置

令
和

４
年

度
年

度

決 算 額

事
業

費

国
・
県

支
出

金

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

予 算 額

0
千

円

0
千

円

2
6
,7

0
0
千

円
2
0
,2

1
0
千

円
1
8
,9

0
0
千

円
1
1
,7

0
0
千

円

1
9
,5

0
2
千

円

1
8
,9

0
0
千

円
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（
令

和
5
年

度
予

算
額

の
内

訳
） 令

和
4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度

事
業

展
開

成
果

判
定

A

継
続

（
現

状
維

持
）

A

継
続

（
現

状
維

持
）

（ 再 掲 ）

9
0

実
績

値

事
業

の
対

象
過

密
学

級
（
1
学

級
3
5
人

以
上

）
と

な
る

学
校

及
び

少
人

数
教

育
に

取
り
組

む
学

校
児

童
・
生

徒
の

実
態

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
指

導
に

よ
り
、
授

業
理

解
度

が
向

上
し

て
い

る
。

事
業

の
目

的

授
業

理
解

度
ア

ン
ケ

ー
ト
に

お
け

る
児

童
生

徒
の

肯
定

的
回

答
の

割
合

9
0

少
人

数
指

導
実

施
校

率

1
0
0

成
果

計
画

値

実
績

値

説
明

等

過
密

学
級

を
解

消
で

き
た

割
合

配
置

校
に

お
け

る
少

人
数

指
導

の
実

施
校

率
1
0
0

1
0
0

過
密

学
級

解
消

率

指
標

名

％

区
分

単
位

1
0
0

1
0
0

令
和

4
年

度
種

別

成
果

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

⑥ 課 題 （ Ｃ ） ⑦ 事 業 の 展 開 （ Ａ ）

事
業

の
達

成
状

況
等

を
踏

ま
え

た
課

題
事

項

講
師

人
材

の
確

保
が

難
し

い
状

況
が

あ
り
、
臨

時
免

許
で

任
用

す
る

こ
と

が
増

加
傾

向
に

あ
る

。
ま

た
、
経

験
の

浅
い

講
師

の
任

用
も

増
加

傾
向

に
あ

る
。

方
向

性

改
善

・
見

直
し

内
容

令
和

7
年

度
以

降
で

対
応

す
る

も
の

令
和

6
年

度
で

対
応

す
る

（
し

た
）
も

の

１
次

評
価

者

最
終

評
価

者

継
続

（
現

状
維

持
）

現
状

ど
お

り
事

業
を

継
続

す
る

【 履 歴 】

教
職

員
指

導
員

を
各

校
に

巡
回

さ
せ

る
こ

と
で

経
験

の
浅

い
講

師
に

対
す

る
授

業
指

導
を

行
う

。
ま

た
、

講
師

を
対

象
と

す
る

「
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

研
修

会
」
や

「
講

師
研

修
」
等

を
通

じ
て

、
少

人
数

教
育

推
進

教
員

の
資

質
及

び
授

業
力

の
向

上
を

図
る

。

教
職

員
指

導
員

巡
回

に
よ

る
指

導
を

継
続

す
る

。

⑤ 成 果 （ C )

A
十

分
な

成
果

を
得

た

事
業

実
施

に
よ

り
得

ら
れ

た
成

果
（
誰

に
（
何

に
）
対

し
て

ど
の

よ
う
な

効
果

が
あ

っ
た

か

少
人

数
教

育
推

進
教

員
の

配
置

に
よ

り
、

テ
ィ

ー
ム

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
や

習
熟

度
別

指
導

、
個

別
支

援
等

、
児

童
生

徒
の

実
態

に
応

じ
た

少
人

数
教

育
の

推
進

、
き

め
細

か
な

指
導

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

④ 指 標 （ Ｃ ）
児

童
生

徒
の

授
業

理
解

度

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

　
学

事
教

職
員

Ｇ
Ｌ
　
加

藤
　
剛

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

長
　
武

居
　
政

敏

成
果

計
画

値

9
0

9
0

9
0

9
0

％％

計
画

値

前
年

度
か

ら
の

繰
越

額

当
年

度
の

最
終

予
算

額

次
年

度
へ

の
繰

越
額

0
千

円

2
0
,2

1
0
千

円

0
千

円

令
和

7
年

度 1
0
0

1
0
0

1
0
0

実
績

値
1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0
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令
和

5
年

度
　

主
要

事
業

評
価

シ
ー

ト

　
　
　

Ｒ
年

度
～

Ｒ
年

度

① 基 本 事 項

施 策 体 系

2
2
0
8
5

-

小
中

学
校

の
教

職
員

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

事
業

0
1
：
一

般
会

計

事
業

手
法

施
策

の
方

向

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

0
1
：
子

ど
も

た
ち

の
豊

か
な

学
び

と
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

0
5
：
一

人
ひ

と
り
の

学
び

を
支

え
る

き
め

細
か

な
教

育
の

推
進

-0
4
:子

育
て

と
子

ど
も

の
成

長
を

支
え

る
環

境
の

充
実

計
画

コ
ー

ド

施
策

の
大

綱

基
本

施
策

② 事 業 概 要 （ P ）

事
業

の
必

要
性

（
経

緯
・
背

景
等

）

学
校

を
取

り
巻

く
課

題
が

複
雑

化
・
多

様
化

し
、

教
員

に
求

め
ら

れ
る

役
割

が
拡

大
し

て
い

る
中

、
一

方
で

、
教

育
活

動
の

さ
ら

な
る

充
実

が
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
教

職
員

の
業

務
の

負
担

軽
減

や
効

率
化

を
図

り
、
教

育
の

質
の

向
上

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

直
営

1
0
：
教

育
費

一
部

委
託

全
部

委
託

部 課

予 算 科 目

会
計

担
当

部
署

教
育

委
員

会
事

務
局

0
8
：
教

育
研

究
費

0
1
：
教

育
研

究
費

事
業

名
評

価
分

類

款 項 目

A
1

学
校

教
育

課
学

事
教

職
員

Ｇ

補
助

等
そ

の
他

（
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

）

事
業

の
対

象
（
誰

に
、

何
に

対
し

て
）

事
業

期
間

主
な

根
拠

法
令

等
学

校
教

育
の

情
報

化
の

推
進

に
関

す
る

法
律

・
第

３
期

教
育

振
興

基
本

計
画

4

事
業

の
目

的
（
ど

の
よ

う
な

状
態

に
し

た
い

の
か

）
事

業
の

内
容

（
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
の

か
）

統
合

型
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
、

教
職

員
の

業
務

の
軽

減
と

効
率

化
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

教
職

員
が

児
童

生
徒

と
向

き
合

う
時

間
や

、
教

材
研

究
の

時
間

を
確

保
す

る
。

教
職

員
の

校
務

用
パ

ソ
コ

ン
に

統
合

型
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
の

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
導

入
し

、
学

校
で

取
り
扱

う
様

々
な

情
報

の
一

元
管

理
を

行
う

。
ま

た
、

シ
ス

テ
ム

導
入

・
活

用
に

係
る

研
修

を
行

う
。

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

事
業

費

0
千

円
計 画 額

0
千

円

6
,1

4
9
千

円

1
9
,3

0
0
千

円

1
9
,3

0
0
千

円

6
,7

8
0
千

円

0
千

円

0
千

円

0
千

円

6
,7

8
0
千

円

6
,5

0
0
千

円
3
,8

0
6
千

円

0
千

円

国
・
県

支
出

金

地
方

債

そ
の

他

一
般

財
源

0
千

円

①
期

間
内

計
画

額
（
R
4
-
7
）

3
8
,8

0
0
千

円
②

期
間

外
計

画
額

（
R
8
-
）

1
1
,3

0
0
千

円
 ①

＋
②

総
計

画
額

0
千

円

6
,1

4
9
千

円

0
千

円

0
千

円

6
,5

0
0
千

円

5
0
,1

0
0
千

円

③ 事 業 の 実 施 状 況 （ P ・ D ）

3
,8

0
6
千

円

活
動

実
績

（
計

画
通

り
実

施
で

き
た

か
）

令
和

5
年

1
月

よ
り
シ

ス
テ

ム
の

試
行

を
開

始
す

る
と

と
も

に
、

本
格

実
施

に
向

け
、

各
校

に
て

基
礎

情
報

の
登

録
作

業
等

を
行

っ
た

。
ま

た
、

シ
ス

テ
ム

導
入

に
係

る
研

修
を

3
回

、
シ

ス
テ

ム
活

用
に

係
る

研
修

を
1
4
回

（
各

校
1
回

）
実

施
し

た
。

令
和

5
年

4
月

よ
り
シ

ス
テ

ム
の

本
格

運
用

を
開

始
し

た
。
ま

た
、

シ
ス

テ
ム

活
用

に
係

る
研

修
会

を
7
回

実
施

し
た

ほ
か

、
教

職
員

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

各
学

期
末

に
実

施
し

た
。

事
業

計
画

〇
統

合
型

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

の
導

入
・
運

用 〇
シ

ス
テ

ム
導

入
に

係
る

研
修

〇
シ

ス
テ

ム
活

用
に

係
る

研
修

〇
統

合
型

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

運
用

〇
シ

ス
テ

ム
活

用
研

修
〇

統
合

型
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
運

用
〇

シ
ス

テ
ム

活
用

研
修

〇
統

合
型

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

運
用

〇
シ

ス
テ

ム
活

用
研

修

令
和

４
年

度
年

度

決 算 額

事
業

費

国
・
県

支
出

金

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

予 算 額

0
千

円

0
千

円

6
,5

0
0
千

円
3
,8

0
6
千

円
6
,5

0
0
千

円
6
,5

0
0
千

円

3
,8

0
6
千

円

6
,5

0
0
千

円
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（
令

和
5
年

度
予

算
額

の
内

訳
） 令

和
4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度

事
業

展
開

成
果

判
定

A

継
続

（
現

状
維

持
）

B

継
続

（
現

状
維

持
）

（ 再 掲 ）

実
績

値

事
業

の
対

象
小

中
学

校
の

教
職

員
統

合
型

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

、
教

職
員

の
業

務
の

軽
減

と
効

率
化

を
図

る
こ

と
に

よ
り
、
教

職
員

が
児

童
生

徒
と

向
き

合
う
時

間
や

、
教

材
研

究
の

時
間

を
確

保
す

る
。

事
業

の
目

的

年
間

総
勤

務
時

間
の

削
減

2
5

成
果

計
画

値

実
績

値

説
明

等

朝
・
放

課
後

の
打

ち
合

わ
せ

、
会

議
の

削
減

数
（
令

和
3
年

度
比

較
）

教
職

員
一

人
あ

た
り
の

総
勤

務
時

間
の

削
減

時
間

（
令

和
3
年

度
比

較
）

8
△

2
4

会
議

・
打

ち
合

わ
せ

数
の

削
減

指
標

名

時
間

区
分

単
位

2
0

4
0

令
和

4
年

度
種

別

成
果

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

⑥ 課 題 （ Ｃ ） ⑦ 事 業 の 展 開 （ Ａ ）

事
業

の
達

成
状

況
等

を
踏

ま
え

た
課

題
事

項

コ
ロ

ナ
禍

で
あ

っ
た

令
和

３
年

度
と

比
べ

て
教

職
員

一
人

あ
た

り
の

総
勤

務
時

間
数

が
増

え
て

い
る

こ
と

か
ら

、
学

校
行

事
の

見
直

し
や

教
職

員
が

担
う
業

務
を

精
選

す
る

必
要

が
あ

る
。
ま

た
、

シ
ス

テ
ム

導
入

初
年

度
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、

シ
ス

テ
ム

の
活

用
に

不
慣

れ
な

教
職

員
も

い
た

た
め

、
シ

ス
テ

ム
へ

の
理

解
を

深
め

る
取

組
が

必
要

で
あ

る
。

今
後

も
、

シ
ス

テ
ム

活
用

に
関

す
る

研
修

会
や

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
な

が
ら

、
教

職
員

の
業

務
改

善
に

つ
な

が
る

よ
う
、
委

託
業

者
と

の
細

か
な

調
整

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

方
向

性

改
善

・
見

直
し

内
容

令
和

7
年

度
以

降
で

対
応

す
る

も
の

令
和

6
年

度
で

対
応

す
る

（
し

た
）
も

の

１
次

評
価

者

最
終

評
価

者

継
続

（
現

状
維

持
）

現
状

ど
お

り
事

業
を

継
続

す
る

【 履 歴 】

委
託

業
者

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

シ
ス

テ
ム

の
活

用
事

例
等

を
市

内
小

中
学

校
で

情
報

共
有

し
、

業
務

の
効

率
化

を
図

る
。

打
合

せ
事

項
や

回
覧

・
掲

示
物

等
の

デ
ー

タ
化

を
進

め
、
業

務
改

善
を

し
て

い
く
。

⑤ 成 果 （ C )

B
ま

ず
ま

ず
成

果
を

得
た

事
業

実
施

に
よ

り
得

ら
れ

た
成

果
（
誰

に
（
何

に
）
対

し
て

ど
の

よ
う
な

効
果

が
あ

っ
た

か

シ
ス

テ
ム

内
の

機
能

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
打

合
せ

・
会

議
回

数
の

削
減

に
つ

な
が

っ
た

。
ま

た
、

教
職

員
一

人
あ

た
り
の

総
勤

務
時

間
は

令
和

3
年

度
と

比
べ

て
増

加
し

た
が

、
教

職
員

は
シ

ス
テ

ム
内

で
出

退
勤

管
理

を
行

う
た

め
、

正
確

な
在

校
時

間
を

把
握

す
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

。
一

方
、
シ

ス
テ

ム
活

用
に

係
る

研
修

会
を

７
回

実
施

し
、
シ

ス
テ

ム
を

活
用

す
る

こ
と

で
業

務
の

効
率

化
が

図
れ

る
よ

う
努

め
た

が
、
ま

だ
効

果
が

出
る

ま
で

に
至

っ
て

い
な

い
。

④ 指 標 （ Ｃ ）

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

　
学

事
教

職
員

Ｇ
Ｌ
　
加

藤
　
剛

教
育

委
員

会
事

務
局

　
学

校
教

育
課

長
　
武

居
　
政

敏

計
画

値

回

計
画

値

前
年

度
か

ら
の

繰
越

額

当
年

度
の

最
終

予
算

額

次
年

度
へ

の
繰

越
額

0
千

円

3
,8

0
6
千

円

0
千

円

令
和

7
年

度

8
0

1
0

6
0

実
績

値

1
5

1
5

2
0
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令
和

５
年

度
決

算
に

お
け

る
標

準
事

業
評

価
一

覧
表

1
9
1
4
8

0
4

0
1

0
1

特
色

あ
る

学
校

づ
く
り
事

業
（
小

学
校

費
）

教
育

委
員

会
事

務
局

学
校

教
育

課
教

育
支

援
Ｇ

学
校

運
営

協
議

会
別

に
地

域
及

び
学

校
の

中
に

あ
る

共
通

課
題

や
、
教

育
の

課
題

に
つ

い
て

検
討

し
、

地
域

の
教

育
力

を
高

め
、

学
校

教
育

の
改

善
を

推
進

す
る

。
3
,9

0
3

/
3
,7

9
3

学
校

運
営

協
議

会
を

中
心

に
、

地
域

や
学

校
な

ら
で

は
の

創
意

工
夫

を
い

か
し

た
特

色
あ

る
学

校
づ

く
り
を

推
進

し
た

。
ま

た
、
ゲ

ス
ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
を

招
い

て
体

験
学

習
活

動
や

学
力

向
上

な
ど

多
岐

に
わ

た
る

内
容

の
取

組
を

進
め

た
。

A

1
9
1
4
9

0
4

0
1

0
1

特
色

あ
る

学
校

づ
く
り
事

業
（
中

学
校

費
）

教
育

委
員

会
事

務
局

学
校

教
育

課
教

育
支

援
Ｇ

学
校

運
営

協
議

会
別

に
地

域
及

び
学

校
の

中
に

あ
る

共
通

課
題

や
、
教

育
の

課
題

に
つ

い
て

検
討

し
、

地
域

の
教

育
力

を
高

め
、

学
校

教
育

の
改

善
を

推
進

す
る

。
7
6
0

/
7
3
4

学
校

運
営

協
議

会
を

中
心

に
地

域
や

学
校

な
ら

で
は

の
創

意
工

夫
を

い
か

し
た

特
色

あ
る

学
校

づ
く
り
を

推
進

し
た

。
ゲ

ス
ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
を

招
い

て
体

験
学

習
活

動
や

学
力

向
上

な
ど

多
岐

に
わ

た
る

内
容

の
取

組
を

進
め

た
。

A

1
9
1
8
2

0
4

0
1

0
1

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
推

進
事

業
教

育
委

員
会

事
務

局
学

校
教

育
課

学
事

教
職

員
Ｇ

保
護

者
及

び
地

域
住

民
等

が
学

校
運

営
に

参
画

す
る

こ
と

に
よ

り
学

校
教

育
の

充
実

を
図

り
、
地

域
に

開
か

れ
た

信
頼

さ
れ

る
学

校
づ

く
り
を

進
め

る
。

1
,0

6
0

/
8
1
8

定
期

的
に

学
校

運
営

協
議

会
を

開
催

し
、
た

よ
り
を

発
行

す
る

こ
と

で
、
活

動
内

容
等

を
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

A

1
9
0
0
8

0
4

0
1

0
2

施
設

整
備

費
（
小

学
校

費
）

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

総
務

課
教

育
総

務
Ｇ

　
学

習
環

境
及

び
学

校
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
た

め
、
そ

れ
ぞ

れ
の

学
校

状
況

に
応

じ
た

施
設

整
備

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り
、
教

育
の

た
め

の
環

境
づ

く
り
を

推
進

す
る

。
3
7
,0

3
3

/
3
7
,0

0
1

亀
山

東
小

学
校

体
育

館
屋

根
改

修
や

関
小

学
校

防
犯

カ
メ

ラ
改

修
等

、
予

定
し

て
い

た
工

事
を

執
行

し
、
学

校
生

活
環

境
の

向
上

を
図

っ
た

。
Ａ

1
9
0
2
7

0
4

0
1

0
2

施
設

整
備

費
（
中

学
校

費
）

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

総
務

課
教

育
総

務
Ｇ

　
学

習
環

境
及

び
学

校
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
た

め
、
そ

れ
ぞ

れ
の

学
校

状
況

に
応

じ
た

施
設

整
備

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り
、
教

育
の

た
め

の
環

境
づ

く
り
を

推
進

す
る

。
6
1
5

/
6
1
5

中
部

中
学

校
体

育
館

電
源

増
設

工
事

及
び

関
中

学
校

留
守

番
電

話
取

付
工

事
を

執
行

し
、
学

校
生

活
環

境
の

向
上

を
図

っ
た

。
Ａ

1
9
2
7
3

0
4

0
1

0
2

地
場

農
畜

産
物

利
用

推
進

事
業

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

総
務

課
保

健
給

食
Ｇ

学
校

給
食

に
お

け
る

地
産

地
消

を
推

進
し

、
学

校
給

食
の

充
実

を
図

る
た

め
、
市

内
・
県

内
産

の
食

材
を

多
用

し
た

「
か

め
や

ま
っ

子
給

食
」
の

提
供

や
、
安

心
・
安

全
な

学
校

給
食

の
提

供
と

食
育

推
進

に
係

る
研

修
を

実
施

す
る

。
2
9
0

/
2
5
9

市
内

・
県

内
産

の
食

材
を

多
用

し
た

「
か

め
や

ま
っ

子
給

食
」
を

2
2
回

実
施

し
た

。
ま

た
、
給

食
調

理
員

対
象

に
衛

生
管

理
と

調
理

実
習

の
研

修
会

を
2
回

実
施

し
、
研

修
後

は
作

業
工

程
や

調
理

器
具

の
点

検
を

行
い

、
各

学
校

現
場

で
の

改
善

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

A

1
9
0
1
5

0
4

0
1

0
3

体
育

・
文

化
活

動
支

援
事

業
（
小

学
校

費
）

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

総
務

課
教

育
支

援
Ｇ

成
長

期
に

あ
る

児
童

の
豊

か
な

創
造

性
、
情

操
の

涵
養

と
芸

術
文

化
活

動
の

充
実

向
上

と
、
運

動
習

慣
及

び
体

力
の

向
上

を
図

る
。
優

れ
た

音
楽

・
芸

術
を

鑑
賞

す
る

機
会

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、
体

力
向

上
に

係
る

外
部

講
師

を
学

校
へ

派
遣

す
る

。
1
,2

8
9

/
1
,2

0
8

亀
山

市
文

化
会

館
と

連
携

し
専

門
家

を
招

聘
し

合
唱

指
導

の
機

会
や

様
々

な
文

化
公

演
を

行
っ

た
。
ま

た
、
幼

児
や

児
童

の
体

力
向

上
を

め
ざ

し
、
各

園
・
各

校
に

専
門

性
の

あ
る

外
部

講
師

を
派

遣
し

た
。

Ａ

1
9
0
3
0

0
4

0
1

0
3

体
育

・
文

化
活

動
支

援
事

業
（
中

学
校

費
）

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

総
務

課
教

育
支

援
Ｇ

成
長

期
に

あ
る

児
童

の
豊

か
な

創
造

性
、
情

操
の

涵
養

と
芸

術
文

化
活

動
の

充
実

向
上

と
、
運

動
習

慣
及

び
体

力
の

向
上

を
図

る
。
優

れ
た

音
楽

・
芸

術
を

鑑
賞

す
る

機
会

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、
体

力
向

上
に

係
る

外
部

講
師

を
学

校
へ

派
遣

す
る

。
2
9
1

/
2
6
2

亀
山

市
文

化
会

館
と

連
携

し
専

門
家

を
招

聘
し

合
唱

指
導

の
機

会
や

様
々

な
文

化
公

演
を

行
っ

た
。
ま

た
、
幼

児
や

児
童

の
体

力
向

上
を

め
ざ

し
、
各

園
・
各

校
に

専
門

性
の

あ
る

外
部

講
師

を
派

遣
し

た
。

Ａ

1
9
0
3
3

0
4

0
1

0
3

中
学

校
体

験
活

動
支

援
事

業
教

育
委

員
会

事
務

局
学

校
教

育
課

教
育

研
究

Ｇ

中
学

生
期

に
お

け
る

就
労

体
験

や
交

流
学

習
な

ど
の

体
験

活
動

を
通

し
て

、
生

徒
の

社
会

性
な

ど
の

健
全

育
成

を
図

る
。

9
8
0

/
8
9
9

全
て

の
中

学
校

で
就

労
体

験
を

実
施

し
た

。
亀

山
中

学
校

と
岡

山
県

高
梁

中
学

校
と

の
交

流
を

行
っ

た
。

Ａ

事
業

番
号

大 綱

基 本 施 策

施 策 の 方 向

事
業

名
（
評

価
事

業
名

）
目

的
・
概

要
事

業
費

（
予

算
額

/
決

算
額

）
[単

位
：
千

円
]

実
績

・
成

果
成 果

担
当

部
署

52



令
和

５
年

度
決

算
に

お
け

る
標

準
事

業
評

価
一

覧
表

事
業

番
号

大 綱

基 本 施 策

施 策 の 方 向

事
業

名
（
評

価
事

業
名

）
目

的
・
概

要
事

業
費

（
予

算
額

/
決

算
額

）
[単

位
：
千

円
]

実
績

・
成

果
成 果

担
当

部
署

1
9
1
0
5

0
4

0
1

0
3

幼
児

教
育

推
進

事
業

教
育

委
員

会
事

務
局

学
校

教
育

課
教

育
支

援
Ｇ

就
学

前
か

ら
の

一
貫

し
た

教
育

を
実

現
す

る
た

め
、
保

育
所

・
幼

稚
園

・
認

定
こ

ど
も

園
・
小

学
校

・
中

学
校

の
教

職
員

が
連

携
し

、
き

め
細

や
か

な
支

援
体

制
を

整
え

る
。
さ

ら
に

保
幼

認
・
小

間
で

の
交

流
活

動
や

情
報

共
有

を
行

う
た

め
の

取
組

を
推

進
す

る
。

2
,0

8
0

/
1
,7

7
6

保
幼

認
小

間
の

切
れ

目
の

な
い

教
育

を
め

ざ
し

、
教

職
員

が
連

携
し

、
情

報
共

有
す

る
こ

と
で

、
き

め
細

や
か

な
支

援
体

制
を

整
え

た
。

各
園

の
若

年
職

員
等

の
指

導
の

た
め

の
園

訪
問

や
研

修
会

を
行

っ
た

。

Ａ

1
9
1
0
6

0
4

0
1

0
3

教
職

員
研

修
事

業
教

育
委

員
会

事
務

局
学

校
教

育
課

教
育

研
究

Ｇ

基
礎

的
な

学
力

の
向

上
や

学
ぶ

意
欲

を
高

め
る

た
め

、
教

師
の

指
導

力
を

向
上

さ
せ

、
授

業
改

善
や

学
習

規
律

の
確

立
の

取
組

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、
教

職
員

研
修

を
充

実
す

る
。

1
,4

3
0

/
1
,0

9
5

基
本

研
修

を
1
2
回

、
授

業
力

向
上

研
修

を
1
6
回

、
教

育
課

題
別

研
修

を
1
4
回

開
催

し
た

。
各

校
へ

の
外

部
講

師
や

市
教

推
各

研
究

部
の

講
師

を
計

画
的

に
派

遣
し

、
教

職
員

の
主

体
的

な
研

修
を

支
援

し
た

。
Ａ

1
9
2
7
1

0
4

0
1

0
3

道
徳

・
人

権
教

育
推

進
事

業
教

育
委

員
会

事
務

局
学

校
教

育
課

教
育

研
究

Ｇ

道
徳

教
育

や
様

々
な

体
験

活
動

を
通

し
て

、
心

の
発

達
・
規

範
意

識
の

醸
成

・
問

題
行

動
の

未
然

防
止

に
取

り
組

む
。
学

校
に

お
け

る
人

権
教

育
に

関
す

る
指

導
方

法
の

改
善

及
び

充
実

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

実
践

的
な

研
究

を
実

施
し

、
人

権
教

育
の

一
層

の
推

進
を

図
る

。

4
9
0

/
3
4
7

差
別

事
象

の
把

握
や

人
権

・
道

徳
に

関
わ

る
各

校
へ

の
助

言
等

、
従

来
の

取
組

に
加

え
、
亀

山
市

人
権

教
育

推
進

協
議

会
の

組
織

体
制

の
確

立
、
県

の
人

権
校

育
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
事

業
を

受
け

、
研

究
指

定
し

た
中

学
校

区
と

県
立

学
校

が
協

働
し

て
人

権
教

育
の

実
践

研
究

を
進

め
た

。

A

1
9
1
3
2

0
4

0
1

0
4

子
育

て
学

習
展

開
事

業
教

育
委

員
会

事
務

局
生

涯
学

習
課

社
会

教
育

Ｇ

家
庭

・
地

域
の

教
育

力
の

向
上

を
図

る
た

め
に

、
保

護
者

に
対

し
て

学
び

の
機

会
を

提
供

し
、
子

ど
も

を
見

守
る

祖
父

母
世

代
、
ま

た
、
子

ど
も

の
育

み
を

地
域

全
体

で
支

え
て

い
く
学

び
の

仕
組

み
づ

く
り
を

進
め

る
。

9
1
7

/
6
5
2

保
育

園
等

に
お

い
て

、
保

護
者

対
象

の
家

庭
教

育
出

前
講

座
を

行
っ

た
。
ま

た
、
小

中
学

校
で

は
、
家

庭
・
地

域
の

教
育

力
事

業
と

し
て

、
家

庭
で

の
学

習
に

関
す

る
指

導
・
啓

発
に

関
す

る
講

演
を

実
施

し
た

。
A

1
9
1
1
1

0
4

0
1

0
5

適
応

指
導

教
室

事
業

教
育

委
員

会
事

務
局

学
校

教
育

課
教

育
研

究
Ｇ

市
内

小
中

学
校

に
お

け
る

不
登

校
児

童
生

徒
の

保
護

者
に

対
す

る
相

談
及

び
児

童
生

徒
の

学
習

・
生

活
指

導
等

の
支

援
を

図
る

。
1
1
,0

3
0

/
1
0
,9

6
7

適
応

指
導

教
室

で
児

童
生

徒
と

保
護

者
へ

の
相

談
を

行
っ

た
。

教
職

員
の

ス
キ

ル
向

上
の

た
め

、
研

修
会

を
開

催
し

た
。
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く
り
の

た
め

に
「
か

め
っ

子
サ

ポ
ー

ト
」
に

委
託

し
体

制
強

化
を

図
っ

た
。

Ａ

1
9
1
1
6

0
4

0
1

0
5

生
徒

指
導

充
実

事
業

教
育

委
員

会
事

務
局

学
校

教
育

課
教

育
研

究
Ｇ

生
徒

指
導

で
は

、
問

題
行

動
が

複
雑

化
・
多

様
化

し
対

応
・
解

決
が

一
層

困
難

な
事

例
も

出
て

き
て

い
る

。
そ

の
た

め
に

は
、

個
々

の
児

童
生

徒
の

実
態

把
握

や
い

じ
め

そ
の

他
の

問
題

行
動

の
予

防
と

対
策

を
図

る
。

2
,0

5
0

/
1
,9

1
0

学
校

か
ら

の
要

請
に

よ
り
、
指

導
主

事
や

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

。
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

を
学

校
に

派
遣

し
、

児
童

生
徒

の
心

の
ケ

ア
や

関
係

機
関

と
の

連
携

を
進

め
た

。
Ａ

1
9
2
5
9

0
4

0
1

0
5

特
別

支
援

教
育

推
進

事
業

教
育

委
員

会
事

務
局

学
校

教
育

課
教

育
研

究
Ｇ

発
達

障
が

い
を

含
む

全
て

の
障

が
い

の
あ

る
幼

児
児

童
生

徒
の

特
別

支
援

教
育

を
総

合
的

に
推

進
す

る
。

3
3
6

/
3
3
1

亀
山

市
教

育
支

援
委

員
会

を
年

間
4
回

開
催

し
、

特
別

支
援

学
校

や
特

別
支

援
学

級
、
通

級
指

導
教

室
な

ど
、
個

に
応

じ
た

学
び

の
場

へ
の

就
学

に
つ

い
て

、
就

学
先

の
決

定
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
A

1
9
2
8
6

0
4

0
1

0
5

外
国

人
児

童
生

徒
教

育
支

援
事

業
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
総

務
課

教
育

支
援

Ｇ

教
室

で
学

習
を

進
め

る
上

で
言

語
、
学

習
内

容
に

十
分

理
解

で
き

ず
、
学

校
生

活
に

も
困

難
を

き
た

す
外

国
人

児
童

生
徒

へ
の

学
習

・
生

活
支

援
や

助
言

を
行

う
と

と
も

に
保

護
者

へ
の

支
援

や
相

談
体

制
も

整
え

る
。

2
,9

9
0

/
2
,8

3
6

外
国

人
児

童
生

徒
の

い
る

学
校

へ
外

国
人

児
童

生
徒

支
援

員
の

配
置

と
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

派
遣

を
行

っ
た

。
就

学
前

の
幼

児
や

保
護

者
に

向
け

て
プ

レ
ス

ク
ー

ル
を

開
催

し
た

り
、
中

学
校

卒
業

後
の

進
路

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

開
催

し
た

り
し

た
。

A

1
9
0
9
9

0
4

0
1

0
6

青
少

年
健

全
育

成
費

教
育

委
員

会
事

務
局

生
涯

学
習

課
社

会
教

育
Ｇ

青
少

年
の

健
全

育
成

の
た

め
、
家

庭
・
学

校
・
地

域
に

お
い

て
、

青
少

年
が

安
全

か
つ

心
豊

か
に

成
長

で
き

る
社

会
環

境
づ

く
り
を

行
う
。

4
,7

1
0

/
3
,9

5
1

令
和

5
年

8
月

2
3
日

～
2
5
日

に
青

少
年

体
験

活
動

サ
マ

ー
キ

ャ
ン

プ
を

実
施

し
た

他
、
各

社
会

教
育

団
体

の
事

業
の

サ
ポ

ー
ト
及

び
補

助
金

を
交

付
手

続
き

を
行

っ
た

。
Ａ
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令
和

５
年

度
決

算
に

お
け

る
標

準
事

業
評

価
一

覧
表

事
業

番
号

大 綱

基 本 施 策

施 策 の 方 向

事
業

名
（
評

価
事

業
名

）
目

的
・
概

要
事

業
費

（
予

算
額

/
決

算
額

）
[単

位
：
千

円
]

実
績

・
成

果
成 果

担
当

部
署

1
9
1
0
0

0
4

0
1

0
6

青
少

年
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
費

教
育

委
員

会
事

務
局

生
涯

学
習

課
社

会
教

育
Ｇ

日
常

の
パ

ト
ロ

ー
ル

活
動

及
び

、
関

係
機

関
と

の
連

絡
調

整
等

を
行

い
、
当

市
に

お
け

る
青

少
年

の
非

行
防

止
や

環
境

浄
化

活
動

に
努

め
る

。
1
3
,7

2
0

/
1
3
,1

6
4

補
導

員
に

よ
り
児

童
・
生

徒
の

登
下

校
時

等
の

パ
ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

、
不

審
者

情
報

な
ど

に
つ

い
て

、
迅

速
に

特
別

パ
ト
ロ

ー
ル

対
応

と
し

た
。
ま

た
、
各

地
域

の
非

行
防

止
部

会
等

と
合

同
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

た
。

Ａ

1
9
1
0
1

0
4

0
1

0
6

二
十

歳
の

集
い

開
催

費
教

育
委

員
会

事
務

局
生

涯
学

習
課

社
会

教
育

Ｇ

二
十

歳
の

集
い

開
催

に
よ

り
青

少
年

の
社

会
人

と
し

て
の

自
立

を
促

す
。

6
0
0

/
5
4
3

令
和

6
年

1
月

7
日

に
「
二

十
歳

の
集

い
」
を

開
催

し
、

青
少

年
の

社
会

へ
踏

み
出

す
第

一
歩

の
き

っ
か

け
づ

く
り
に

寄
与

し
た

。
Ａ

1
9
2
8
9

0
4

0
1

0
6

青
少

年
自

立
支

援
事

業
教

育
委

員
会

事
務

局
生

涯
学

習
課

社
会

教
育

Ｇ

青
少

年
の

社
会

的
自

立
の

支
援

を
実

施
す

る
た

め
、
公

認
心

理
士

資
格

を
持

っ
た

支
援

員
を

配
置

し
、
ひ

き
こ

も
り
や

ニ
ー

ト
等

の
悩

み
を

持
つ

青
少

年
に

対
す

る
相

談
や

自
立

に
向

け
た

支
援

活
動

を
行

う
。

4
,5

6
6

/
4
,5

0
0

支
援

員
に

よ
る

地
域

・
学

校
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
た

活
動

に
よ

り
、
青

少
年

の
相

談
や

自
立

に
向

け
た

支
援

を
行

っ
た

。
A

1
9
0
4
7

0
5

0
2

0
1

婦
人

団
体

育
成

費
教

育
委

員
会

事
務

局
生

涯
学

習
課

社
会

教
育

Ｇ

女
性

の
活

躍
の

場
や

家
庭

生
活

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
地

域
社

会
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
、
団

体
の

活
動

を
支

援
す

る
。

8
9
0

/
8
0
0

会
員

の
心

身
の

健
康

づ
く
り
や

会
員

相
互

の
交

流
・
親

睦
を

図
る

「
な

で
し

こ
健

康
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

」
の

実
施

や
明

る
く
住

み
よ

い
ま

ち
づ

く
り
を

推
進

す
る

た
め

、
地

域
に

根
差

し
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
取

り
組

ん
だ

。
Ａ
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４ 学識経験者による評価 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第２項の規定に基づき、教

育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るため、２名の学識経験者から意

見をいただきました。 

【意見をいただいた学識経験者】 

  宮
みや

﨑
ざき

 つた子
こ

氏（三重県立看護大学小児看護学教授） 

  廣島
ひろしま

 朗
あきら

氏（三重県立亀山高等学校校長） 

 

（１）各施策に対する意見 

別紙一覧のとおりです。 

（２）総括意見 

令和４年度に策定された第２次亀山市総合計画後期基本計画に基づき、施

策の大綱、基本施策等に位置付けられた各事業が実施された。その進捗状況

は、令和５年５月にようやく新型コロナウイルス感染症の制限が緩和され、

以前の活動に戻す雰囲気がでてきた。一方、数年続いた感染症の影響で見え

てきた問題や課題については、今後も数年間は注視していく必要がある。そ

のような中で、亀山市の様々な工夫や取組を活かし、また、不易と流行の視

点での事業改善、スクラップ＆ビルドの考え方と効率的で効果的なあり方に

対する精査を行いつつ、子ども達の育ちと学びのために、さらなる取組や支

援を模索していただきたい。 

次に、基本施策「学びによる生きがいの創出」については、市民アンケート

結果にて令和２年度調査よりも重要度と満足度が向上し、順調に取組の成果

が出ており、市民の関心と生涯学習意識が高まっていると思われる。誰もが

参加できる学びの環境として市民向けの多種多様な講座を実施している中央

公民館活動推進事業、ＳＮＳ等での情報発信やＩＣＴ利活用の最新技術学習

など、効果的で興味関心の高いテーマで実施されているかめやま人キャンパ

ス等、今後も、市民に広く周知し、市民の学びたいと思う多彩な講座の開講

と継続、また養成講座の修了者のリカレント教育なども検討し、地域課題の

解決に繋がることを願う。 

また、基本施策「子どもたちの豊かな学びと成長を支える環境の充実」に

ついては、それぞれの施策の方向ごとに次のとおりである。 

「学びを支える温かさあふれる学校づくり」については、保護者や地域住

民等が学校運営に参画し、体験学習や交流活動を通じて成果を上げている。

特に、放課後子ども教室に参画した地域ボランティアの延べ人数は、目標値

（計画値）をはるかに超えている状況である。一方、支援者の高齢化や人材

不足の課題は否めない状況であり、今後、数年先も考慮して、協力していた

だける人材の確保にむけ、実践活動を周知して理解協力を促していくことも

55



大切である。 

「学びの環境の充実」については、長寿命化計画が策定された中で、児童

生徒が安全に安心して学習活動に取り組めるよう、環境整備は計画的に、具

体的な時期を示して着手する必要がある。加えて、施設や設備が整っている

満足度が低下しているため、要求の高まりからくるものではあるものの、今

後も丁寧な説明を行いながら進めていく必要がある。中学校全員喫食制給食

実施事業については、物価高騰などの課題等により当初からの計画変更もあ

ったが、今後も地域や保護者の理解を得ながら、生徒の要望を踏まえた給食

が着実に実現できるよう進めていくことを期待する。 

「希望を持って新しい時代に活躍できる子どもの育成」については、学校

評価アンケートの授業満足度の上昇が示すとおり、学力向上推進計画に基づ

く学力向上に向けた具体的な取組や「全国学力・学習状況調査」、「みえスタ

ディ・チェック」の結果分析が実施され、教職員のさらなる意識改革と個々

の教職員の意欲向上にも繋がると考えられる。加えて、ＧＩＧＡスクール構

想で整備された端末を効果的に利用するなど、更なる授業理解度向上に繋げ

られることを期待する。 

「家庭・地域の教育力の向上」については、「かめやまお茶の間１０選（実

践）」を６割を超える保護者が取り組んだと回答しており、また「亀山っ子」

市民宣言の目指す子ども像については、アンケート調査で実感があると回答

した割合が年々上昇している。これらの取組は、家庭や地域の意識の醸成に

なり、地域全体で子どもたちの学びの基礎力・教育力の向上に繋がる重要な

活動であると感じられ、その周知定着するための活動を推進していく必要が

ある。 

「一人ひとりの学びを支えるきめ細かな教育の推進」については、特別な

支援を必要とする児童生徒が増加し、支援の内容も多様化している中で、児

童の実態把握を丁寧に行い、個々の状況に応じた適切な支援を個の学び支援

事業として実施しており、インクルーシブ教育の視点からも非常に重要な意

味があると思われる。また、にじいろノートの継続活用や個別の指導計画の

活用を通して、支援情報が確実に引き継がれる仕組みが確立できており、ど

の児童生徒も切れ目なく支援が行われていることは保護者にとっても大きな

安心に繋がっていると思われる。加えて、長期欠席者や外国人児童生徒を含

む生活困窮者の自立支援など、個々に応じてきめ細かく対応し、学校評価ア

ンケートでは、学校満足度が中学校で若干下がったものの９０％を超える高

い満足を得られている。さらなる目標達成に向け阻害要因を分析し、改善に

向け迅速に着手されるよう期待する。 
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教育委員会の事務に関する点検・評価　意見記入シート（宮﨑つた子氏）

施策の大綱 基本施策 施策に対する意見 施策の方向 区分 事業名 課グループ名 施策の方向（事業）に対する意見

健康で生きがいを持てる
暮らしの充実

学びによる生きがいの創
出

　　誰もが学べる機会提供の充実に向けて「地域課題の解決に生か
せる学びの展開」「市民活動の展開」「誰でも学べる環境づくり」の施
策については、市民アンケートの結果がいずれも令和２年度調査次
(現状値）よりも重要度および満足度が上昇しており、市民の関心と
生涯学習意識が高まっていると思われます。これらは、誰もが参加
できる学びの環境として市民向けの多種多様な講座を実施している
中央公民館活動推進事業や市民が活躍できる人材の育成事業の
取り組みおよび実績値からも施策の方向性は適切に事業展開に結
びつくものになっていると思われます。今後も、市民に広く周知する
と共に市民の学びたいと思う多彩な講座の開講と継続、養成講座の
修了者のリカレント教育なども検討し、地域課題の解決につながるこ
とを願っています。

　

地域課題の解決に生かせる学び
の展開

主要 地域の学び推進事業 生涯学習課社会教育Ｇ

　地域の学び推進事業として、誰もが参加できる学びの環境として「中央公民館活動推進事業」では学び
の入口として市民向けの多種多様な講座を実施されています。また、市民が活躍できる人材の育成で
は、第２期のかめやま人キャンパスを学ぶ内容が深まっていくステップアップ方式のカリキュラム「まちのイ
ンフルエンサー」「まちのせんせい」養成講座の初年度として取り組みや支援がなされております。地域の
学び推進事業として、市民一人ひとりが学びを通して新たな生きがいを得るための機会が提供できている
と思います。
　事業の実施状況では、中央公民館活動事業として中央講座の開催が132回、出前教室の開催が86回と
その活動実績からもその内容の充実は評価できます。また、「かめやま人キャンパス展開事業」は、３年を
１期とした初年度として、かめやま人キャンパス講座を1５回開催されており、その結果、修了者１7名をか
めやま人として認定するなど、学びを通した生きがいづくりと、地域課題の解決に取り組む人材の育成・確
保につなげることができています。
　昨年度（令和４年度）は新型コロナウイルス感染症の影響が大きく、公民館・かめやま人キャンパス・行政
出前講座の受講者数の実績値は、計画値の3割にも達していませんでしたが、令和５年度は安定した生
涯学習講座を展開できており、受講者数は計画値を大幅に超えるなど、その成果は情報発信の方法の
工夫、きめ細やかな広報活動、講座内容の充実などの多要素の努力が成果につながっていると高く評価
できます。
　今後も各講座内容の更なる充実を図っていくなど、魅力ある講座を展開し、広く市民が学べる事業展開
を引き続きお願いしたいと思います。また、毎年認定されるかめやま人育成後のフォローアップやリカレン
ト教育、サポート支援をしていただきながら安定した体制の構築を期待しています。

主要 放課後子ども教室推進事業 生涯学習課社会教育Ｇ

  「放課後子ども教室」は、全ての就学児童が放課後を地域の中で子どもが安心して過ごすことができる
居場所づくりのため、重要な事業であると思います。地域で子どもの体験学習や地域の大人の交流活動
を通じて、地域の中で子どもが育まれる居場所の提供にもなっています。実施にあたっては、各小学校の
実情に応じ可能な範囲で教室を実施することで、全小学校区で実施することができています。
　また、活動実績では、開催回数1,329回、放課後子ども教室に参加した児童の延べ人数（年間）16,166
人と目標値（計画値）を超える実績でした。特に、放課後子ども教室に参画した地域ボランティアの延べ
人数（年間）は6,224人と目標値（計画値）をはるかに超えており、事業目的からも素晴らしい成果だと思い
ます。ただし、延べ人数での実績のため、特定の地域ボランティアさんの参画による実績であった側面も
あり、数年先も考慮して、今後も多くの地域ボランティアさんの参画を促していただき、運営に関わる人の
高齢化や人材不足の課題など、引き続き検討していただきたいと思います。
 

標準 特色ある学校づくり事業（小学校費） 学校教育課教育支援Ｇ

標準 特色ある学校づくり事業（中学校費） 学校教育課教育支援Ｇ

標準 コミュニティスクール推進事業 学校教育課学事教職員Ｇ

主要 学校施設長寿命化計画策定事業 教育総務課教育総務Ｇ

主要 中学校デリバリー給食実施事業 教育総務課保健給食Ｇ

主要 中学校全員喫食制給食実施事業
教育総務課教育総務Ｇ
教育総務課保健給食G

標準 施設整備費（小学校費） 教育総務課教育総務Ｇ

標準 施設整備費（中学校費） 教育総務課教育総務Ｇ

標準 地場農畜産物利用推進事業 教育総務課保健給食Ｇ

希望をもって新しい時代に活躍で
きる子どもの育成

主要 学力向上推進事業 学校教育課教育支援Ｇ

  全教職員への研修会、教職員経験の浅い教員への研修機会、国語科共通テスト等が実施されていま
す。運動部活動支援員の派遣では、運動部活動支援員として5名の登録があり、累計395回実施するな
ど、指導力の向上と授業改善につなげる取り組みが実施されており、計画値を大きく上回っています。
  このように、教職員への学力向上研修会の開催や運動部支援員を派遣し教職員の時間を確保したこ
と、「全国学力・学習状況調査」と「みえスタディ・チェック」の結果を分析し報告は、各校および個々の教
職員の意欲向上のためにも重要だと思います。「全国学力・学習状況調査」と「みえスタディ・チェック」の
結果より、全国・県平均を下回る「読む力、読み取る力」の領域で全国、県平均に比べて小中学校ともに
課題はあるが、これらは、教員の授業力向上だけでは解決できない要因もあるように感じています。学校
での学習を個々の児童・生徒自身が主体的に取り組めているのか、この教科が好きだと思えているか、学
力向上に繋がる様々な影響要因も合わせて検討していくことが大切だと思います。限られた支援やアプ
ローチに留まらず、日常生活の中で本に親しんだり、人の話を聞けるなど、「確かな学力」の向上を目指し
て、引き続き学校と家庭、地域と連携を取りながら、あらゆる側面からの学習支援活動をお願いしたいと思
います。
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  特色ある学校づくり事業では、小学校・中学校ともに、学校運営委員会を中心に特色ある学校づくりを
推進されています。特にゲストティーチャーを招いての体験学習などの取り組みは児童・生徒にとって大
きな学びの機会になったと思われます。引き続き、地域の歴史や文化がもつ亀山市の教育力が学校の中
で発揮されることを期待します。
　「コミュニティ・スクール」は、各学校が地域や保護者等と連携した特色ある学校づくりといえます。各学
校の実践を資料（たより）にまとめて発行するなど、各学校運営に対する支援がうかがえます。

  学校施設長寿命化計画策定事業は、限られた予算の中で、小中学校施設の老朽化等を適切に把握
し、修繕、改善等の優先順位を制定するなど、中長期的な計画が策定に取り組まれていると思われます。
　デリバリー給食実施事業は、心身の成長が著しい中学生に対し、栄養バランスの考えられた昼食を提供
するため、委託業者との打合せと新メニューの取り入れにより、献立内容の改善を図りながら年間181回の
実施がされました。また、生徒対象のアンケートにおける肯定的回答の割合も計画値を上回っています。
しかし、数値の上昇だけで評価するのではなく、生徒自らの食に対する関心が高まっているのか、食行動
の改善や規則正しい食習慣が身についている、その実態と本事業を合わせて検討していくことが大切と
思います。
　中学校全員喫食制給食実施事業については、物価高騰などの課題等がある中で、当初からの計画変
更もあったが実施に係る基本的な計画を策定されています。
　施設整備に関しては、予定していた改修工事が執行されており、学校生活の環境の向上が図られたと
思います。給食調理員さんへの研修後は作業工程や調理器具の点検がなされております。今後も安心・
安全な学校給食の充実のために、研修後に限らず定期的な環境点検、衛生管理行動の徹底などがが重
要と思います。

　子育てと子どもの成長を支える環境の充実の施策の大綱、その基
本施策の子どもたちの豊かな学びと成長を支える環境の充実 は、
地域での体験学習や地域の大人の交流活動を通じて、地域の中で
子どもが育まれる居場所の提供にも繋がっています。「放課後子ど
も教室」は感染症で一部中止の期間や教室があったが、全小学校
区で実施することができていることも素晴らしいと思います。特に、
放課後子ども教室に参画した地域ボランティアさんの延べ人数（年
間）が目標値（計画値）をはるかに超えており、事業目的からも大き
な成果だと思います。しかし、運営に関わる支援者の高齢化や人材
不足の課題は否めなく、今後は、数年先も考慮して、多くの地域ボ
ランティアさんの参画を促していただき、運営に関わる人の高齢化
や人材不足の課題なども継続して検討していただけたらと思いま
す。
　亀山市が市内小中学校全校で開始している「コミュニティ・スクー
ル」は、各学校が地域や保護者等と連携した特色ある学校づくりと
いえます。また、各学校の実践資料（たより）の発行は、地域や保護
者との連携にも繋がっていると思います。
　デリバリー給食実施事業は、心身の成長が著しい中学生に対し、
栄養バランスの考えられた昼食を提供するため、昼食の提供を実施
してもらっています。中学校全員喫食制給食実施事業については、
物価高騰などの課題等がある中で、当初からの計画変更もありまし
たが、実施に係る基本的な計画を策定されて当該事業の方向性が
示されています。
　児童生徒の学力の向上の目的に、教職員研修や中学校への運
動部支援員を派遣なども継続的に実施されています。このように学
力向上推進計画を策定し、学力向上に向けた具体的な取り組みや
結果を分析・報告は、今後の教職員のさらなる意識改革と個々の教
職員の意欲向上にも繋がると考えます。
　個の学び支援事業では、特別な支援を必要とする児童・生徒が増
加している状況が背景にあり、支援が必要な児童・生徒や別室での
個別対応が必要な児童・生徒など、支援の内容も多様化していま
す。そのような中、児童の実態把握を丁寧に行い、個々の状況に応
じた適切な支援を実施する本事業は、インクルーシブ教育の視点か
らも非常に重要な意味があると思われます。
　亀山市は、０歳児からのにじいろノートの継続活用、個別の指導計
画を活用し、適切な支援を継続するとともに、支援情報が確実に引
き継がれる仕組みが確立できております。個別の指導計画等を作
成し引継ぎができている児童・生徒の割合は100％と、どの児童・生
徒も切れ目なく支援が行われていることは保護者にとっても大きな
安心に繋がっていると思います。
  「亀山っ子」市民宣言や亀山市オリジナルの「かめやまお茶の間
10選（実践）」などの取り組みは、家庭や地域の意識の醸成になり、
地域全体で子どもたちの学びの基礎力・教育力の向上に繋がる重
要な活動であると感じています。
　数年続いた新型コロナウイルス感染症の影響で、本来様々な交流
事業等を通して多方面から学ぶべき年齢に交流の機会や出会える
機会が制限されていた問題や課題が、今後も数年間は注視してい
く必要があると考えます。亀山市の様々な工夫や取り組みを活か
し、事業計画の実施や実績値には見えない子ども達の姿を施策の
方向性と合わせて丁寧に、そして根気よく確認しながら、子ども達の

学びを支える温かさあふれる学校
づくり

学びの環境の充実
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教育委員会の事務に関する点検・評価　意見記入シート（宮﨑つた子氏）

施策の大綱 基本施策 施策に対する意見 施策の方向 区分 事業名 課グループ名 施策の方向（事業）に対する意見

主要 学校図書館支援事業 学校教育課教育研支援Ｇ

主要 GIGAスクール構想推進事業 学校教育課教育研究Ｇ

主要 英語教育推進事業 学校教育課教育支援Ｇ

  英語教育推進事業では、ALT（JET・派遣委託）は5名を任用し、児童生徒は、授業や休み時間におい
てもネイティブな英語に触れる貴重な機会が提供できています。英語デイキャンプでは22名の児童が参
加するなど、限られた人数でも小学生が楽しく英語に親しむ機会を提供できていると思います。中学校で
の英語試験や共通テストでは、生徒の総合的な英語力を把握し課題を見つける機会になったと思わる
が、CEFR A1レベル相当以上を達成した中学生の割合が目標値には達していない現状などからも、今後
は授業改善と合わせて、生徒自ら「授業が理解できた」と思えることが大切と思います。

標準 体育・文化活動支援事業（小学校費） 学校教育課教育支援Ｇ

標準 体育・文化活動支援事業（中学校費） 学校教育課教育支援Ｇ

標準 中学校体験活動支援事業 学校教育課教育研究Ｇ

標準 幼児教育推進事業 学校教育課教育支援Ｇ

標準 教職員研修事業 学校教育課教育研究Ｇ

標準 道徳・人権教育推進事業 学校教育課教育研究Ｇ

家庭・地域の教育力の向上 標準 子育て学習展開事業 生涯学習課社会教育Ｇ

  保育園では保護者対象の出前講座、小中学校では、家庭での学習に関する指導・啓発に関する講演
の実施などがなされていたと思います。亀山市では日々、子どもと保護者（家庭）に対して生活習慣の確
立の大切さや亀山市オリジナルの「かめやまお茶の間１０選（実践）」、子どもの自己肯定感の向上を図る
ための関わりがなされており、その関わりも重要な子育て学習支援だと感じています。今後も家庭や地域
の意識の醸成をはかり、地域全体で子どもたちの学びの基礎力向上に繋がる取り組みを継続していただ
きたいと思います。
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　学校図書館支援事業では、年度計画に沿って、学校図書館情報システムの運用・管理や学校司書、図
書館活用アドバイザーを配置し、各校に月1,2回程度、14校に計168日派遣がされています。さらに、読書
リレーを幼稚園4園と小学校低学年を対象に10週間程度実施、読書チャレンジを市内全保育所・幼稚
園、全小学校で実施しています。しかし、昨年度評価と同様に、配置数や活動実績数で児童・生徒の主
体的な読書習慣の確立につながっていると判断するのはやや不安があります。これらの事業実績数と「児
童生徒の読書習慣の確立、読書の質の向上、家庭における読書習慣の定着」とはイコールではありませ
ん。この取り組みが、近い将来の学力向上推進事業の「読む力」にも大きく影響する大切な事業のため、
引き続き、学校と家庭、地域と連携を取りながらあらゆる側面からの支援をお願いしたいと思います。
　 GIGAスクール構想推進事業では、国が示したロードマップに沿った環境の整備を行うとともに、教員の
ICTを使った授業の指導力向上を図り、子どもたちの情報活用能力を育成する事業として進めてもらって
います。また、これらの事業は端末等の更新時期も早く、予算的にも大きな部分であると思います。さらに
ICT活用や情報モラル教育（生成AIの進歩）内容も、その時代、その年度、児童・生徒の年齢にあった内
容を吟味しながら強化していく必要があります。子ども達、保護者に対しても適切な取り扱いを示せる準備
が学校・教員共に必要だと思います。 ICTや情報関連のスピードに合わせた正しい活用方法を教授する
ためにも、新たな視点とスピード感で常に確認・検討を続けていただけるようにお願いいたします。

  体育・文化活動支援事業、体育・文化活動支援事業、中学校体験活動支援事業、道徳・人権教育推進
事業等ともに目的にそった事業が実施できていると思います。中学校体験活動支援事業では体験や交
流が実施できているが、特徴的な体験内容等が明記されていなかったのが残念でした。幼児教育推進事
業では、保幼認と小間での情報共有は、就学前からの切れ目のない教育支援として重要であり、亀山市
のきめ細やかな支援体制の大きな特徴ともいえると思います。教職員研修事業では多くの研修を実施さ
れているが、実施回数にとどまらず、研修後の個々の教員の授業力向上の自己分析などと合わせて総合
的に評価をしていくことが児童・生徒の学力向上のためにも重要と思います。

子どもたちの豊かな学び
と成長を支える環境の充

実

子育てと子どもの成長を
支える環境の充実

方向性と合わせて丁寧に、そして根気よく確認しながら、子ども達の
育ちと学びのために、さらなる取り組みや支援を模索していただきた
いと思います。引き続き、学校・家庭・地域と連携・協力しながら誰
ひとり取り残さない学びの展開とその構築に取り組んでいただく事を
願っております。

希望をもって新しい時代に活躍で
きる子どもの育成
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教育委員会の事務に関する点検・評価　意見記入シート（宮﨑つた子氏）

施策の大綱 基本施策 施策に対する意見 施策の方向 区分 事業名 課グループ名 施策の方向（事業）に対する意見

主要 個の学び支援事業（小学校） 学校教育課学事教職員Ｇ

主要 個の学び支援事業（中学校） 学校教育課学事教職員Ｇ

主要 生活困窮者自立支援事業（学習支援事業） 学校教育課教育支援Ｇ

主要 少人数教育推進事業 学校教育課学事教職員Ｇ

主要 校務支援システム事業 学校教育課学事教職員Ｇ

標準 適応指導教室事業 学校教育課教育研究Ｇ

標準 生徒指導充実事業 学校教育課教育研究Ｇ

標準 特別支援教育推進事業 学校教育課教育研究Ｇ

標準 外国人児童生徒教育支援事業 学校教育課教育支援Ｇ

標準 青少年健全育成費 生涯学習課社会教育Ｇ

標準 青少年総合支援センター費 生涯学習課社会教育Ｇ

標準 二十歳の集い開催費 生涯学習課社会教育Ｇ

標準 青少年自立支援事業 生涯学習課社会教育Ｇ

市民力・地域力の活性化
市民参画・交流活動の促
進と協働の推進

市民活動の活性化と協働の
推進

標準 婦人団体育成費 生涯学習課社会教育Ｇ
  現状の取り組みについては評価できます。将来的には「婦人団体」として取り上げる必要がないような社
会・文化になるべきと考えます。
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　青少年健全育成費、青少年総合支援センター費、二十歳の集い開催費は適切な事業開催等の支援と
して実施がなされていると思います。青少年自立支援事業においては、支援員による地域や学校など関
係機関と連携した活動により、青少年に対する支援を推進できていると思います。今後は、社会的自立支
援の必要な対象数や支援後の動向についても実態把握をしながら中長期的に評価をしていく事が大切と
思われます。

一人ひとりの学びを支えるきめ細
かな教育の推進

　個の学び支援事業（小学校・中学校）は、特別な支援を必要とする児童が増加している状況が背景にあ
ります。基礎疾患や医療的ケアが必要な児童・生徒、別室での個別対応が必要な児童・生徒など、支援
の内容も多様化しています。そのような中、児童・生徒の実態把握を丁寧に行い、個々の状況に応じた適
切な支援を実施する本事業は、インクルーシブ教育の視点からも非常に重要な意味があると思われま
す。亀山市は、０歳児からのにじいろノートの継続活用、個別の指導計画を活用し、適切な支援を継続す
るとともに、支援情報が確実に引き継がれる仕組みが確立できております。個別の指導計画等を作成し引
継ぎができている児童・生徒の割合が100％と、どの児童・生徒も切れ目なく支援が行われていることは保
護者にとっても大きな安心に繋がっていると思います。また、学校満足度調査で保護者の満足度が中学
校では目標値に及ばないものの高評価を維持しています。限られた環境下で支援の内容も多様化してい
る現状から、すべての要望や希望を達成するのは非常に難しいと思いますが、今後も個々の児童・生徒
の状況に沿った支援を継続していただきますようにお願いします。
　特別な支援を必要とする児童・生徒が安心安全に学校生活を送ることができるように、小学校では、介
助員さんを42人、生活支援員さんを2人、学習生活相談員さんを8人、看護師さんを2人の配置、中学校で
は、介護員さん7人、学習生活相談員さんを3人配置できており、人材確保にとてもご苦労があったことと
推察できます。この配置実績や保護者の満足度からみても、特別な支援を必要とする児童・生徒が、安心
安全に、かつ自立した学校生活を送ることができていると高く評価できると思います。今後は、特別な支援
が必要な児童・生徒が公立学校に増えることが予想されるため、配置されている専門職が適切に対応で
きるスキルや資質の向上がはかれる研修の機会、少人数専門職種の悩みや不安相談に対応できるアド
バイザー的人材を育成・確保していくことも必要になってくると思われます。
　生活困窮者自立支援事業（学習支援事業）では、講師・スタッフの登録・配置が受講者数に応じた人数
を配置することができ、毎週土曜日の通常開催に加えて、テスト対策教室、夏休みお試し体験教室など、
合計171回の開催は目標値を大きく上回っています。学習教室の申し込み数の合計も目標値より大幅に
多く、どの教室も丁寧な個別指導がなされていることがうかがえます。また、昨年度に続き、中学3年生の
全ての受講者は希望する進学ができたなど、学習の支援を通して学習習慣の確立と主体的に進路を選
択できる力を身に付けさせることができた喜ばしい実績だと思います。また、生活困窮者自立支援事業
（学習支援事業）では、継続して参加している生徒は一定数おり、その数は増えているものの限られた生
徒の参加になっている可能性もあります。生徒の進路保障に げるためにも保護者への丁寧な説明と生
徒自身の学習意欲がもてるように継続して支援をお願いします。
　少人数教育推進事業においては、少人数教育推進教員として、常勤講師4名、非常勤講師を4名を配
置され、過密学級は解消されて、その推進も図ることができていると思います。臨時免許での任用や経験
の浅い講師の任用も増加傾向にあることから、これらの講師への精神的な不安軽減も継続していくことが
大切だと思われます。
  校務支援システム事業では、教職員の業務の軽減と効率化、教職員が児童生徒と向き合う時間や、教
材研究の時間を確保することを目指していますが、教職員一人あたりの総勤務時間の削減時間（令和3年
度比較）の目標値からはまだ半数近い実績値にとどまっています。準備期は過ぎたと思われますが、日常
的な業務の効率化としての安定した成果（効果）には、もう少し時間を要すると思われます。
   適応指導教室事業では、児童生徒と保護者への相談や子どもの居場所づくりのために「かめっ子サ
ポート」と連携、生徒指導充実事業では、カウンセラーやワーカーとの連携、特別支援教育推進事業では
個別対応など、適切に事業運営・実施がなされています。個々の児童生徒の実態把握や対策を図るため
にも、児童・生徒の心のケアや関係機関と連携しながら、実際の不登校児童生徒数やいじめの実態把握
等と合わせて事業評価をしていくことが大切と思います。外国人児童生徒教育支援事業においては、通
訳の配置や翻訳サポートに加え、就学前に学校生活を体験する「プレスクール」などは、児童と保護者に
とって安心に繋がる効果的な取り組みと思われます。また対象生徒全員が第一希望進路に繋がっている
ことは各担任の関りや各学校の支援体制として高く評価できます。

青少年の健全育成と青少年活動
の促進
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教育委員会の事務に関する点検・評価　意見記入シート（廣島朗氏）

施策の大綱 基本施策 施策に対する意見 施策の方向 区分 事業名 課グループ名 施策の方向（事業）に対する意見

健康で生きがいを持てる
暮らしの充実

学びによる生きがいの創
出

　令和４年度に策定された第２次亀山市総合計画後期基本計
画の当基本施策では、市民が豊かに学び、それぞれの学びの
成果によって、地域社会で活躍している姿を目指されていま
す。折しも令和５年度５月にようやく新型コロナウイルス感染症
の制限が緩和され、以前の活動に戻す雰囲気でてきました。こ
のことと新図書館開館による追い風もあり、市民アンケートにお
いて令和２年度調査よりも重要度と満足度が向上し、順調に取
組の成果が出てきています。
　令和４年度まで３年間の第１期完了時に輩出された「かめやま
人」１７人の方々が、亀山人キャンパスでの講師をはじめ、亀山
市における様々な活動場面において活躍されていることは素晴
らしいことです。また令和５年度から始まった第２期入門編にお
いては、「まちのインフルエンサー養成講座」「まちのせんせい
養成講座」において、ＳＮＳ等での情報発信や、ＩＣＴ利活用の
最新技術学習など、効果的で興味関心の高いテーマ内容にて
実施されていることも評価できます。今後も地域社会で活躍して
いる新たな人材を掘り起こしていただき、学びの循環として第２
期「かめやま人」の育成を期待します。
　また、様々な学びが一覧できる「学びのガイドブック」は見やす
く充実した冊子で、各家庭に配布することで市民に周知されて
きています。
今後も不易と流行の視点で、多様な市民のニーズを踏まえた講
座展開へ改善が図られるとともに、スクラップ＆ビルドの考え方
と、効率的で効果的なあり方に対する精査を進めていただきま
すことを期待します。また既に認定された「かめやま人」の交流
とフォローアップも引き続きお願いします。

地域課題の解決に生かせる学び
の展開

主要 地域の学び推進事業 生涯学習課社会教育Ｇ

　市民一人ひとりが学びや生きがいを得られるよう、かめやま人キャン
パス講座や中央公民館講座が継続して実施され、「学びのガイドブッ
ク」発行による周知、新図書館の開館による学びの環境整備もあり、
地域における学びの機会の提供が充実できています。
　新型コロナウイルス感染症が第５類に移行したことも影響しているの
か、中央公民館事業の開催講座数が出前講座から中央講座へシフト
し、中央講座が前年度比1.6倍開講して充実されました。このことを含
めて受講者数は昨年度比8.5倍以上となり、目標値をはるかに上回る
結果となっています。新図書館の開館による利活用促進も大きな要
因と考えられますが、「学びのガイドブック」発行にて周知してきたこと
が市民に定着し、新たに第２期かめやま人キャンパスが始まったこと
など、多くの素晴らしい取組が連動した結果であると考えます。
　それぞれの開設講座を実施する中で、各講座受講者数と受講者ア
ンケート結果等により、より重要度と満足度が高まるよう精査され、改
善されることを期待しています。

主要 放課後子ども教室推進事業 生涯学習課社会教育Ｇ

　各小学校内でインフルエンザ等の感染症による学級閉鎖等による
一部中止となった放課後子ども教室もあったようですが、全ての小学
校区において昨年度を上回る開催されたことにより、計画値を大きく
上回る参加児童数となったことは評価できます。しかしながらこれまで
課題であった運営に関わる人の高齢化や人材不足のため、放課後
子ども教室に参画した地域ボランティアの延べ人数が昨年度を下回
る結果となりました。参加する子どもが安心・安全に過ごせる教室環
境を維持継続するためには、地域ボランティア人材の確保が必要不
可欠となります。
　今後も目的達成のために、全ての小学校区コーディネーター間で
の意見交換・情報交換をはじめ、各団体等の協力や各種地域活動
等での情報収集等、粘り強く地域ボランティアの人材確保に努めてい
ただきたい。

標準 特色ある学校づくり事業（小学校費） 学校教育課教育支援Ｇ

標準 特色ある学校づくり事業（中学校費） 学校教育課教育支援Ｇ

標準 コミュニティスクール推進事業 学校教育課学事教職員Ｇ

主要 学校施設長寿命化計画策定事業 教育総務課教育総務Ｇ

主要 中学校デリバリー給食実施事業 教育総務課保健給食Ｇ

主要 中学校全員喫食制給食実施事業
教育総務課教育総務Ｇ
教育総務課保健給食Ｇ

標準 施設整備費（小学校費） 教育総務課教育総務Ｇ

標準 施設整備費（中学校費） 教育総務課教育総務Ｇ

標準 地場農畜産物利用推進事業 教育総務課保健給食Ｇ

希望をもって新しい時代に活躍で
きる子どもの育成

主要 学力向上推進事業 学校教育課教育支援Ｇ

　学力向上推進事業では、令和４年度に策定された学力向上推進計
画【第４版】の取組にある教職員研修が着実に行われ、また例年行っ
ている国語科共通テストも「読む、読み取る力」に重点を置いて作成
するなど、工夫改善して取り組まれたことを評価します。教育活動の
成果は一朝一夕で反映されるものではないわけですが、常に結果に
対する課題を分析し、地道に、工夫や改善策を講じていくことが大切
ですので、実績値の増減に対する分析と、新たな改善取組が必要と
なってくると考えます。

　特色ある学校づくり事業では、学校運営委員会を中心に創意工夫
され、ゲストティーチャーを招いて体験学習活動や学力向上などの内
容に取り組まれ、各学校で成果をあげられています。今後も引き続き
取り組みを継続されて学校教育の改善を推進していただきたい。
　またコミュニティスクール推進事業では、保護者や地域住民等が学
校運営に参画される学校運営協議会を定期的に開催し、活動内容
をたよりにて周知されるなど、地域に開かれた信頼される学校となるよ
う取り組まれています。今後も学校運営や学校支援への協力体制が
機能するよう、教育委員会の支援を引き続きお願いします。

学校施設長寿命化計画策定事業では、昨年度からの劣化状況調査
を基に、課題等を洗い出して学校施設等長寿命化計画が策定された
ことから、事業として適正に行われたと判断できます。子どもたちの豊
かな学びと成長を支えるための環境を充実させていくことは重要であ
り、現在、小中学校における施設整備を必要最低限で行っていただ
いているところですが、今後も老朽化が進んでいると判断された建築
物への緊急対応を含め、計画を基にして具体的に着手していただき
ますようお願いします。
　中学校デリバリー給食実施事業では、栄養バランスを考慮した昼食
を提供され、一定の新メニュー開発と満足度を維持されていることか
ら評価できます。
　一方では、中学校全員喫食制給食実施事業は財政面及び用地確
保の課題から、外部調理委託による食缶搬入方式に手法が変更さ
れ、令和８年度実施となりました。ついては、物価高騰の中で生徒の
満足度や要望を満たしていくことは大変でありますが、保護者の理解
協力を得ながら給食利用者満足度が高まるよう、地場農産物の利
用、安全な衛生管理を意識しながら、引き続き献立改善をお願いしま
す。
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　令和４年度から始まった第２次亀山市総合計画後期基本計画
の基本施策「子どもたちの豊かな学びと成長を支える環境の充
実」では、子どもたちが豊かな学びのもと、未来を創るための力
を身に付けている姿を目指しています。その実現に向けて６つ
の施策の方向にて取り組まれています。
　学びを支える温かさあふれる学校づくりでは、地域ボランティ
ア人材による放課後教室であったり、保護者や地域住民等が学
校運営に参画されたりして学校づくりに協力いただいて成果を
上げていただいています。コミュニティスクールだより等を作成し
て発信されている学校数も増えてきています。高齢化等の影響
で人材不足が課題となっていますが、協力していただける人材
の確保にむけて、実践活動を周知して理解協力を促していくこ
とも大切です。
　学びの環境の充実では、学校施設の老朽化への劣化状況調
査を終えて計画が策定されました。児童生徒が安全に安心して
学習活動に取り組めるよう、環境整備は計画的に、具体的な時
期を示して着手される必要があります。また中学校全員喫食制
給食実施にむけては、手法を変更して令和８年度実施となりま
した。今後も地域や保護者の理解を得ながら、生徒の要望を踏
まえた給食が着実に実現できるようすすめていかれることを期
待します。市民アンケート調査では小中学校の施設や設備が
整っている満足度が低下していますので、要求の高まりからくる
ものではあるものの、今後も実現への説明を丁寧に行いながら
取り組みをすすめていく必要があります。
　希望を持って新しい時代に活躍できる子どもの育成では、全
国学力・学習状況調査等の結果を分析されて課題改善に取り
組まれ、学校評価アンケートの授業満足度は上昇しています。
さらにGIGAスクール構想で整備された端末を効果的に利用す
るなどして更なる授業理解度向上につなげられることを期待しま
す。
　家庭・地域の教育力の向上では、「かめやまお茶の間10選
（実践）」の取組が行われ、アンケート調査から６割を超える保護
者が取り組んだと回答されています。また「亀山っ子」市民宣言
の目指す子ども像については、アンケート調査で実感があると
回答した割合が年々上昇しています。今後も家庭や地域全体
で子育てする意識を醸成するため、その周知定着するための
活動を推進していく必要があります。
　一人ひとりの学びを支えるきめ細かな教育の推進では、特別
な支援を必要とする児童生徒をはじめ、長期欠席者や外国人
児童生徒を含む生活困窮者の自立支援など、学校の状況に応
じて人的配置等をし、個々に応じてきめ細かく対応していただ
いているところです。学校評価アンケートでは、学校満足度が
中学校で若干下がったものの90％を超える高い満足を得られ
ています。さらに目標達成に向けては、阻害要因を分析されて
できるところから改善にむけて迅速に着手されるよう期待しま
す。

学びを支える温かさあふれる学校
づくり

学びの環境の充実
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教育委員会の事務に関する点検・評価　意見記入シート（廣島朗氏）

施策の大綱 基本施策 施策に対する意見 施策の方向 区分 事業名 課グループ名 施策の方向（事業）に対する意見

主要 学校図書館支援事業 学校教育課教育研支援Ｇ

主要 GIGAスクール構想推進事業 学校教育課教育研究Ｇ

主要 英語教育推進事業 学校教育課教育支援Ｇ

　英語教育推進事業では、令和４年度と同様に、ＡＬＴを５名配置し
て授業や休み時間でネイティブな英語に触れる機会を設けたり、英
語キャンプを実施して英語に親しむ機会を設けたりして取り組まれて
いることが評価できます。継続して取り組むことで活動が周知されて
希望者が増えていくことが期待されます。人材確保が大変であるわけ
ですが、今後も人的配置を宜しくお願いします。
　一方、英語でやりとりできる中学生の割合が下がっていますので、
「話す・聞く・読む・書く」４技能を客観的に把握され、その課題解決に
向けて実践的な研修内容に取り組まれることを期待します。

標準 体育・文化活動支援事業（小学校費） 学校教育課教育支援Ｇ

標準 体育・文化活動支援事業（中学校費） 学校教育課教育支援Ｇ

標準 中学校体験活動支援事業 学校教育課教育研究Ｇ

標準 幼児教育推進事業 学校教育課教育支援Ｇ

標準 教職員研修事業 学校教育課教育研究Ｇ

標準 道徳・人権教育推進事業 学校教育課教育研究Ｇ

家庭・地域の教育力の向上 標準 子育て学習展開事業 生涯学習課社会教育Ｇ

　子育て学習展開事業では、今年度も予算額と決算額の執行状況か
ら、中止や規模縮小となった講座や講演も多かったのではないかと
推察します。その　中での活動実績として、保育園等で実施された家
庭教育出前講座や、小中学校での家庭での学習に関する指導啓発
講演を実施され、参加した保護者にとっては心の支えや子育てへの
ヒントを得るよい機会になったと評価できます。
　全国的に小中学生の不登校生徒の増加が問題となっており、家庭
教育の重要性が高まっている中、「子育て」に関する学びを保護者に
提供するとともに、子どもを見守る祖父母世代が地域全体で支えてい
く学びの仕組みづくりは、これからの子育てに関する在り方として大切
なことです。今後もできる限りの機会を提供して取り組んでいただきた
いと思います。

　学校図書館支援事業では、子どもたちの読書離れが懸念されてい
る中、昨年度同様に全小中学校に図書館司書や図書館アドバイ
ザーを配置し、幼稚園・小学校で読書リレーや読書チャレンジの取組
を実施されましたが、小学校での授業時間以外での読書状況の割合
が著しく低下しました。日常の教育活動の中で、読書を推進する取組
を意識的に展開するなど、総力を挙げてあらゆる場面での推進取組
が必要であると考えます。
　GIGAスクール構想推進事業では、情報機器等の環境整備を計画
的に行っていただいてきたことで、教職員のICT利活用スキルが向上
し、生徒の情報活用能力が高まり、タブレット端末を学習場面で普段
使いできる生徒が多くなっていると評価できます。
　並行して取り組むべき課題は、人権教育や生徒指導上で問題と
なっているSNS利用方法を含めた新たな課題に対応する情報モラル
教育を推進するとともに、最新の生成AI利用に関するガイドランにもと
づく指導も併せて必要であると考えますので、早急に取り組まれること
をお勧めします。

　体育・文化活動支援事業では、専門家による合唱指導等の文化公
演や、体力向上をめざして外部講師を各学校へ派遣するなど、体
育・文化活動へ支援していただきました。また中学校体験活動支援
事業では、中学生の就労体験を通して社会性などの健全育成にむ
けて各校において取り組まれました。心の働きを豊かにする情操教育
や体力向上に向けた支援は、より重要となっていますので今後も支
援を継続して充実させていただきたい。
　幼児教育推進事業では、保幼認小間の切れ目のない教育を目指
されて支援体制を整えられています。小中学校における不登校生徒
の増加が社会問題となっている現在、その前段階での教育が重要視
されていますので、今後も社会的包摂の視点をもって積極的な情報
交換と教職員の育成をお願いします。
　道徳・人権教育推進事業では、県のアライメント事業と並行して中
学校区と県立学校を交えて実践研究が行われ、小中高12年間を見
据えた交流活動により新たな視点が生まれ、今後の推進にむけて有
効な取組であると評価できます。今後も現場での教育実践がよりよい
ものとなるように実践研究を進めていただければと思います。
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子どもたちの豊かな学びと
成長を支える環境の充実

子育てと子どもの成長を
支える環境の充実

希望をもって新しい時代に活躍で
きる子どもの育成
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教育委員会の事務に関する点検・評価　意見記入シート（廣島朗氏）

施策の大綱 基本施策 施策に対する意見 施策の方向 区分 事業名 課グループ名 施策の方向（事業）に対する意見

主要 個の学び支援事業（小学校） 学校教育課学事教職員Ｇ

主要 個の学び支援事業（中学校） 学校教育課学事教職員Ｇ

主要 生活困窮者自立支援事業（学習支援事業） 学校教育課教育支援Ｇ

主要 少人数教育推進事業 学校教育課学事教職員Ｇ

主要 校務支援システム事業 学校教育課学事教職員Ｇ

標準 適応指導教室事業 学校教育課教育研究Ｇ

標準 生徒指導充実事業 学校教育課教育研究Ｇ

標準 特別支援教育推進事業 学校教育課教育研究Ｇ

標準 外国人児童生徒教育支援事業 学校教育課教育支援Ｇ

標準 青少年健全育成費 生涯学習課社会教育Ｇ

標準 青少年総合支援センター費 生涯学習課社会教育Ｇ

標準 二十歳の集い開催費 生涯学習課社会教育Ｇ

標準 青少年自立支援事業 生涯学習課社会教育Ｇ

市民力・地域力の活
性化

市民参画・交流活動の
促進と協働の推進

市民活動の活性化と協働の推進 標準 婦人団体育成費 生涯学習課社会教育Ｇ

　婦人団体育成費では、女性の活躍の場や家庭生活の向上を図る
ため、その団体活動を支援しています。その活動では「なでしこ健康
フェスティバル」を開催して心身の健康づくりや交流親睦を図られた
り、明るく住みよいまちづくりや地域に根差したボランティア活動に取
り組まれたりして、市民参画交流活動に寄与されています。今後も活
発に行われることを期待します。

　青少年の健全育成と青少年活動の促進にむけては、亀山市関係
の団体や機関等が協力し合って組織的に取り組む青少年育成市民
会議の仕組みのもと、地域が一体となって青少年の育成に取り組ん
でいただいています。そして各標準事業の目的を達成するために、
それぞれの組織が満足度の高いものになるよう協議し、常に改善しな
がら実施されており、そのプロセスがすばらしいと思います。
　今後も未来を担う青少年の育成のために、この協力体制が維持継
続できるようお願いいたします。

一人ひとりの学びを支えるきめ細
かな教育の推進

　個の学び支援事業では、特別な支援を必要とする児童生徒が安心
して安全に自立した学校生活を送ることができるよう、学校の状況に
応じて介助員、生活支援員、学習生活相談員や看護師を適切に配
置され、個別の指導計画等の支援情報が適切に引継ぎされているこ
とは評価できます。特別な支援を必要とする生徒が増加している中、
支援を必要とする生徒の保護者の不満要因や声を受け止め、切れ
目ない支援体制の確立にむけて今後もさらに教育委員会としてご尽
力いただきたいと考えます。
　生活困窮者自立支援事業では、対象者を長期欠席者や外国人児
童生徒まで拡大し、土曜日の通常開催に加えてテスト対策教室、体
験教室など、手厚く自立支援を行っていることは評価できます。一方
では主体的に進路選択できる力が必要となる児童生徒に対し、その
家庭への参加理解協力を促す案内や啓発を、根気よく行っていただ
きますようお願いします。
　少人数教育推進事業では、過密学級を解消するために小中学校
に講師を配置し、児童生徒の実態に応じたきめ細かな指導を実現さ
れ、講師を対象とした「ステップアップ研修」や「講師研修」により資質
向上を図られていて評価できます。教職員の確保は全国的にも課題
となっている折ですが、今後もできる限り確保して継続実施していた
だきたいと考えます。
　校務支援システム事業では、令和５年４月よりシステムの本格運用
を開始され、システム活用に関する研修会やアンケート調査等を実
施された。成果指標である会議数削減や総勤務時間縮減について
は、適正な運用と教職員のスムーズな利活用のもとで初めて実現で
きる内容であることから、次年度以降の実績に現れるものと期待しま
す。
　その他、標準事業である適応指導教室事業、生徒指導充実事業、
特別支援教育推進事業、外国人児童生徒教育支援事業では、それ
ぞれの対象となる児童生徒のみならず、保護者への支援もきめ細か
く行っていただいて評価できます。今後も一人ひとりの児童生徒を多
角的な視野で見つめ、関係者が連携して保護者を含めた支援をして
いただきますようお願いします。

青少年の健全育成と青少年活動
の促進
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５ 課題と今後の取組 

学識経験者による評価を踏まえ、令和５年度における第２次亀山市総合計画後期基本

計画に基づく施策及び各種事業について、課題と今後の取組を次のとおりまとめまし

た。 

 

施策の方向 事業名 

地域課題の解決に生かせる

学びの展開 
地域の学び推進事業 

  【課題】 

それぞれの講座の受講者数は計画値を大きく上回った結果となり、今後もこのよう

な状況を継続させるためにも、かめやま人キャンパスの諸活動の発信を行うととも

に、行政関連部署や各関係団体と連携し、各講座内容の更なる充実を図り、魅力ある

講座を展開し、広く市民が学べる事業展開を引き続き行う必要がある。 

また、かめやま人として認定された後のフォローアップやリカレント教育、サポー

ト支援をして、安定した体制の構築を行うことが必要である。 

 

  【今後の取組】 

行政関連部署や各関係団体と連携しやすい土壌を形成するため、それぞれの活動を

広く周知していく。また、かめやま人キャンパスと公民館事業を基軸に様々な学びを

提供し、各講座の内容の更なる充実を図るとともに、かめやま人認定者のフォローア

ップ講座の継続、リカレント教育を行う。 

 

施策の方向 事業名 

学びを支える温かさあふれ

る学校づくり 

放課後子ども教室推進事業 

（標）特色ある学校づくり事業（小学校費） 

（標）特色ある学校づくり事業（中学校費） 

（標）コミュニティスクール推進事業 

【課題】 

  放課後子ども教室推進事業については、数年先を考慮すると、運営に関わる人の高

齢化や人材不足が否めない状況であり、今後も多くの地域ボランティア人材の参画が

必要である。また、環境づくりの充実のため、地域の関係団体と協力・情報共有が必

要である。 

  特色ある学校づくり事業については、学校運営委員会を中心に創意工夫がなされ、

各学校で成果がある中で、引き続きの取組継続ともに、学校教育改善の推進、地域の

歴史や文化がもつ亀山市の教育力の発揮等が求められる。 
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  【今後の取組】 

放課後子ども教室推進事業については、継続的に関係団体間の情報共有を図り、地

域一体となって子どもが安全・安心に育まれる居場所づくりの充実を図る。また、各

校のコーディネーターが交流できる場を設け、人材確保等に関し、必要な情報共有に

努める。 

特色ある学校づくり事業については、亀山市の教育力を発揮し、必要に応じた改善

等を行いつつ、事業を継続する。 

 

施策の方向 事業名 

学びの環境の充実 

学校施設長寿命化計画策定事業 

中学校デリバリー給食実施事業 

中学校全員喫食制給食実施事業 

（標）施設整備費（小学校費） 

（標）施設整備費（中学校費） 

（標）地場農畜産物利用推進事業 

【課題】 

  学校施設長寿命化計画策定事業については、計画策定は完了したものの、子ど

もたちの豊かな学びと成長を支えるための環境を充実させていくために、市財政状況

及びマンパワーを踏まえた実施計画の立案を行いつつ、その計画に基づく具体的な整

備等への着手が必要である。 

中学校デリバリー給食実施事業については、アンケートにおける肯定的回答の

割合も計画値を上回っている一方で、その数値の上昇に捉われず、生徒自らの食への

関心、食行動の改善や規則正しい食習慣等の実態についても合わせて検討していくこ

とが必要である。また、費用面も考慮しながらも、生徒の意見を継続的に反映してい

く必要がある。 

中学校全員喫食制給食実施事業については、保護者の理解協力を得ながら給食

利用者の満足度が高まるよう地場農産物の利用や安全な衛生管理等を意識しつつ、基

本的な計画に基づき給食実施における外部調理委託仕様書を作成し、諸手続きを進め

る必要がある。また、施設整備として学校運営や給食配送等様々な状況を把握した

上での整備が必要である。 

  【今後の取組】 

    学校施設長寿命化計画策定事業については、令和６年度に当該計画に基づく具

体案を示す実施計画を作成する予定であり、その計画の内容を踏まえ、整備に向けて

それぞれ手続きを進めていく。 

中学校デリバリー給食実施事業については、生徒対象のアンケートや新メニュ

ーの取り入れと併せて、献立内容の改善を行っていく。また、令和８年度には食缶搬

入方式による全員喫食制給食に移行を予定しており、今後はその中で、引き続き改
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善、検討等を実施することとしている。 

中学校全員喫食制給食実施事業については、基本的な計画に基づき、地場農

産物の利用や衛生管理等を踏まえた仕様書を作成し、配膳室等のハード整備とと

もに諸手続きを進める。 

 

施策の方向 事業名 

希望をもって新しい時代に

活躍できる子どもの育成 

学力向上推進事業 

学校図書館支援事業 

ＧＩＧＡスクール構想推進事業 

英語教育推進事業 

（標）体育・文化活動支援事業（小学校費） 

（標）体育・文化活動支援事業（中学校費） 

（標）中学校体験活動支援事業 

（標）幼児教育推進事業 

（標）教職員研修事業 

（標）道徳・人権教育推進事業 

【課題】 

学力向上推進事業については、「全国学力・学習状況調査」等の結果により、複数

の領域（データの活用等）において課題が見られることから、教員の教科の指導方法

の改善が必要であるとともに、学校での学習を個々の児童・生徒自身が主体的に取り

組めているのか、この教科が好きだと思えているか、学力向上に繋がる様々な影響要

因も併せて検討し、家庭学習の見直しと定着を図る必要がある。 

学校図書館支援事業については、蔵書数や貸出冊数等は満たしているものの必ずし

も児童・生徒の主体的な読書習慣の確立につながっているとは言えず、各校の図書担

当者が、図書館司書や学校図書館活用アドバイザーと連携し、児童生徒や家庭に多様

な図書館活用方法や貸出方法を啓発していく必要がある。また、小学校での授業時間

以外での読書状況の割合が著しく低下しており、日常の教育活動の中で、読書を推進

する取組の意識的に展開等が必要である。 

    ＧＩＧＡスクール構想推進事業では、経済性も考慮しながらも迅速な端末等の更

新、その時代、その年度、児童・生徒の年齢にあったＩＣＴ活用や情報モラル教育

（人権教育や生徒指導上で問題となっているＳＮＳの利用や生成ＡＩの進歩等）の内

容精査等が求められ、新たな視点とスピード感で常に確認・検討を行う必要がある。 

    英語教育推進事業では、CEFR A1レベル相当以上を達成した中学生の割合が目標値

には達していない現状があり、単元ごとの評価を行うなど詳しい英語力の実態把握、

担当教員等とＡＬＴが協力し魅力ある授業づくり・授業改善の実施、また関連した研

修会の開催等が必要である。 
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  【今後の取組】 

学力向上推進事業については、学力向上推進計画【第４版】を着実に進め、学力向

上強化週間の設置、対象児童生徒への市教委作成「亀ハタドリル」の実施、一人一台

端末の持ち帰りの促進等を行い、家庭学習の充実を図るとともに、継続的に必要に応

じた教職員の指導力向上及び授業改善に向けた措置を講じていく。 

学校図書館支援事業については、引き続き、学校図書館アドバイザーの派遣、図書

館利用促進のための読書指導や調べ方学習指導等の増加、研修会の内容等の充実等を

行うとともに、様々な読書活動に対応できる貸出方法（相互貸借、電子図書等）を進

める。 

    ＧＩＧＡスクール構想推進事業では、校務用パソコンの更新、児童生徒用端末の更

新など、ロードマップに沿ったＩＣＴ環境整備を適切に行うとともに、必要に応じ

て、ＩＣＴの活用を通じた学びの向上に向けた改善・見直しを講じる。 

英語教育の推進については、児童生徒が総合的な英語力を身に付けるため、児童生

徒の英語力の詳細把握、ＡＬＴと連携した授業づくりや評価に関する研修等を行うと

ともに、その実施状況に合わせた改善・見直しを行う。 

 

施策の方向 事業名 

家庭・地域の教育力の向上 （標）子育て学習展開事業 

【課題】 

現在も子どもと保護者（家庭）に対しての生活習慣の確立や「かめやまお茶の間１

０選（実践）」、子どもの自己肯定感の向上を図るための関わりがなされている中

で、重要な子育て学習支援を行いつつ、家庭や地域の意識の醸成をはかり、地域全体

で子どもたちの学びの基礎力向上に繋がる取組を継続する必要がある。 

【今後の取組】 

引き続き家庭での学習に関する指導や啓発に関する講演等を実施しつつ、家庭・地

域の教育力の向上を図るため、子どもの育みを地域全体で支えていく学びの仕組みづ

くりを進める。 
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施策の方向 事業名 

一人ひとりの学びを支える

きめ細かな教育の推進 

個の学び支援事業（小学校） 

個の学び支援事業（中学校） 

生活困窮者自立支援事業（学習支援事業） 

少人数教育推進事業 

校務支援システム事業 

（標）適応指導教室事業 

（標）生徒指導充実事業 

（標）特別支援教育推進事業 

（標）外国人児童生徒教育支援事業 

【課題】 

個の学び支援事業については、今後も特別な支援が必要な児童の増加が見込まれ

るため、児童の実態や支援情報の引継ぎ等切れ目ない支援体制の確立に向けた関係部

署との連携、専門職のスキルや資質向上のための研修機会の確保、介助員や生活支援

員、看護師等の適切な配置と人材確保等が必要である。 

生活困窮者自立支援事業については、主体的に進路選択できる力が必要となる

児童生徒に対し、その家庭への参加理解協力を促す案内や啓発を、根気よく行う必要

があるとともに、その教室にかかる講師・スタッフを増やす必要もある。 

少人数教育の推進については、県下全体的に講師人材の確保が難しい状況があり、

臨時免許で任用することが増加傾向にある中で、これらの講師への精神的な不安軽減

も継続していくことが必要となる。 

校務支援システム事業については、教職員一人あたりの総勤務時間の削減時間（令

和3年度比較）の目標値からはまだ半数近い実績値にとどまっている中で、教職員向

けの研修会を実施しながら、教職員の業務改善につながるよう、委託業者と細かな調

整が必要である。 

  【今後の取組】 

個の学び支援については、にじいろノートや個別の指導計画を活用し、支援情報の

切れ目ない引き継ぎ、校長会及び特別支援教育コーディネーター研修等での周知徹底

等を行うとともに、介助員・生活支援員及び学習生活相談員等への指導助言が行える

体制を整える。 

生活困窮者自立支援事業については、教室の状況に応じて、対象者や家庭にチ

ラシを配布し、周知啓発を行うとともに、必要に応じて、対象児童生徒の学習習慣の

確立と学力向上に向けた改善・見直しを講じていく。 

少人数教育の推進については、教職員指導員巡回による授業指導や「ステップ・ア

ップ研修会」「講師研修」などによる資質向上、授業力向上の取組を継続していく。 

校務支援システム事業については、引き続き教職員研修を実施しつつ、委託業者と

の調整を速やかに進める。また、学校文書のデータ化を進めるとともに、その他の校

務でシステムにより効率化を図れる業務の検討を進める。 
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施策の方向 事業名 

青少年の健全育成と青少年

活動の促進 

（標）青少年健全育成費 

（標）青少年総合支援センター費 

（標）二十歳の集い開催費 

（標）青少年自立支援事業 

【課題】 

青少年健全育成費、青少年総合支援センター費、二十歳の集い開催費は適切な事業

開催等の支援として実施がなされている中で、今後は、中長期的に評価をしていく事

が必要である。 

  【今後の取組】 

青少年育成市民会議などの社会教育団体による取組等については、引き続きの事業

サポートを行い、青少年が安全かつ心豊かに成長できる社会環境づくりを図るとも

に、その実態把握に努め、中長期的な見通しについても視野に入れる。 

 

施策の方向 事業名 

市民活動の活性化と協働の

推進 
（標）婦人団体育成費 

【課題】 

    明るく住みよいまちづくりや地域に根差したボランティア活動に取り組み、市民参

画交流活動に寄与しており、今後も活発にそれぞれの事業を実施ていくことが必要で

ある。 

  【今後の取組】 

引き続き、それぞれの事業についての支援を継続的に行っていく。 
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